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若き日のＹさん

杉本雄三･画く元･関西電力病院長＞

扉･スケッチ

人口と開発ノ目次

迦
駆
鞭
幽
麺
０

２
茜
１
１

掴
ｅ
『
私

年代

人
口
減
少
問
題
、
歴
史
に
学
べ
／
今
年
の
新

成
人
、
１
５
７
万
人
／
少
子
化
、
国
の
土
台

を
崩
す
／
『
貧
困
』
『
飢
餓
』
／
二
○
三
○

年
の
七
五
歳
以
上
一
九
二
○
万
人
／
「
農
業

の
多
面
的
機
能
」
で
一
致
／
半
世
紀
後
、
日

本
人
の
寿
命
鍋
歳
／
人
口
急
減
、
焦
る
ロ
シ

ア
／
外
国
人
労
働
者
に
厳
し
い
風
当
た
り
／

巻
頭
言
／
東
南
ア
ジ
ア
鉄
鋼
協
会
と
ア
ジ
ア
と
の
交
流

▽
少
子
化
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

▽
日
本
学
術
会
議
公
開
講
演
会

『
食
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
課
題
』
ｌ
日
本
の
食
は
こ
れ
で
い
い
の
か
Ｉ

▽
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
が
来
日

▽
ア
ジ
ア
と
社
会
保
障
ｌ
年
金
問
題
な
ど
ｌ

《
第
五
回
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー
》
開
く

▽
ジ
ョ
ン
・
ポ
ン
ガ
ー
ッ
博
士
が
講
演

ｌ
『
ｎ
世
紀
の
人
口
動
向
と
人
口
問
題
〈
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
〉
Ｉ

▽
シ
ャ
ー
ミ
ー
国
連
人
口
部
長
が
警
告

ｌ
将
来
の
た
め
に
貯
蓄
を
深
刻
化
す
る
高
齢
化
に
備
え
Ｉ

・
ア
ジ
ア
の
農
業
開
発
に
お
け
る
灌
慨
と
水
系
感
染
症

・
日
本
の
少
子
高
齢
化
Ｉ
柔
軟
な
人
生
設
計
に
向
け
て
Ｉ
岩
澤
美
帆
忽

ｏ
地
球
の
環
境
収
容
能
力
と
経
済
の
最
適
規
模

ｌ
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
指
標
が

補
完
す
る
マ
ク
ロ
経
済
学
の
致
命
的
盲
点
Ｉ

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
Ｉ
ら
む

、
Ｐ
ｂ
Ｈ
Ｐ
、
■
〃
、
Ｈ
〃
、
Ⅲ
〃
、
■
Ｐ
ｈ
ｎ
か
、
呵
り
、
■
〃
、
■
Ｐ
ｈ
０
Ｐ
ｈ
■
夕
も
■
少
、
■
〃
ｂ
■
Ｊ
ｑ
Ｕ
ｐ
、
■
Ｐ
、
■
け

ｑ
グ
も
■
〃
、
ｕ
Ｐ
Ｌ
Ｎ
ｆ
も
■
〃
、
■
〃
ｂ
４
Ｐ
巳
ロ
グ
も
■
〃
、
■
？
■
■
幻
、
■
β
■
■
Ｐ
ｂ
■
Ｐ
■
日
且
ｈ
Ｎ
Ｆ
ｂ

イ
ン
ド
の
ｌ
Ｔ
技
術
者
／
人
口
減
少
に
強
い

危
機
感
／
Ｅ
Ｕ
、
少
子
化
で
労
働
力
不
足
深

刻
／
少
子
化
で
日
本
人
は
絶
滅
？
／
減
少
社

会
の
プ
ラ
ス
面
に
／
「
ｎ
世
紀
の
日
本
」
巡

り
意
見
交
換
／
米
、
総
人
口
ｎ
年
で
３
２
０

０
万
人
増
／
二
○
五
○
年
に
は
最
大
１
０
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私
は
一
九
六
七
年
七
月
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ａ
（
海

外
技
術
協
力
事
業
団
）
の
国
連
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ

Ｅ
へ
の
専
門
家
派
遣
の
一
員
と
し
て
バ
ン

コ
ッ
ク
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
本
部
に
出
向
し

た
。
国
連
は
ア
ジ
ア
の
無
秩
序
な
工
業
開

発
が
経
済
発
展
に
と
り
必
ず
し
も
プ
ラ
ス

要
素
だ
け
を
導
か
な
い
事
に
注
目
し
て
い

た
。メ
コ
ン
委
員
会
に
範
を
と
る
ア
ジ
ア
工

業
開
発
理
事
会
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）
は
農
業
機

械
、
鉄
鋼
、
肥
料
、
ゴ
ム
等
の
工
業
に
つ

い
て
地
域
協
力
に
よ
る
調
和
の
取
れ
た
工

業
開
発
を
意
図
し
具
体
的
行
動
に
移
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
フ
ァ
ク
ト

・
フ
ァ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
・
ス
タ
デ
ー
と
プ

レ
Ｆ
／
Ｓ
を
実
施
す
る
事
と
し
曰
、
濠
、

ア
セ
ァ
ン
五
ヶ
国
、
台
湾
（
当
時
国
連
加

盟
国
）
に
専
門
家
の
派
遣
協
力
を
要
請
し

巻
頭
■
言

ム
が
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
チ
ー
ム
が
マ
レ

イ
シ
ア
・
ペ
ナ
ン
ヒ
ル
を
訪
れ
た
時
の
あ

る
夕
、
誰
い
う
こ
と
な
く
ア
ジ
ア
の
鉄
鋼

人
が
年
に
一
度
で
も
こ
う
し
て
一
同
に
集

ま
っ
た
ら
ど
ん
な
に
か
有
意
義
な
友
好
交

て
き
た
。
鉄
鋼
に
関
し
て
は
在
タ
イ
大
使

館
山
戸
徹
参
事
官
、
及
び
大
使
館
の
皆

様
、
稲
山
嘉
寛
氏
初
め
業
界
の
全
面
支
擾

を
得
て
一
九
六
七
年
、
六
十
八
年
東
南
ア

ジ
ア
に
前
記
八
ヶ
国
よ
り
な
る
調
査
チ
ー

東口南アジア鉄鋼協会〆
■とアジアとの交流

￣ｼ、Gら

東北大学大学院
客員教授

戸田；ム元

流
と
な
る
の
だ
が
と
い
う
意
見
が
出
て
全

員
の
自
然
な
合
意
が
生
ま
れ
た
。

バ
ン
コ
ク
に
帰
着
し
報
告
作
成
の
段
階

で
合
意
は
今
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
本
部

を
も
つ
東
南
ア
ジ
ア
鉄
鋼
協
会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
）
の
設
立
提
案
と
し
て
結
実
、
こ

の
後
、
一
九
七
一
年
三
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
創
立
総
会
を
閾
い
た
協
会
は
本
年
五
月

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
三
十
周
年
記
念
式
典
が

行
な
う
運
び
に
あ
り
ア
ジ
ア
人
が
協
力
し

て
ア
ジ
ア
産
業
開
発
の
実
を
成
功
裏
に
導

い
て
い
る
好
例
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
は
一
九
九
七
年
通
貨
危
機
を
経

て
今
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
自
由
貿
易
下
の
競
争
と
Ｉ

Ｔ
ネ
ッ
ト
市
場
に
組
込
ま
れ
て
き
て
い

る
。
開
発
経
済
論
の
再
吟
味
が
言
わ
れ
て

か
ら
久
し
い
が
一
国
単
位
封
鎖
経
済
の
波

に
立
ち
向
か
う
ア
ジ
ア
諸
国
で
歴
史
伝
統

的
な
風
土
と
近
代
経
営
技
術
の
調
和
を
ど

の
様
に
維
持
し
て
ゆ
く
か
が
大
き
い
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
先
発
工
業
国
が
自

己
の
経
験
を
踏
ま
え
共
に
考
え
て
ゆ
く
事

も
交
流
の
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

３
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二
十
世
紀
の
日
本
人
の
生

活
は
、
め
ざ
ま
し
い
技
術
進

歩
や
日
々
刻
々
と
変
化
す
る

国
際
情
勢
の
中
で
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
平
均
余
命
が
延
び

た
こ
と
と
、
生
涯
に
産
む
子

ど
も
の
数
が
減
っ
た
と
い
う

こ
と
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

歴
史
の
表
舞
台
の
変
化
に
劣

ら
ず
我
々
の
人
生
観
や
思
考

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
１
は
、
平
均
寿
命
（
○

歳
時
の
平
均
余
命
）
、
十
五

歳
時
の
平
均
余
命
お
よ
び
六

十
五
歳
時
の
平
均
余
命
の
年

次
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
戦
前
の
平
均
寿
命
の
低

さ
は
、
主
に
高
い
乳
児
死
亡

率
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

、
長
寿
社
会

の
到
来

こ
の
よ
う
な
乳
児
死
亡
率
の
改
善
は
、
長
い

歴
史
か
ら
見
れ
ば
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
よ

日本人の平均余命の動向表１
(年）

う
や
く
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

資料：国立社会保障・人口問題研究所『人口統計資料集2000』

注記のないものは，内閣統計局及び厚生省統計情報部『完全生命表」による。

１）厚生省統計情報部『簡易生命表』。

２）国立社会保障・人口問題研究所『日本の将来推計人口』（平成９年１月推計)。
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日本の少子高齢化

戦
前
の
場
合
、
た
と
え
十
五
歳
ま
で
生
き

る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
残
り
の
人
生

は
四
十
年
余
り
で
あ
っ
た
。
〃
働
き
盛
り
“

に
亡
く
な
る
こ
と
も
決
し
て
珍
し
く
は
な

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
在
で
は
男

子
で
六
十
二
年
、
女
子
に
い
た
っ
て
は
七
十

年
近
く
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
六
十

五
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
つ

い
て
も
、
戦
前
は
余
命
十
年
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
の
に
対
し
、
現
在
で
は
女
性
に
つ

い
て
は
二
十
年
を
越
え
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
変

わ
っ
て
き
た
。
江
戸
時
代
の
「
ご
隠
居
」
の

多
く
が
、
今
日
で
は
活
力
の
あ
る
年
齢
層
に

相
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
口
構

、
、
、
、
、
、
、

造
を
論
じ
る
と
き
に
、
支
え
ら
れ
る
べ
き
一
百
向

■

■
■
■
９

ｇ
決
し
て
珍
し
く
は
な
く
に
ち
が
い
な
い
。

。
そ
れ
が
現
在
で
は
男

一
方
、
進
学
率
の
高
ま

＋
に
い
た
っ
て
は
七
十
り
に
よ
っ
て
、
教
育
期
間

示
さ
れ
て
い
る
。
六
十
の
終
了
年
齢
は
高
く
な
つ

と
が
で
き
た
場
合
に
つ
て
お
り
、
ま
た
、
昨
今
の

命
十
年
と
い
っ
た
と
こ
少
子
化
と
も
関
わ
り
の
深

・
現
在
で
は
女
性
に
つ
い
結
婚
年
齢
も
上
昇
の
一

え
て
い
る
。

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
あ

評
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
た
か
も
人
生
の
す
べ
て
の

時
代
の
「
ご
隠
居
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
少
し
ず
つ
先

沽
力
の
あ
る
年
齢
層
に
送
り
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

い
だ
ろ
う
か
。
人
口
構
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

支
え
ら
れ
る
べ
き
高
状
況
の
中
で
、
定
年
延

長
、
三
十
歳

研
近
卯
一
弱
ｊ
研

成
人
説
と

，
所

ｊ
旧
ナ
ｊ
立
題

》》一鑪一》一一『》壺琲》辨一旧》曰》 い
っ
た
議
論

町
観
鍛
博
往

け
ら
れ
た
節

齢
者
の
定
義
と
し
て
慣
習
的
に
六
五
歳
以
上

と
い
う
区
切
り
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
実

態
と
の
乖
離
は
今
後
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

表２ 性行動に関する経験率の推移
(％）

目
に
固
執
し
て
い
れ
ば
、
齪
鰭
が
生
じ
る
こ

と
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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資料：日本性教育協会「青少年の性行動』2000年｡

５

経験の種類学校
男子

1974１９８１１９８７１９９３１９９９

女子

1974１９８１１９８７１９９３１９９９

中学

射精・月経高校

大学

－３７．８４６．７５２．９

－８７，１８３．８86.0８８．６

－９５．４９２．０９１５９７．２

４
３
０

■
■
●

３
６
８

８
９
９

３
１
０

●
Ｃ
二

０
５
８

８
９
９

０
５
４

■
●
●

５
５
８

７
９
９

２
４
■
■

７
８

９
９

中学

性的関心高校

大学

２
５
４

●
●
●

９
０
９

５
９
９

９
９
７

Ｕ
■
■

３
９
６

５
８
９

５
６
９

●
■
■

２
９
５

５
８
９

８
２

２
８
９
９

－４５．５４８．６４９．２

－７５．０７１．４７０．５７６．９

－89.0８４．５８７．９８９．５

中学

デート高校

大学

１
４
９

３
Ｏ
Ｌ

２
５
８

４
５
１

■
□
■

４
３
１

１
４
８

１
７
７

Ｌ
９
Ⅵ

１
３
７

１
２
■
■

７
７

４
７

６
４
■
■

３
３

５
７

３
４
９

２
ａ
Ｌ

２
５
８

３
３
４

■
０
■

６
０
１

１
５
８

０
７
８

●
●
白

５
９
８

１
４
７

５
４

Ｌ
８

５
７

５
４
●
●

７
４

５
７

中学

キス高校

大学

５．６６．４１３．２

26.0２４．５２３．１２８．３41.4

45.2５３．２５９．４６８．４７２．１

６．９７，６１２．２

21.8２６．３２５．５３２．３42.9

38.9４８．６４９．７６３．１６３．２

中学

性交高校

大学

２．２１．９３．９

１０．２７．９１１．５１４．４26.5

23.1３２．６４６．５５７．３６２．５

Ｌ８３．０３．０

５．５８．８８．７１５．７２３．７

11.0１８５２６．１４３．４５０．５
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と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
中
で
早
期
化
す
る

現
象
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

に
、
性
的
な
成
熟
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
表
２
は
日
本
性
教
育
協
会
が
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
「
青
少
年
の
性
行
動
調
査
」
の

結
果
の
一
部
で
あ
る
が
、
生
理
的
、
心
理

的
、
行
動
的
側
面
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
性

的
成
熟
が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。
生
理
的
な
早
熟
（
初
経
年
齢
の
低

下
）
は
、
｜
般
に
栄
養
状
態
や
健
康
状
態
の

改
善
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
自
体
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
変
化
の
結
果
、
社
会
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
至
る
の
だ
ろ
う
か
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
生
物
学
的
に
は
子
ど
も
を
つ

く
る
こ
と
が
十
分
可
能
な
状
態
で
あ
り
な
が

ら
、
子
ど
も
を
持
た
な
い
期
間
、
言
う
な
れ

ば
「
未
産
」
期
間
が
長
期
化
す
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
二
十

代
、
三
十
代
を
迎
え
て
い
る
男
女
は
、
ど
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
経
験
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
「
未
産
」
期
間
の
長
期
化

ま
ず
、
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
と
い
う

点
か
ら
見
て
み
よ
う
。
晩
婚
化
が
急
激
に
進

ん
だ
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
つ
い

て
、
出
生
に
よ
り
深
く
関
わ
る
女
性
側
を
基

準
に
し
て
動
向
を
追
っ
て
み
る
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
か
ど
う
か
、
②
そ

そ
こ
で
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
」
以

上
「
親
」
未
満
の
男
女
を
多
く
含
む
二
十

代
、
三
十
代
の
実
態
を
、
い
く
つ
か
の
角
度

か
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。
以
下
に
示
す
日
本

の
現
状
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
五
年
お
き
に
お
こ
な
っ
て
い
る
全
国

標
本
調
査
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
（
一
九

八
七
、
九
十
二
、
九
十
七
年
）
の
結
果
に
基

づ
い
て
い
る
。
調
査
の
対
象
は
十
八
～
四
十

九
歳
の
未
婚
男
女
お
よ
び
妻
の
年
齢
が
十
八

～
四
十
九
歳
の
夫
婦
（
回
答
者
は
妻
）
で
あ

り
、
サ
ン
プ
ル
数
は
各
調
査
そ
れ
ぞ
れ
約
一

万
五
○
○
○
で
あ
る
。
有
効
回
収
率
は
九
割

前
後
で
あ
っ
た
。

三
、
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
同
居
し
て
い
る
か
ど
う
６

か
、
③
結
婚
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
三

つ
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
状
態
を
「
パ
ー
ト
ナ
ー
な

し
」
、
「
非
婚
非
同
居
型
カ
ッ
プ
ル
」
、
「
非
婚

同
居
型
カ
ッ
プ
ル
」
、
「
婚
姻
同
居
型
カ
ッ
プ

ル
」
と
い
う
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
「
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
」
と
い

う
の
は
、
本
人
に
性
経
験
が
あ
り
、
か
つ

「
夫
」
、
「
婚
約
者
」
、
「
同
棲
相
手
」
、
「
恋

人
」
の
い
ず
れ
か
が
い
る
場
合
を
指
す
。

年
齢
層
別
の
各
類
型
の
構
成
比
と
そ
の
年

次
変
化
を
図
１
に
示
す
。
こ
の
図
か
ら
過
去

十
年
、
ど
の
年
齢
層
に
お
い
て
も
非
婚
非
同

居
型
カ
ッ
プ
ル
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
状
況
が
見
え
て
く
る
。
今
日
の
未
婚
化

に
対
す
る
支
配
的
な
要
因
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
絶
対
量
が
減
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
あ
り
な
が
ら
結
婚
す
る

人
が
減
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
で
も
若
い
世
代
の
間

で
は
異
性
と
の
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に

は
高
い
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
直
ち
に
結
婚
と
い
う
法
的
な
関

係
に
移
行
せ
ず
、
同
居
さ
え
し
な
い
緩
や
か
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30～34歳18～19歳 20～24歳

な
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
を
意

味
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
非
婚

型
カ
ッ
プ
ル
」
の
増
大
は
、
た
だ
ち
に

脈
少
子
化
の
進
行
を
意
味
す
る
。
な
ぜ
な

艫
ら
、
日
本
で
は
子
育
て
は
婚
姻
カ
ッ
プ

題間
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る

口人
考
一
え
方
が
強
く
、
北
欧
や
フ
ラ
ン
ス
の

化
“
よ
う
に
結
婚
し
て
い
な
い
カ
ッ
プ
ル
に

畷
準
よ
る
子
育
て
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い

葬四》昨養蜂》認》辨辨冊乖咄峠尹》
け
咽
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

一
第
し
、
こ
こ
で
は
一
一
十
代
、
’
’
’
十
代
の
若

く
、

ノ
狙
い
カ
ッ
プ
ル
が
、
結
婚
・
出
産
を
先
延

図
鶴
ば
し
に
し
て
い
る
、
よ
り
直
接
的
な
理

籠
由
に
迫
る
こ
と
で
少
子
化
解
消
の
糸

》
口
を
見
出
そ
う
と
思
う
。

向動生出

交
際
相
手
が
あ
り
な
が
ら
独
身
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
男
女
の
ほ
と
ん
ど
が
、
い
ず
れ

は
結
婚
し
子
ど
も
を
持
と
う
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
晩
婚
化
に
伴
う
出
産
の
延
期

は
、
確
実
に
生
涯
の
妊
娠
の
チ
ャ
ン
ス
を
減

少
さ
せ
、
ま
た
高
齢
出
産
に
伴
う
リ
ス
ク
も

増
加
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
女
性
の
出
産
可
能

年
齢
と
い
う
も
の
は
平
均
余
命
と
違
っ
て
急
激

な
先
延
ば
し
が
期
待
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
今
、
妊
娠
確
率
や
女
性
の
健

康
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
最
も
出
産
に
適
し

た
期
間
と
い
え
る
二
○
代
後
半
を
中
心
と
し

た
時
期
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
カ
ッ
プ

ル
が
出
産
を
回
避
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
問
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
確
か
に
欧
州
で
は
女
性
が
出
産
前
に

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
高
齢
出
産
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
日
本
で

今
後
高
齢
出
産
が
増
加
す
る
保
証
は
何
も
な

く
、
そ
の
ま
ま
出
産
の
機
会
を
失
う
人
が
大

７

量
に
発
生
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の

四
、
未
婚
カ
ッ
プ
ル
が

独
身
に
と
ど
ま
る
理
由
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まだ若すぎる

必要性を感じない

仕事（学業）にうちこみたい

趣味や娯楽を楽しみたい

自由や気楽さを失いたくない

適当な相手にめぐり会わない

異性とうまくつきあえない

結婚資金が足りない

住宅のめどが立たない

親や周囲が同意しない

…逼竃■

筐
燕
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【25-34歳女子】
1０２０３０

(%）

4０0

まだ若すぎる

必要性を感じない

仕事（学業）にうちこみたい

趣味や娯楽を楽しみたい

自由や気楽さを失いたくない

適当な相手にめぐり会わない

異性とうまくつきあえない

結婚資金が足りない

住宅のめどが立たない

親や周囲が同意しない

「出生動向基本調査」（第10回、第11回）、国立社会保障・人口問題研究所。１８歳～34歳の未婚男女の
うち、現在、交際相手がいる者に限定。サンプル数は1992年男子1,093、女子1,023,1997年男子1,271、
女子1,260。

ている最大の理由」図２交際相手がいる未婚男女の「独身にとどまつ

だ
。
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
は
、
リ
プ
ロ
ダ
８

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
の
議
論
に
も

深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
我
々
は
子
ど
も
を
い
つ
、
何

人
待
つ
か
に
つ
い
て
自
分
で
決
定
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
時
期
に
出
産

す
る
こ
と
も
保
障
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
か

ら
で
あ
る
。

先
ほ
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
動
向
を
示
し

た
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
で
は
、
独
身
者

に
「
独
身
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
」
を
訊

ね
て
い
る
。
結
婚
と
出
産
の
結
び
つ
き
が
強

い
日
本
の
場
合
、
独
身
に
と
ど
ま
る
理
由
と

出
産
を
先
延
ば
し
に
す
る
理
由
に
は
共
通
の

側
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
出
産
が
回

避
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
も
参
考
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
交
際
相
手
が
い

な
が
ら
未
婚
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
人
に
対
象

を
限
定
し
て
「
独
身
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
理

由
」
を
見
て
み
る
。
図
２
は
男
女
別
、
年
齢

層
別
（
十
八
～
二
十
四
歳
の
若
年
層
お
よ
び

一
一
十
五
～
三
十
四
歳
の
高
年
層
）
の
結
果
を

過
去
２
回
の
調
査
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

若
年
層
で
は
「
若
す
ぎ
る
」
「
結
婚
資
金

不
足
」
、
高
年
層
で
は
「
適
当
な
相
手
に
め
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ぐ
り
会
わ
な
い
」
「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」

と
い
っ
た
回
答
が
目
立
つ
。
し
か
し
一
九
九

二
年
と
一
九
九
七
年
の
回
答
を
比
較
す
る

と
、
男
女
と
も
、
ま
た
い
ず
れ
の
年
齢
層
で

も
、
結
婚
生
活
と
競
合
す
る
も
の
の
存
在
に

関
す
る
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
「
仕
事
（
学

業
）
に
う
ち
こ
み
た
い
」
「
趣
味
や
娯
楽
を

楽
し
み
た
い
」
「
自
由
や
気
楽
さ
を
失
い
た

く
な
い
」
と
い
っ
た
項
目
で
あ
る
。
現
在
の

若
い
世
代
が
結
婚
や
子
育
て
よ
り
も
仕
事
や

趣
味
と
い
っ
た
も
の
を
優
先
す
る
傾
向
は
、

単
に
個
人
の
価
値
観
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

冒
頭
で
長
寿
社
会
の
到
来
を
述
べ
た
が
、

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
変
化
と
し
て
、
生
涯

に
も
つ
子
ど
も
の
数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ

る
。
子
ど
も
が
多
く
寿
命
も
短
い
社
会
で

は
、
末
子
の
養
育
が
終
わ
っ
た
時
に
残
さ
れ

て
い
る
人
生
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
現
在
の
よ
う
に
子
ど
も
の
数
が
少
な
く

長
命
の
社
会
で
は
、
末
子
の
子
育
て
終
了

後
、
か
な
り
の
時
間
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
現
代
人
は
、
成
人
し
て
か
ら
の
人

生
を
ほ
と
ん
ど
子
育
て
に
費
や
し
て
い
た
時

の
ウ
ェ
イ
ト
は
確
実
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

現
代
の
多
く
の
若
者
は
、
そ
う
し
た
時
代

変
化
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
能
力
を

磨
い
た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
生
き
甲

斐
の
も
て
る
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く

代
か
ら
解
放
さ
れ
、

子
育
て
期
間
以
外

の
ま
と
ま
っ
た
時

間
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
初

め
て
の
世
代
な
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
子
ど
も
の
数
が

減
っ
た
と
は
い
え
、

親
の
経
済
的
・
精

神
的
負
担
や
、
子

育
て
へ
の
関
心
は

以
前
よ
り
も
強

ま
っ
て
い
る
と
い

う
見
万
も
で
き
る
。

し
か
し
、
少
な
く

と
も
養
育
期
間
と

い
う
側
面
か
ら
見

れ
ば
、
人
生
に
占

め
る
子
育
て
期
間

(%）
4５

4０

3５

２９．３

１１!
３０
■

團理想のライフコー
ス

2５の
時
間
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
結
婚
・
出
産
の
環
境
が
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
図
３
は
未
婚
女
性
が
理

想
と
す
る
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
、
自
分
９

2０

1５
１０．７

１１i;樫
■理想と同じライフ
ーースを予想して
いる

０
５
０
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両立 再就職 専業主婦

「出生動向基本調査」（第11回）、国立社会保障・人口問題研究所。
25歳～34歳の未婚女子1,059サンプルについて。

未婚女性の理想のライフコ図３ ス



が
そ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
実
現
で
き
る
と
予

測
し
て
い
る
人
の
分
布
で
あ
る
。
重
な
っ
て

い
る
二
つ
の
棒
グ
ラ
フ
の
高
さ
が
完
全
に
一

致
す
れ
ば
、
そ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
理
想
と

す
る
女
性
は
全
員
、
そ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を

実
現
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

で
も
、
理
想
と
予
想
が
一
致
し
て
い
る
割
合

は
半
分
以
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在

の
二
○
代
、
三
○
代
が
、
結
婚
や
出
産
を
先

延
ば
し
に
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
り

趣
味
を
楽
し
む
理
由
は
、
結
婚
後
や
出
産
後

に
、
そ
の
よ
う
な
行
動
に
時
間
を
割
い
た

り
、
思
う
よ
う
な
人
生
の
選
択
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

余
命
が
延
び
る
一
方
で
子
育
て
期
間
が
短

く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
婚
や
出
産

後
の
人
生
設
計
が
硬
直
的
で
あ
る
こ
と
が
、

少
孑
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
見
え
て
き

五
、
柔
軟
な
人
生

設
計
に
向
け
て

た
。
結
婚
や
出
産
後
に
再
び
学
校
で
学
ん
だ

り
、
｜
時
期
子
育
て
に
専
念
し
た
あ
と
、
専

門
技
術
を
身
に
つ
け
て
新
し
い
仕
事
に
就
く

と
い
っ
た
、
よ
り
柔
軟
な
ラ
イ
フ
パ
タ
ー
ン

が
可
能
に
な
れ
ば
、
結
婚
や
出
産
を
早
い
段

階
で
経
験
す
る
人
が
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
に
は
様
々
な

改
革
が
必
要
で
あ
る
が
、
以
下
に
具
体
的
な

課
題
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
託
児
施
設
の
整
備
で
あ
る
。
就
業

者
の
た
め
の
保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
近
年

そ
の
必
要
性
の
認
識
は
広
ま
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
人
が
何
ら
か
の
社
会
活
動
に
向
け
て
準

備
を
す
る
段
階
で
の
支
援
は
、
ほ
と
ん
ど
手

つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
た

と
え
ば
教
育
機
関
や
技
術
を
養
成
す
る
施
設

に
託
児
施
設
が
あ
れ
ば
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
で
も
専
門
技
術
や
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
現
在
、
託
児
施
設
を
有

す
る
大
学
機
関
は
日
本
で
は
少
な
い
が
、
昨

今
の
社
会
人
入
学
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を

鑑
み
る
と
、
子
育
て
と
就
学
の
両
立
支
援
を

望
ん
で
い
る
人
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
仕
事
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
の
年

齢
差
別
も
柔
軟
な
人
生
設
計
の
大
き
な
障
害

と
な
っ
て
い
る
。
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
年

齢
制
限
に
三
十
五
歳
と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
こ
の
年
齢
制
限
に
よ
っ
て
子
育
て
期
間

中
も
能
力
や
技
能
を
維
持
し
続
け
た
多
く
の

人
の
努
力
が
報
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

年
齢
差
別
の
撤
廃
が
急
務
で
あ
る
。

最
後
に
子
育
て
の
経
験
を
積
極
的
に
評
価

し
て
い
く
社
会
風
土
を
育
む
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
現
在
で
は
出
産
や
育
児
期
間
が
、

単
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
中
断
と
し
て
し
か
見

ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
経
験
が
あ
れ
ば
こ
そ
得
ら
れ
る
発
想
や
理

解
の
深
ま
り
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
子
育
て

を
し
た
者
が
そ
の
後
の
人
生
で
客
観
的
な
不

利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
の
み

な
ら
ず
、
子
育
て
経
験
を
社
会
生
活
に
生
か

す
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
男
女

を
問
わ
ず
、
子
育
て
を
経
験
し
た
人
が
少
し

で
も
多
く
、
そ
し
て
幅
広
い
形
で
社
会
に
参

加
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
子
育
て
が
し
や
す
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
近
道
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

１０
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七例

し
て
報
生

鍵

灘
国研国財易

総合討論で

完
新
聞
社
後
援
、
「
少
子
化
に
関
す
る
国

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
一

関
係
者
な
ど
約
百
五
十
名
が
集
ま
り
、
海

待
さ
れ
た
人
口
学
者
が
先
進
諸
国
の
少
子

と
各
国
の
家
族
政
策
・
少
子
化
対
策
に
つ

し
た
。基
調
報
告
で
は
、
高
橋
重
郷
・
国
立
社
会

保
障
・
人
ロ
問
題
研
究
所
部
長
が
日
本
の
少

子
化
の
推
移
と
背
景
に
つ
い
て
講
演
。
わ
が

国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
九
七
○
年
代
前

半
ま
で
二
・
○
を
超
え
る
水
準
を
保
っ
て
い

た
も
の
の
、
そ
の
後
低
下
し
続
け
、
一
九
九

九
年
に
は
一
・
三
四
と
人
口
置
換
え
水
準
を

日本

出
産
・
育
児
と
仕

事
の
両
立
出
来
る

慣
行
を

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
マ
リ
ッ
ト
・
ロ
ン
セ
ン
・

ノ
ル
ウ
ェ
ー
統
計
局
上
級
研
究
官
は
、
同
国

首
相
が
元
旦
恒
例
の
テ
レ
ビ
演
説
の
冒
頭
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
親
達
、
特
に
母
親
に
対
し
て

前
年
中
に
多
く
の
子
供
が
生
ま
れ
た
こ
と
に

割
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
の

就
業
機
会
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
①
結
婚
が

年
齢
よ
り
も
愛
情
に
重
点
を
置
く
よ
う
に
な

り
、
結
婚
・
出
産
に
関
係
の
深
い
二
十
歳
代

後
半
や
三
十
歳
代
の
晩
婚
化
・
未
婚
化
現
象

が
進
行
し
た
、
②
晩
婚
化
や
共
稼
ぎ
型
家
族

の
増
加
に
伴
い
、
夫
婦
が
出
生
を
抑
制
し
生

む
子
ど
も
数
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
女
性
労
働
力
の
需

要
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
少
子

化
対
策
と
し
て
仕
事
と
出
産
・
育
児
が
両
立

で
き
る
環
境
を
作
り
、
企
業
慣
行
の
是
正
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

肝
】
Ｌ
も
【
］

、
ソ
．
△
斗
垂
Ｆ

１１



祝
福
の
言
葉
を
述
べ
た
こ
と
に
言
及
し
た

が
、
首
相
の
言
葉
通
り
、
同
国
の
出
生
率
は

高
い
レ
ベ
ル
で
安
定
し
て
お
り
、
女
性
の
教

育
レ
ベ
ル
や
労
働
参
加
率
も
高
い
。
こ
れ
は

①
給
与
補
償
レ
ペ
ル
に
よ
っ
て
四
十
二
週
間

か
ら
五
十
二
週
間
の
出
産
に
関
連
し
た
長
期

有
給
休
暇
（
父
親
も
休
暇
の
大
部
分
を
母
親

と
共
有
で
き
る
）
、
②
父
親
の
育
児
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
父
親
を
対
象
に
四
週
間
の

「
パ
パ
の
割
当
休
暇
」
を
導
入
、
③
公
的
助

成
金
を
受
け
て
い
る
保
育
施
設
を
利
用
し
な

い
親
を
対
象
と
し
た
現
金
給
付
な
ど
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
平
等
や
女
性
の
育
児
と
就
労
を
促

進
す
る
手
厚
い
家
族
政
策
が
関
連
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
英
国
オ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
は
、
出
生
率
と
死
亡
率

の
低
下
に
伴
い
、
世
界
人
口
の
高
齢
化
は
避

け
難
く
、
決
定
的
な
解
決
策
は
無
い
と
指

摘
。
国
連
は
解
決
策
と
し
て
移
民
の
受
入
を

強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
口
学
的
に
は

効
果
は
な
く
、
社
会
・
文
化
・
政
治
面
で
禍

根
を
残
す
。
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
や
は
り

女
性
に
好
意
的
な
社
会
、
経
済
、
福
祉
体
制

を
作
り
、
男
女
平
等
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
出

生
率
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
鍵
だ
と
述
べ
た
。

ハ
ン
ス
・
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ラ
ー
・
ド
イ

ツ
・
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
人
ロ
研
究
所
主

任
研
究
官
は
、
世
界
的
に
み
ら
れ
る
低
出
生

率
は
必
ず
し
も
生
む
子
ど
も
の
数
の
減
少
を

意
味
せ
ず
、
女
性
或
い
は
夫
婦
が
出
産
を
遅

ら
せ
て
い
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
述
べ

た
。
低
出
生
と
出
産
の
遅
延
は
女
性
の
労
働

市
場
参
加
と
家
庭
・
育
児
の
両
立
が
可
能
に

な
れ
ば
関
連
性
は
低
く
な
り
、
超
低
出
生
率

に
至
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
し
か
し
、
曰

Ｈ
紫
へ
六
．
詐
灸
狸

旦
捌

本
、
イ
タ
リ
ア
の
様
に
既
に
超
低
出
生
率
に

突
入
し
て
い
る
国
で
は
、
出
産
の
遅
延
は
個

人
・
夫
婦
が
社
会
的
要
因
に
起
因
し
て
お

り
、
超
低
出
生
率
回
避
の
た
め
の
政
策
介
入

を
行
な
っ
て
も
短
期
間
で
そ
れ
ら
全
て
の
要

因
が
改
善
さ
れ
る
と
は
考
え
難
い
。
従
っ

て
、
超
低
出
生
率
を
逃
れ
る
に
は
社
会
の

様
々
な
要
因
を
総
合
的
に
変
革
す
る
必
要
が

あ
る
と
述
べ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ー
ラ
ン
・
ト
ゥ
ル
モ
ン
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
人
ロ
研
究
所
主
任
研
究
官

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・

八
と
決
し
て
低
く
な
い
水
準
で
、
同
国
の
出

生
の
特
徴
は
第
一
子
出
産
年
齢
の
晩
産
化
、

婚
外
子
出
生
数
の
増
加
と
指
摘
。
ま
た
、
国

家
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
こ
と
に
よ

り
女
性
の
就
労
と
出
生
率
の
間
に
プ
ラ
ス
の

相
互
関
係
が
生
ま
れ
、
女
性
は
子
ど
も
を
約

フランス

結
婚
が
劇
的
に
減

り
、
婚
外
子
ふ
え
、

人
口
が
安
定
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少子化・国際シンポジウム開く

ロ
ッ
セ
ラ
・
パ
ロ
ン
パ
・
イ
タ
リ
ア
国
立

人
口
研
究
所
部
長
は
、
イ
タ
リ
ア
の
家
族
に

つ
い
て
講
演
。
共
働
き
の
増
加
、
宗
教
的
に

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
離
婚
が
可
能
に
な
る
な

ど
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
依
然
結
婚
し
た
夫

婦
が
家
族
の
中
心
で
あ
る
。
子
ど
も
は
婚
姻

後
に
持
つ
の
が
主
流
だ
が
、
晩
婚
化
が
進
行

し
た
影
響
で
女
性
一
人
あ
た
り
の
子
ど
も
数

が
減
少
し
（
一
人
っ
子
が
一
般
的
）
、
結
婚

か
ら
第
一
子
出
産
ま
で
の
間
隔
が
広
が
る
傾

向
に
あ
る
。
こ
れ
は
同
国
の
福
祉
制
度
が
高

齢
者
中
心
で
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
悩
む

二
人
生
む
傾
向
に
あ
る
。
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は

終
わ
っ
た
も
の
の
出
生
率
は
低
下
せ
ず
に
い

る
の
は
、
一
九
七
○
年
代
以
降
子
ど
も
を
生

む
こ
と
を
推
奨
す
る
よ
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き

た
成
果
と
評
価
し
た
。偶
三
一
７

若
夫
婦
に
対
す
る
支
援
政
策
に
不
備
が
多
い

こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
公
的
介
入
に
よ
る

最
後
に
阿
藤
氏
が
「
少
子
化
現
象

は
、
女
性
の
高
学
歴
化
や
社
会
進
出
に

伴
っ
て
晩
婚
化
・
未
婚
化
、
さ
ら
に
晩

産
化
が
進
行
し
た
こ
と
が
原
因
。
こ
れ

以
上
の
低
出
生
率
を
食
い
止
め
る
に

阿
藤
誠
・
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
所
長
の
司
会
で
行
な
わ
れ
た

「
総
合
討
論
」
で
は
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
の
方
法
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
推
進

さ
れ
て
い
る
「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
政

策
」
に
つ
い
て
、
ト
ゥ
ル
モ
ン
氏
は

「
フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

三
分
の
一
は
隠
れ
た
失
業
者
で
あ
り
、

労
働
時
間
が
不
規
則
で
昇
進
が
無
い
な

ど
一
雇
用
者
に
は
不
都
合
な
点
が
多
く
、

企
業
・
男
性
の
協
力
が
必
要

北
欧
と
欧
州
の
雇
用
意
識
の
差
歴
然

は
、
柔
軟
性
に
富
み
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等

・
公
正
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
政
府

だ
け
で
は
な
く
、
企
業
、
男
性
・
女
性
も

真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
閉
幕
し
た
。
（
星
〈
皇
士
己

一
般
的
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
」
と

述
べ
た
が
、
ロ
ン
セ
ン
女
史
は
「
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
女
性
の

四
○
～
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
で
、
時
間
外
労
働
賃
金
は
無
い

も
の
の
公
的
部
門
や
資
格
を
必
要
と
す

る
仕
事
に
就
け
る
た
め
満
足
し
て
い

る
」
と
北
欧
と
欧
州
の
一
厘
用
形
態
に
関

す
る
意
識
の
違
い
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。 困
難
な
境
遇
に
あ
る
家
族
へ
の
援
助
の
必
要

性
を
述
べ
た
。

１３



ア

川
人
ロ
増
大
と
食
料
生
産

ア
ジ
ア
で
は
戦
後
、
高
い
人
口
成
長
率
の

下
に
多
く
の
飢
餓
人
口
を
抱
え
、
将
来
の
食

料
供
給
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
し

か
し
、
緑
の
革
命
を
中
心
と
す
る
農
業
の
近

代
化
、
と
り
わ
け
灌
概
開
発
を
核
と
し
た
収

量
増
大
技
術
に
よ
り
人
口
の
伸
び
を
上
回
る

食
糧
生
産
が
行
わ
れ
、
飢
餓
人
口
の
減
少
、

｜
人
当
た
り
の
供
給
食
料
の
増
大
が
達
成
さ

れ
た
。
主
要
穀
物
生
産
量
は
一
九
六
一
年
の

一
一
一
・
四
億
少
か
ら
、
一
九
九
八
年
の
九
・
三
億

一
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る

灌
概
と
農
業
開
発

躍
掴

の
里
曄
乖
釆
零

系
（
暉
蕊

少
へ
と
年
率
三
軒
を
超
え
る
成
長
を
達
成

し
、
人
口
の
増
加
率
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
栄
養
不
足
人
口
は
一
九
七
○

年
の
約
七
・
五
億
人
か
ら
、
一
九
九
○
年
に

は
六
・
二
億
人
に
減
少
し
、
二
○
一
○
年
に

は
二
・
七
億
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
一
九
九
三
）
。
｜
方
で
、

淡
水
資
源
の
需
給
の
逼
迫
、
土
地
資
源
の
劣

化
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
が

食
料
供
給
の
不
安
定
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②
灌
減
面
積
の
拡
大
と
ダ
ム
の
建
設

ア
ジ
ア
の
灌
概
農
地
は
一
九
六
一
年
の
約

八
千
四
百
万
鯵
（
農
地
面
積
に
対
す
る
灌
概

農
地
の
割
合
二
一
軒
）
か
ら
、
’
九
八
一
年

近
畿
大
学
農
学
部
護
八
丁一
万
二
千
六
百
万
鯵
（
同
二
九
瀞
）
、
そ
し

て
一
九
九
七
年
に
は
一
・
六
億
鯵
（
同
三
五

軒
）
へ
と
三
十
数
年
余
り
で
倍
増
し
て
お

り
、
世
界
の
灌
概
農
地
の
六
○
割
が
ア
ジ
ア

地
域
に
存
在
す
る
。
ダ
ム
（
堤
高
一
五
枡
以

上
）
に
つ
い
て
も
、
世
界
の
ダ
ム
の
六
○
軒

以
上
が
ア
ジ
ア
に
あ
る
（
ア
ジ
ア
全
体
で
三

一
、
三
四
○
）
。
図
‐
１
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る

ダ
ム
建
設
状
況
を
示
す
。

ア
ジ
ア
の
中
で
も
中
国
に
は
約
二
二
、
○

○
○
の
ダ
ム
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
は
一
九
五

○
年
以
降
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
世
界
の
ダ
ム
（
約
四
八
、
○
○
○
）

の
半
数
近
く
に
達
す
る
数
で
あ
る
。
こ
れ

に
、
イ
ン
ド
（
四
、
二
九
一
）
、
日
本
（
二
、

信
正

１４



アジアの農業開発における濯瀕と水系感染症

2500

六
七
五
）
、
韓
国
（
七
六
五
）
が
続
い
て
い

る
。
ア
ジ
ア
の
ダ
ム
で
特
徴
的
な
こ
と
は
一

九
七
○
年
、
八
○
年
代
に
多
く
建
設
さ
れ
、

2000

０
０

０
０

５
０

１
１

類
ｅ
く
堀

500

0

゛

年代

図－１ アジアにおけるダム建設の推移（出所：ＩＣOLD l998p877）

そ
の
目
的
の
中
心
が
灌
概
（
灌
概
単
独
で
六

三
軒
、
多
目
的
ダ
ム
と
併
せ
る
と
八
九
軒
）

に
お
か
れ
て
い
る
事
で
あ
る
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

一
九
九
八
）
。

農
地
面
積
で
は
、
世
界
の
三
一
軒
し
か
占

め
な
い
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
世
界
人
口
の
五

四
許
が
居
住
す
る
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
農
業
の

生
産
性
の
高
さ
、
と
り
わ
け
水
田
灌
概
農
業

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
高
い
生
産
性
を
可
能
に
し
た
灌
概

開
発
は
、
開
発
初
期
に
は
ダ
ム
開
発
を
中
心

と
す
る
大
規
模
開
発
が
推
進
さ
れ
た
も
の

の
、
近
年
は
そ
の
環
境
影
響
や
社
会
的
影
響

（
貯
水
域
住
民
の
移
転
や
移
住
）
に
よ
り
、

既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
地
下
水
の
開
発
を

含
む
小
規
模
開
発
へ
と
重
点
が
移
っ
て
い
る
。

灌
概
開
発
は
、
高
い
生
産
性
と
食
糧
生
産

の
増
大
や
安
定
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
開

発
に
伴
う
負
の
影
響
も
多
く
現
れ
て
い
る
。

例
と
し
て
、
乾
燥
地
域
で
の
塩
類
集
積
、
農

薬
や
化
学
肥
料
に
よ
る
水
質
汚
染
、
黄
河
に

代
表
さ
れ
る
河
川
の
断
流
、
水
系
感
染
症
の

拡
大
に
よ
る
健
康
被
害
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以

下
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
水
系
感
染
症
の
状

況
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
。

灌
概
や
水
開
発
と
関
係
す
る
病
気
と
し

て
、
病
気
の
媒
介
体
が
灌
概
水
の
中
で
繁
殖

す
る
マ
ラ
リ
ア
（
ハ
マ
グ
ラ
蚊
に
よ
る
感

染
）
、
住
血
吸
虫
症
（
セ
ル
カ
リ
ア
に
よ
る

感
染
）
、
象
皮
病
（
蚊
が
フ
ィ
ラ
リ
ア
を
媒

介
）
、
河
川
盲
目
症
（
ブ
ュ
が
オ
ン
コ
セ
ル

ヵ
と
い
う
フ
ィ
ラ
リ
ア
を
媒
介
。
ア
フ
リ

カ
、
中
南
米
地
域
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
水

資
源
開
発
は
、
水
生
態
系
を
変
化
さ
せ
、
中

間
宿
主
や
媒
介
ベ
ク
タ
ー
の
密
度
や
分
布
、

増
殖
パ
タ
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
。
こ
れ
に
加

え
、
水
資
源
開
発
と
関
連
し
た
森
林
伐
採
、

土
壌
劣
化
も
生
態
系
の
変
化
に
つ
な
が
る
。

例
え
ば
ダ
ム
等
の
人
造
湖
の
水
位
変
化
は
、

自
然
の
湖
沼
と
比
べ
る
と
比
較
的
小
さ
く
、

中
間
宿
主
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
る
。
図
‐
２
に
示
す
様

に
、
ベ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
媒
介
体
（
蚊
、

ブ
ュ
、
蝿
、
巻
貝
等
）
を
通
し
て
、
寄
生
虫

が
ホ
ス
ト
に
入
り
、
感
染
症
の
病
気
が
伝
染

さ
れ
る
。

二
水
資
源
開
発

と
感
染
症

１５
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こ
う
し
た
水
系
感
染
症
拡
大
の
危
険
性
が

高
ま
る
要
因
と
し
て
、
灌
概
地
域
で
の
不
十

分
な
排
水
、
コ
メ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
の

導
入
、
貯
水
池
（
溜
池
）
の
建
設
、
士
取
り

場
跡
の
水
溜
り
の
放
置
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
て

い
な
い
水
路
で
の
植
生
の
不
十
分
な
管
理

等
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
一
九
三
○

年
代
の
ア
ス
ワ
ン
ダ
ム
の
建
設
に
と
も
な

い
、
上
部
エ
ジ
プ
ト
の
住
血
吸
虫
へ
の
感
染

率
が
三
訂
か
ら
六
○
許
に
ま
で
増
大
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
セ
ネ
ガ
ル

川
に
お
け
る
デ
ィ
ア
マ
ダ
ム
の
建
設
が
、

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
お
よ
び
セ
ネ
ガ
ル
で
の
腸
管

住
血
吸
虫
の
発
生
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
で
は
灌
概
事
業
地
域
の

住
血
吸
虫
の
感
染
率
が
五
九
・
二
許
で
あ
る

●八丁信正<はっちよう･のぷまさ＞
1954年大分県生ID

観HM,近畿大学農学部国際資源管理学科

教授

撮終学圏イリノイ大学大顎院農業経済

学科修士課程修了、博士(鰻学）
ｑ磯函文部技富農林水産技官、農業土木

総合研究所研究員国連食料農業機

関（FA０軒ｦ家近畿大学農学部

助鞠受

<主な論文･著者>ConLructiohofanlr‐

rigaIjonNcLworkandFoTma‐
ｔｉｏｒｂｏ「aStaLeinAmcientJa‐

pan,ICIDJoumaIi2DOO年､Pco-

pIcWhoPromoOedLandalld

WatcrRcsourcesDcveIopmcmL

inJapan,農業土木学会､2000年、

共憲DemandMana鷲０ｍentby

lrrigationDelivcrySchcdul‐

ing，WatcTandEmFironmcnIO
E＆ＦＮＳｐｃｎ/1ｃｍ，1998共
著乾燥地域における塩害とその

対策農業土木学会誌1998隼

ＦＡＯ共著1992～1994年SchemC

IrrigatiGnWatcrNeedsand

SupplyLCa-nalsSSmal1-Scale

Pumpedlrri-gatiom8Encrgy

andCosLs､structuresforWatcr

ControlandDistributio瓜イタ

リア農業と中山間地域振興共著

1997年、中山間地域の資源開発と保

全管理エ学的土壌浸食防止対策

共著1997年へ地球環境保全農業技

術協力マニュアル他

の
に
対
し
て
自
然
河
川
地
域
の
集
落

で
は
一
○
・
九
評
と
大
き
な
違
い
が

あ
る
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
一
九
九
七
）
。
ま

た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ハ
ベ
リ
開
発

で
は
、
開
発
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
リ
ア

の
発
生
パ
タ
ー
ン
が
変
動
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。
完
成
後
の
シ
ス
テ
ム
の

不
十
分
な
管
理
や
悪
い
排
水
条
件
に

よ
り
、
マ
ラ
リ
ア
ヘ
の
感
染
が
一
年

中
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
イ
ン

ド
の
場
合
、
灌
概
水
路
の
近
傍
の
村

で
は
マ
ラ
リ
ア
の
感
染
率
が
、
水
路

か
ら
四
○
綾
は
な
れ
た
村
よ
り
六
’

八
倍
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
で
は
上
述
の
様
に
多
く
の
水
資
源

開
発
が
推
進
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
ア
プ
リ

力
と
比
較
す
る
と
水
系
感
染
症
の
拡
大
は
そ

れ
ほ
ど
深
刻
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
灌
概
開
発
が
乾

燥
地
域
と
違
い
、
補
給
灌
概
中
心
で

あ
り
水
資
源
開
発
に
伴
う
大
き
な
生

態
系
の
変
化
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

れ
に
加
え
、
一
定
の
経
済
発
展
に
伴

い
健
康
管
理
基
盤
の
整
備
、
地
域
を
中

心
と
し
た
取
り
組
み
、
撲
滅
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
推
進
が
行
わ
れ
た
事
が
大
き
い
。

Ｄ８ｎ

』劃震`乙穆i蘂

墨②二
図－２感染症の伝染メカニズム
出所：塵althandlrrigutionP25
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ス
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
中
国
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
中
心
に

発
生
し
て
い

る
。
感
染
は
ハ

マ
ダ
ラ
蚊
を
媒

体
と
し
、
メ
ス

の
吸
血
に
よ
り

伝
染
さ
れ
る
。

約
三
百
八
十
種

Ⅲ
マ
ラ
リ
ア

水
系
感
染
症
の
内
、
マ
ラ
リ
ア
は
一
番
深

刻
な
問
題
で
あ
り
、
九
○
カ
国
以
上
に
感
染

者
が
お
り
、
感
染
者
の
数
は
三
億
’
五
億
人

に
達
し
、
年
間
百
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い

る
。
感
染
者
の
九
○
軒
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ

リ
カ
で
あ
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
で
も
、
イ
ン

ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ

ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ポ
ジ

ア
ジ
ア
で
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

マ
ラ
リ
ア
、
象
皮
病
、
住
血
吸
虫
な
ど
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア
、
象
皮
症

の
感
染
地
域
を
図
「
２
に
示
す
。

の
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
の
内
で
も
、
マ
ラ
リ
ア
を
感

染
で
き
る
の
は
六
十
種
類
だ
け
で
あ
る
。

日
本
で
も
、
戦
前
は
マ
ラ
リ
ア
が
深
刻
な

問
題
で
あ
り
、
よ
う
や
く
戦
後
に
な
っ
て
問

題
が
解
決
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
京
都
に

あ
る
巨
椋
池
の
回
り
で
は
、
昔
か
ら
マ
ラ
リ

ア
（
お
こ
り
）
が
深
刻
な
問
題
で
、
昭
和
五

年
に
は
、
八
人
に
一
人
が
か
か
る
ほ
ど
流
行

し
た
と
さ
れ
、
巨
椋
池
干
拓
工
事
が
完
成
す

る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
撲
滅
さ
れ
た
。
ま

た
、
イ
タ
リ
ア
の
中
世
に
お
い
て
、
村
や
居

住
地
域
が
標
高
の
高
い
不
便
な
場
所
に
作
ら

れ
た
理
由
と
し
て
、
低
湿
地
帯
に
お
け
る
マ

ラ
リ
ア
な
ど
の
病
気
の
蔓
延
が
上
げ
ら
れ
て

図－３(a）アジアのマラリアの分布

い
る
。
ち
な
み

に
、
イ
タ
リ
ア
語

で
ポ
ー
ー
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
開

墾
の
こ
と
で
あ
る

が
、
開
墾
を
必
要

と
す
る
土
地
の
ほ

と
ん
ど
は
湿
地
で

マ
ラ
リ
ア
が
蔓
延

し
て
い
た
た
め
、

こ
の
言
葉
は
マ
ラ

リ
ア
防
除
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

マ
ラ
リ
ア
対
策
の
問
題
点
と
し
て
、
最
近

寄
生
虫
が
マ
ラ
リ
ア
の
薬
に
抵
抗
力
を
持
ち

始
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
寄
生
虫
を
媒
介
す
る

蚊
も
抵
抗
力
を
つ
け
始
め
た
事
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
一
九
四
六
年
に
Ｄ

Ｄ
Ｔ
の
使
用
を
開
始
し
て
、
す
で
に
一
九
五

九
年
に
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
へ
の
耐
性
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
’
九
九
六
年
の
段
階
で
、
マ
ラ
リ
ア

を
媒
介
す
る
六
種
類
の
蚊
の
内
の
一
つ
に
、

Ｄ
Ｄ
Ｔ
耐
性
が
見
ら
れ
る
地
域
は
、
十
八
の

州
と
二
百
八
十
六
の
地
域
に
及
ん
で
い
る
。

Ｈ
Ｃ
Ｈ
や
マ
ラ
チ
オ
ン
ヘ
の
耐
性
も
同
様
に

多
く
の
州
や
地
域
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ン
ド
で
使
用
さ
れ
て
い
る
殺
虫
剤
の

七
○
割
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
と
Ｂ
Ｈ
Ｃ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
農
薬
の
環
境
汚
染
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
西
太
平
洋
地
域
（
イ
ン
ド
、
ス

リ
ラ
ン
カ
を
除
く
）
の
感
染
地
域
の
人
口
は

約
一
四
・
六
億
人
で
、
こ
の
内
の
六
・
七
軒

（
九
千
八
百
万
人
）
が
感
染
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
年
の
患
者
数
は
約

三
十
八
万
人
で
一
九
八
四
年
の
百
四
十
万
人

を
超
え
る
患
者
数
か
ら
は
大
き
な
低
下
と
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②
住
血
吸
虫
症
（
水
が
中
間
宿
主
の
す

み
か
を
提
供
）

住
血
吸
虫
は
マ
ラ
リ
ア
と
同
じ
位
、
広
い

地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
世
界
で
約
二
億
人

の
感
染
者
（
こ
の
内
八
○
許
以
上
は
サ
ハ
ラ

以
南
の
地
域
に
居
住
）
が
お
り
、
七
十
四
ヶ

国
の
五
～
六
億
人
が
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
間
二
万
人
程
度
が
死

亡
し
て
い
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
住
血
吸

虫
症
は
直
接
的
な
死
亡
原
因
に
は
な
り
に
く

い
も
の
の
、
膀
胱
系
の
病
気
や
、
肝
臓
・
腸

管
系
の
障
害
を
引
起
す
。
吸
虫
の
卵
が
便
か

尿
に
よ
っ
て
排
泄
さ
れ
、
水
中
で
幼
虫
と
な

る
。
つ
い
で
、
そ
こ
に
生
息
す
る
中
間
宿
主

の
淡
水
産
の
貝
（
巻
貝
等
）
に
入
り
、
感
染

性
の
幼
虫
で
あ
る
セ
ル
カ
リ
ア
に
変
態
す

る
。
貝
か
ら
出
た
セ
ル
カ
リ
ア
は
人
が
泳
い

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
患
者
の
内
二
、
二

九
二
人
が
死
亡
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

人
口
千
人
当
た
り
で
患
者
数
の
多
い
の
は
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
百
七
十
五
人
）
、
バ
ヌ
ア

ツ
（
三
十
四
人
）
、
ラ
オ
ス
（
八
人
）
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
（
六
人
）
で
あ
る
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
。

年
に
は
、
感
染

性
を
示
す
だ
け

と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
一
九
七

七
年
に
最
後
の

患
者
が
報
告
さ

れ
て
以
来
、
患

者
は
発
生
し
て

い
な
い
。

中
国
で
は
、

一
九
五
○
年
の

予
想
感
染
患
者

だ
り
、
水
浴
し
た
り
し
て
い
る
時
に
皮
膚
を

通
し
て
感
染
し
、
肺
を
経
由
し
て
寄
生
す
る

部
位
に
到
着
す
る
。
こ
の
虫
は
血
管
の
中
で

成
長
し
て
産
卵
す
る
が
、
こ
の
卵
が
血
管
を

ふ
さ
ぐ
の
で
肝
硬
変
や
腎
臓
・
膀
胱
の
障
害

が
起
こ
る
。

日
本
住
血
吸
虫
は
日
本
で
は
一
八
四
七
年

か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
不
治
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
一
九
四
八
年
の
段
階
で
は
、

感
染
地
域
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば

筑
後
川
流
域
で
は
五
○
許
に
も
お
よ
ぶ
感
染

率
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
○
年
に
撲

滅
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
九
七
三

年
に
は
、
感
染
地
域
の
○
・
七
軒
の
人
が
陽

盤》職蝋鯛》繍鮮鞠
蝋
澱
脚
…
蝋

…
鱒

諭
蕊

…

数
一
千
二
百
万
人
が
、
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
結
果
、
一
九
九
五
年
に
は
南
部
の
湖
沼
や

山
岳
地
域
を
中
心
と
す
る
八
十
六
万
人
余
り

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
’
九
九
七
年
で
は
、

南
部
の
十
二
省
四
百
県
の
内
、
い
ま
だ
汚
染

さ
れ
て
い
る
県
は
百
十
八
県
（
二
八
評
）
だ

け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
貝
の
住
処

に
な
り
得
る
湖
沼
等
の
堆
砂
に
よ
り
、
再
度

流
行
の
兆
し
も
見
ら
れ
る
。
同
時
に
、
三
峡

ダ
ム
の
建
設
は
、
住
血
吸
虫
汚
染
地
域
に
巨

大
な
水
域
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
ア
ジ
ア
の
国
で
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
住
血
吸
虫
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
な
い
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
は
部
分
的
に

撲
滅
に
成
功
し
て

お
り
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
、
汚
染
地

域
の
感
染
率
が
一

九
八
六
年
の
七
・

四
軒
か
ら
一
九
九

七
年
の
四
・
五
評

に
低
下
し
て
い

る
。
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③
象
皮
病
“
フ
ィ
ラ
リ
ア
症

フ
ィ
ラ
リ
ア
と
い
う
寄
生
虫
に
感
染
す
る

と
、
虫
は
リ
ン
パ
管
の
中
に
入
っ
て
成
長
す

る
た
め
、
リ
ン
パ
液
が
流
れ
ず
、
皮
膚
に
は

細
菌
も
増
殖
し
て
、
手
や
足
が
ま
る
で
象
の

よ
う
に
大
き
く
腫
れ
て
、
表
面
が
ざ
ら
ざ
ら

し
た
状
態
（
象
皮
）
に
な
る
。

フ
ィ
ラ
リ
ア
も
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る

た
め
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
の
殺
虫
剤
の
散
布
に

よ
っ
て
患
者
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

一
九
八
三
年
の
段
階
で
、
西
太
平
洋
地
域
で

約
一
千
百
万
人
の
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い
た

が
、
一
九
九
一
年
に
は
三
百
十
万
人
に
減
少

し
て
い
る
。
特
に
中
国
に
お
い
て
は
、
一
九

五
○
年
に
三
千
万
人
い
た
患
者
は
、
’
九
九

四
’
一
九
九
七
年
で
、
百
万
人
に
減
少
し
て

い
る
。
中
国
に
次
い
で
患
者
が
多
い
の
は
、

ベ
ト
ナ
ム
（
五
十
万
人
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
二
十
一
万
人
）
で
あ
る
。

感
染
対
策
に
有
効
な
対
策
と
し
て
、
植
生

の
除
去
、
水
位
の
変
動
、
水
路
の
ラ
イ
ー
ー
ン

グ
、
灌
概
水
路
の
落
水
、
便
に
よ
る
水
域
の

汚
染
の
防
止
、
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の

提
供
等
、
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
灌
概
開
発

で
は
、
ベ
ク
タ
ー
や
中
間
媒
介
の
増
殖
場
所

と
な
る
水
溜
り
や
低
流
速
の
水
域
を
作
ら
な

い
よ
う
に
設
計
し
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
を
す

る
事
が
重
要
で
あ
る
。

’
九
五
○
年
代
に
Ｄ
Ｄ
Ｔ
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
伝
統
的
な
ペ
ク
タ
ー
の
発

生
を
抑
制
す
る
方
法
に
関
す
る
知
識
や
技
術

は
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ

Ｄ
Ｔ
等
の
殺
虫
剤
に
よ
る
環
境
汚
染
と
、
虫

な
ど
の
ベ
ク
タ
ー
が
化
学
殺
虫
剤
に
抵
抗
力

を
持
ち
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
的
な
方

式
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
設
計

に
よ
り
水
た
ま
り
を
防
ぐ
方
法
、
水
域
か
ら

居
住
地
を
遠
ざ
け
る
方
法
、
物
理
的
な
方
法

（
除
草
、
池
干
し
、
間
断
灌
概
等
）
が
採
用

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス

リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
等
で
は
一
定
の
間
隔
で

三
、
感
染
症
対
策
と
今
後
の
展
望

水
路
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
（
水
の
急
激
な
放
流
）

を
行
い
、
蚊
の
幼
虫
や
住
血
吸
虫
の
巻
貝
を

灌
概
シ
ス
テ
ム
の
中
か
ら
押
し
流
し
、
そ
れ

に
よ
り
灌
概
シ
ス
テ
ム
に
隣
接
し
て
い
る
地

域
の
感
染
症
の
発
生
を
抑
制
し
て
い
る
。
ま

た
、
中
国
で
は
マ
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
ラ
リ
ア
を

媒
介
す
る
蚊
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
、
水

稲
の
間
断
濯
慨
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
四
’

五
日
の
間
断
で
、
浅
水
の
灌
概
（
四
十
八
時

間
以
内
に
浸
透
、
蒸
発
）
を
行
い
蚊
の
発
生
を

抑
制
し
、
併
せ
て
水
の
節
約
と
収
量
の
増
大
を

達
成
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

も
、
中
間
ホ
ス
ト
の
巻
貝
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

用
い
ら
れ
て
い
る
（
、
：
｝
⑦
。
一
一
○
○
○
）
。

国
際
水
管
理
研
究
所
（
Ｉ
Ｗ
Ｍ
Ｉ
’
九

九
八
）
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
蚊
は
水

深
が
深
い
（
五
○
飛
ン
腕
）
場
合
、
九
飛
ン
厨
未

満
の
場
合
と
比
較
し
て
、
産
卵
数
が
半
減
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

水
域
か
ら
二
五
○
腕
以
内
に
住
む
人
は
五
○

○
腕
離
れ
て
住
む
人
の
四
倍
マ
ラ
リ
ア
に
感

染
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、

１９



感
染
症
を
媒
介
す
る
ベ
ク
タ
ー
の
特
性
を
理

解
し
、
感
染
の
サ
イ
ク
ル
を
断
つ
こ
と
が
、

有
効
な
発
生
抑
制
策
に
つ
な
が
る
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
な
ど
、
環
境
条
件
の

大
き
な
変
動
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
変
化
は
、
感
染
症
を
媒
介
す
る
ベ
ク
タ
ー

の
生
存
、
増
殖
条
件
に
も
影
響
を
与
え
、
大

き
な
流
行
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
例
え

ば
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
海
水
面
の
水
位
が

上
昇
し
、
多
く
の
沿
岸
部
が
低
湿
地
帯
に
変
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化
し
た
場
合
、
そ
の
影
響
は
深
刻
な
も
の
と

な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
水
系
伝
染
病
に
限
ら

ず
、
途
上
国
の
病
気
で
一
番
影
響
を
受
け
る

の
が
子
供
や
妊
婦
等
の
弱
者
で
あ
る
。
こ
う

し
た
弱
者
が
、
病
気
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
機
会
や
教
育
機
会
が
奪
わ
れ
、
貧
困
の

悪
循
環
を
一
層
深
刻
な
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
貧
困
は
栄
養
不
良
や
体
力
の
低
下
に

つ
な
が
り
、
感
染
や
発
病
を
多
く
す
る
。
こ

の
た
め
水
資
源
を
含
め
た
開
発
を
行
う
場

合
、
開
発
行
為
が
人
間
の
健
康
に
与
え
る
影

響
を
計
画
段
階
か
ら
十
分
評
価
し
、
事
業
の

中
で
一
定
の
健
康
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う

な
計
画
と
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
予
防
対
策
の
コ
ス
ト
は
、
実
際
に

感
染
が
拡
大
し
た
後
に
必
要
な
対
応
コ
ス
ト

と
比
較
す
る
と
少
な
く
て
済
む
事
を
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2０
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根
本
は
人
口
間
題

深
刻
な
食
問
題
・
環
境
問
題
も

三
月
十
九
日
に
日
本
学
術
会
議
で
公

開
講
演
会
「
食
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀

の
課
題
ｌ
日
本
の
食
は
こ
れ
で
い
い
の

か
ｌ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
の
学
術

関
係
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る
学
術
会
議

が
通
常
の
学
問
の
枠
を
越
え
て
「
食
」

の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

テ
１
マ
は
主
に
農
学
・
林
学
の
代
表
か

ら
の
問
題
提
起
に
応
え
て
、
理
学
、
医

学
、
文
化
人
類
学
な
ど
各
部
会
の
代
表

が
講
演
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
山
下
興
亜
・
名
古
屋
大
学

副
総
長
が
趣
旨
説
明
を
行
い
、
続
い
て

吉
川
弘
之
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
従
っ
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
山
下
・
名
大
副
総
長
が
”
生
き
る

こ
と
は
食
べ
る
こ
と
“
で
あ
り
、
〃
ど
の
よ

う
に
生
き
る
か
は
ど
の
よ
う
に
食
べ
る
の

か
“
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
問
題
提
起
を

行
っ
た
。
自
分
が
食
べ
る
食
料
を
他
人
が
作

る
も
の
に
ほ
と
ん
ど
依
存
す
る
と
い
う
こ
と

は
人
類
の
歴
史
上
極
め
て
希
な
現
象
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
、
体
内
微
量
元
素
（
ミ
ネ

ラ
ル
）
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
面
か
ら
も
問
題

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
在
日
本
の
食
料
は
輸
入
に
依

存
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
国
内
に
窒
素
分

を
は
じ
め
と
す
る
栄
養
が
集
積
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
そ
の
一
方
で
食
料
輸
出
を

行
っ
て
い
る
国
で
は
土
壌
の
肥
沃
度
が
失
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ

日本術会議
公開二》△

食
か
ら
見
た
二
十
一
世
紀
の
課
題

～
曰
本
の
食
は
こ
れ
で
い
い
の
か
～

う
な
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
含
め
非

常
に
不
均
衡
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
人
間

の
体
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込

ん
で
い
る
現
状
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

遺
伝
子
組
み
替
え
食
物
な
ど
の
問
題
も
今
後

大
き
な
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
も
食
の
問
題
を
真
剣
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
、
と
講
演
会
の
趣
旨
説
明
を

行
っ
た
。

続
い
て
吉
川
会
長
が
食
の
生
産
が
経
済
的

な
競
争
原
理
だ
け
で
行
わ
れ
て
お
り
、
本
来

の
食
料
生
産
と
違
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
疑
問
を
示
し
、
学
術
の
使
命
と
し
て
、
食

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
が
も
た
ら
す
意
味

を
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
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〈
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授
〉

ア
フ
リ
カ
大
陸
を
東
西
に
横
断
し
た
経
験

か
ら
、
人
間
は
ど
こ
に
で
も
住
ん
で
い
る

し
、
食
べ
る
存
在
で
あ
る
。
人
口
六
十
億
人

と
い
う
の
は
イ
ナ
ゴ
の
大
発
生
の
よ
う
な
も

の
だ
が
、
農
学
は
こ
の
人
口
を
“
い
か
に
扶

養
す
る
か
”
と
い
う
前
提
か
ら
議
論
を
進
め

ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
の
社
会
で
主
導
的
な

原
理
と
な
っ
て
い
る
経
済
の
合
理
性
は
非
常

に
短
期
の
合
理
性
で
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
。
経
済
的
な
合
理
性
か
ら
日
本
は
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
が
、
欧
米
は
そ
の
食
料
自
給

率
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
人
類
の
大
量
死
を

前
提
と
し
て
議
論
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、
人
類
は
果
た
し
て
”
飢
え
ず
し
て
環

境
を
守
れ
る
〃
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

競
争
し
な
が
ら
調
和
を
保
つ
と
い
う
形
成
均

衡
の
考
え
方
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
価
値
観
を
変
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
、
〃
少
欲
知
足
“
の
思
想
を
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

食
・
豊
・
環
境
の
展
時

佐
王

〈
慶
応
大
学
理
工
学
部
教
授
〉

生
態
学
の
立
場
か
ら
生
命
と
地
球
、
生
命

と
人
間
の
関
係
か
ら
人
間
と
食
料
の
問
題
を

扱
っ
た
。
生
命
の
種
は
こ
の
地
球
に
数
千
万

か
ら
数
億
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

地
球
を
人
間
の
体
に
た
と
え
る
と
す
べ
て
の

生
命
の
重
量
を
合
計
し
て
も
”
ま
つ
げ
一
本

分
“
に
し
か
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
ま
つ
げ
一

本
分
が
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
生

き
て
い
る
の
が
地
球
の
生
命
圏
で
あ
る
。
地

球
に
降
り
注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
○
○

〈
放
送
大
学
教
授
〉

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
生
活
の
例

を
引
き
、
人
類
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
自
然
環

1１

生
産
生
物
の
限
界

星
元
紀

土
曰
（
し
ロ

境
に
適
合
的
に
生
き
て
き
た
。
集
団
生
活
、

近
代
化
の
進
展
の
な
か
で
廃
棄
物
が
自
然
の

中
に
循
環
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
現
在
の
日
本
で
は
か
な
り
の
廃
棄
食
料

が
出
て
お
り
、
こ
の
廃
棄
食
料
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

分
の
一
を
生
命
が
利
用
し
、
植
物
が
固
定
し

た
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
○
○
分
の
一
ぐ
ら

い
を
動
物
が
利
用
し
て
い
る
。

人
間
は
異
常
に
大
き
な
影
響
を
自
然
に
与

え
て
い
る
。
人
間
は
動
物
と
し
て
は
非
常
に

大
き
な
部
類
に
入
る
。
地
球
の
生
命
の
中

を
、
大
き
さ
順
に
指
数
（
桁
）
で
区
切
る
と

最
も
大
き
な
鯨
で
一
○
メ
ー
ト
ル
の
単
位
、

人
間
が
一
メ
ー
ト
ル
の
単
位
で
あ
り
、
最
も

大
き
な
ほ
う
か
ら
二
番
目
に
あ
た
る
。
こ
の

生
物
と
し
て
非
常
に
大
き
な
人
間
が
六
十
億

も
こ
の
地
球
に
存
在
す
る
と
い
う
の
は
い
つ

ま
で
も
続
け
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
。
種
の

総
重
量
で
言
え
ば
牛
が
六
億
七
千
万
ト
ン
で

す
べ
て
の
種
の
中
で
最
大
で
あ
り
、
人
は
三

⑩

2２
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講演会会場

億
ト
ン
で
そ
れ
に
次
ぐ
。
家
畜
と
人
が
こ
の

地
球
上
の
動
物
の
中
で
圧
倒
的
な
比
重
を
占

め
て
い
る
。
動
物
の
中
で
最
大
の
シ
ロ
ナ
ガ

ス
ク
ジ
ラ
二
二
○
万
ト
ン
、
ア
フ
リ
カ
象
で

一
三
○
万
ト
ン
で
あ
り
、
人
類
と
そ
の
家
畜

が
い
か
に
巨
大
な
割
合
を
占
め
て
い
る
か
が

雰露

mＬ

そ
の
わ
ず
か
な
存
在

が
驚
く
べ
き
多
様
性

を
保
持
し
て
い
る
。

一
つ
か
み
の
土
に
数

十
億
の
生
命
が
存
在

し
、
灼
熱
の
サ
ハ
ラ

砂
漠
の
砂
に
も
一
つ

か
み
の
う
ち
に
数
百

万
の
生
命
が
存
在
し

て
い
る
。
人
類
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
す
べ
て
つ
な

ぎ
合
わ
せ
る
と
銀
河

系
の
直
系
一
○
分
の

わ
か
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も

生
命
と
い
う
の
は
こ

の
地
球
上
で
わ
ず
か

な
領
域
に
生
存
し
て

い
る
存
在
で
あ
り
、

〈
東
京
医
科
歯
科
大
学
難
治
療
疾
患

研
究
所
教
授
〉

人
間
の
摂
取
栄
養
と
疾
病
の
観
点
か
ら
講

演
が
行
わ
れ
た
。
現
在
に
比
べ
て
、
わ
ず
か

六
十
年
前
に
は
一
汁
一
菜
の
食
事
が
一
般
的

で
あ
り
、
普
通
の
食
事
は
朝
函
ご
飯
と
味
噌

汁
と
た
く
あ
ん
、
昼
⑬
ご
飯
と
味
噌
汁
と
た

く
あ
ん
、
夜
恥
ご
飯
と
味
噌
汁
と
た
く
あ

ん
、
特
別
に
焼
き
魚
、
と
い
う
食
事
が
一
般

一
と
い
う
驚
く
べ
き
長
さ
に
な
る
。

人
類
は
わ
ず
か
百
世
代
ぐ
ら
い
で
人
口
を

爆
発
的
の
増
加
さ
せ
て
き
た
。
圧
倒
的
な
増

加
を
見
せ
た
の
は
わ
ず
か
こ
こ
十
世
代
ぐ
ら

い
の
こ
と
で
あ
る
。
大
腸
菌
な
ら
ば
わ
ず
か

五
時
間
で
百
世
代
の
世
代
交
代
が
起
こ
る
。

こ
の
人
口
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
そ
の
与
え
る
影

響
は
驚
異
的
で
、
地
質
学
的
に
最
も
急
激
な

大
絶
滅
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
生
代

ペ
ル
ム
期
の
大
絶
滅
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍

と
い
う
速
度
で
他
の
種
を
絶
滅
に
追
い
込
ん

人
間
栄
養
・
安
全
の
立
場
か
ら

田
中
平
三

的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
塩
分
の
過
剰
摂
取

状
態
と
な
り
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
が
最
も

大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
が
食
事

の
変
化
に
伴
い
脳
卒
中
は
激
減
し
、
栄
養
の

改
善
、
公
衆
衛
生
の
普
及
で
結
核
、
呼
吸
器

疾
患
、
水
系
感
染
症
な
ど
が
激
減
し
、
乳
児

死
亡
率
を
劇
的
に
改
善
し
た
。
そ
の
結
果
、

ガ
ン
な
ど
が
増
え
た
の
で
あ
り
、
人
口
あ
た

り
の
発
生
率
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

食
料
自
給
率
に
関
し
て
も
、
昔
の
日
本
の

よ
う
な
食
事
に
戻
れ
ば
一
気
に
回
復
す
る
は

ず
だ
が
、
国
民
全
体
の
栄
養
と
健
康
と
い
う

点
か
ら
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
認

で
い
る
。

人
間
が
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
（
知
性
あ
る

ヒ
ト
）
を
名
乗
る
な
ら
戦
争
で
の
殺
し
合
い

や
、
飢
餓
に
よ
る
自
滅
の
道
を
選
ぶ
の
で
は

な
く
、
異
な
っ
た
道
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
食
料
問

題
、
地
球
の
生
態
系
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題

は
人
口
問
題
に
帰
結
す
る
の
で
あ
り
、
人
口

問
題
の
解
決
こ
そ
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。



若
年
者
の
多
く
が
朝
食
を
と
っ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
は

今
後
の
社
会
を
見
て
い
く
し
か
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
栄
養
に
関
す
る
研
究
体

制
が
な
い
現
状
な
の
で
、
術
勵
的
な
国
民
の

栄
養
と
疾
病
、
寿
命
な
ど
を
考
え
る
た
め
に

も
栄
養
に
対
す
る
研
究
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
。

〈
東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
研
究
所
教
授
〉

日
本
で
自
給
率
の
改
善
は
基
本
的
に
難
し

い
と
し
な
が
ら
も
い
く
つ
か
の
処
方
菱
を
提

示
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
場
合
、
国
土
面

積
占
め
る
山
岳
地
の
面
積
が
非
常
に
大
き

く
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
耕
地
は
四
○
○
平

方
メ
ー
ト
ル
で
し
か
な
い
。
ま
た
現
在
の
食

料
自
給
率
の
問
題
は
農
学
の
問
題
と
い
う
よ

り
は
、
国
の
経
済
の
問
題
で
あ
り
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
国
策

と
し
て
輸
入
拡
大
を
進
め
て
い
る
以
上
、
農

昌
口
志

■
■

二
ぴ

Ⅸ
誰
口
の
龍
』

』
丹
汀
延
韮

産
物
も
〃
商
品
”
と
し
て
国
際
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
よ
う
に
農
家
一

戸
あ
た
り
の
面
積
が
極
端
に
小
さ
い
国
で
は
こ

の
経
済
性
と
い
う
点
で
は
競
争
で
き
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
自
給
率
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
①
カ
ロ
リ
ー
を
少
し
控
え
る
、
②

二
○
軒
ほ
ど
あ
る
食
品
廃
棄
物
の
比
率
を
下

げ
る
、
③
食
生
活
を
変
え
る
、
④
コ
メ
の
用

途
を
拡
大
す
る
。
な
ど
の
方
策
が
考
え
ら
れ

る
。
コ
メ
の
摂
取
量
は
減
り
つ
づ
け
て
い
る

が
、
日
本
が
ほ
ぼ
自
給
で
き
る
コ
メ
、
野

菜
、
魚
中
心
の
食
事
に
戻
せ
ば
八
○
許
以
上

の
自
給
率
を
確
保
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
。
ま
た
コ
メ
も
小
麦
粉
並
み
の
微
粒
分

に
加
工
す
る
こ
と
で
パ
ン
に
混
ぜ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
普
通
に
パ
ン
と
し
て
食
卓
に

乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
小
麦
や
、
大
豆
な
ど
他
国
に
比
べ
て

生
産
性
の
低
い
農
産
物
の
生
産
性
を
あ
げ
る

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
山
間
地
で
下
草
を
利

用
し
た
放
牧
な
ど
を
進
め
る
必
要
も
あ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
現
在
か
な
り
高
い
生
産
性
を
実

現
し
て
い
る
コ
メ
で
あ
っ
て
も
そ
の
生
産
性

を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
で
、
集
約
的
に
生

産
し
、
そ
の
余
剰
農
地
を
そ
の
他
の
食
料
生

産
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

翌
生
活
の
面
で
は
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ

け
食
べ
て
食
事
を
捨
て
な
い
、
残
さ
な
い
と

い
う
考
え
方
を
教
育
の
中
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
道
徳
や
倫
理
と
し

て
で
は
な
く
義
務
と
し
て
教
育
で
教
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
結
ん
だ
。

最
後
に
吉
田
民
人
・
副
会
長
（
社
会

学
）
が
社
会
の
進
歩
に
よ
っ
て
学
術
の

重
要
性
が
か
っ
て
な
く
増
し
て
い
る
。

自
然
科
学
の
進
展
で
技
術
が
進
歩
し
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
を
生
活
の
中
に
生
か
す

た
め
に
は
価
値
の
研
究
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
学
問
な
し
で

は
社
会
が
成
立
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
学
術
会
議
の
使
命
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
ん
て
い
る
、
と
挨
拶
し

て
閉
会
し
た
。

（
楠
本
修
）
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地
球
は
約
四
十
六
億
年
前
に
誕
生
し
た
と

い
わ
れ
る
。
誕
生
直
後
の
地
表
の
温
度
は
摂

氏
千
三
百
度
～
二
千
度
ほ
ど
で
あ
り
、
原
始

地
球
は
マ
グ
マ
の
海
に
覆
わ
れ
た
灼
熱
の
世

界
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
原
始
大

気
の
主
成
分
は
水
蒸
気
や
二
酸
化
炭
素
な
ど

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
ガ
ス
の
保
温
効
果

に
よ
っ
て
気
温
は
高
温
に
保
た
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
放
射
性
物
質
が
多
く
地
表
に
存
在

し
て
い
た
上
、
太
陽
か
ら
の
紫
外
線
を
遮
断

す
る
オ
ゾ
ン
層
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
原
始
地
球
は
生
命
が
誕
生
す
る
に
は
あ
ま

り
に
過
酷
な
環
境
で
あ
っ
た
（
沓
掛
一
九
九

五
年
、
藤
井
他
一
九
九
五
年
）
。

永
い
歳
月
が
流
れ
、
地
表
付
近
の
温
度
が

徐
々
に
下
が
り
水
蒸
気
が
高
温
の
水
と
な
っ

た
。
そ
れ
が
雨
と
な
っ
て
降
り
そ
そ
ぎ
、
次

第
に
原
始
の
海
が
で
き
た
。
海
に
二
酸
化
炭

素
が
吸
収
さ
れ
て
ゆ
き
、
気
温
の
降
下
が
進

ん
だ
。
お
よ
そ
三
十
八
億
年
前
に
海
に
地
球

初
の
生
物
、
単
細
胞
生
物
が
誕
生
し
た
。
三

十
五
億
年
前
に
な
る
と
葉
緑
素
（
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル
）
を
持
つ
生
物
（
ラ
ン
藻
）
が
出
現

鐡
鍛
鐵
帥
團
禰
鬮
割
梱
伽
熱
願
雪
圏
頂
制

し
、
光
合
成
に
よ
っ
て
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
を
酸
素
と
炭
素
に
分
解
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃

度
は
ま
す
ま
す
減
少
し
て
い
っ
た
。
太
陽
か

ら
の
紫
外
線
の
働
き
に
よ
り
酸
素
か
ら
は
オ

ゾ
ン
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
成

層
圏
内
に
オ
ゾ
ン
層
が
形
成
さ
れ
、
紫
外
線

の
一
部
を
遮
蔽
し
太
陽
光
は
生
物
に
と
っ
て

有
害
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て

地
球
は
生
物
た
ち
が
生
命
活
動
を
維
持
し
や

す
い
環
境
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て

生
物
は
海
か
ら
陸
上
へ
と
生
活
圏
を
広
げ
て

い
っ
た
。
生
物
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
ゆ
き

多
様
な
生
物
が
共
存
す
る
生
命
の
網
の
目
、

す
な
わ
ち
複
雑
な
生
態
系
三
コ
シ
ス
テ

ム
）
が
形
成
さ
れ
た
。
地
球
は
い
の
ち
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
な
物
質
循
環
系
と
生
物
進
化
の
織
り
な
す

プ
ロ
セ
ス
を
「
共
進
化
」
と
呼
ぶ
（
和
田
一

九
九
九
年
）
。

お
よ
そ
三
百
万
年
前
に
人
類
が
現
れ
た
。

十
八
世
紀
か
ら
始
ま
る
産
業
革
命
を
契
機
に

人
類
の
経
済
活
動
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
つ
笏



た
。
特
に
二
十
世
紀
後
半
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
経
済
規
模
は
飛
躍

的
な
伸
び
を
示
し
た
。
例
え
ば
一
九
八
○
年

か
ら
の
二
十
年
間
だ
け
で
も
世
界
の
経
済
規

模
は
一
一
一
倍
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
（
両
の
田

９
８
）
。
資
源
消
費
と
廃
棄
物
の
排
出
も
そ

れ
に
伴
い
増
加
し
つ
づ
け
た
が
、
そ
の
結

果
、
生
命
が
棲
み
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
く
過
程
で
あ
る
共
進
化
の
方
向
性
と
は

逆
の
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
は
進
ん
で
し
ま
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
の
増
加
（
十
八
世
紀
中
ご
ろ
は
○
・
○

二
八
許
程
度
だ
っ
た
の
が
、
一
九
九
八
年
現

在
は
○
・
○
三
七
軒
に
ま
で
増
加
し
て
い
る

（
増
加
幅
約
一
一
一
二
軒
）
［
三
国
曽
ｇ
］
）
、

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
放
射
性
物
質
・
重
金
属

・
化
学
物
質
や
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
自
然

界
へ
の
大
量
放
出
、
森
林
生
態
系
の
破
壊
、

土
壌
の
流
出
、
複
雑
な
生
態
系
を
構
成
す
る

生
物
種
の
減
少
な
ど
だ
。
地
球
は
、
人
間
の

短
期
的
・
微
視
的
な
経
済
成
長
欲
に
支
配
さ

れ
た
結
果
、
原
始
地
球
の
よ
う
な
生
物
が
棲

み
に
く
い
環
境
に
逆
戻
り
し
つ
つ
あ
る
の

だ
。
我
々
が
「
進
歩
」
と
信
じ
て
疑
わ
な

か
っ
た
様
々
な
人
間
の
営
み
ｌ
科
学
の
発
達
と

以
上
の
反
省
に
鑑
み
れ
ば
、
肥
大
化
し
た

経
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
地
球
史
的
な
観
点

か
ら
全
包
括
的
（
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
な

見
方
で
再
検
討
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

さ
も
な
く
ば
、
人
類
は
進
化
と
退
化
の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
（
逆
説
）
の
罠
か
ら
抜
け
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
主
流
の

経
済
学
は
、
経
済
活
動
を
生
態
系
と
は
別
個

の
独
立
し
た
系
と
し
て
と
ら
え
、
人
間
経
済

と
い
う
部
分
だ
け
を
微
視
的
に
観
察
す
る
手

法
を
採
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
手
法
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
地
球
環

境
の
「
退
化
」
、
す
な
わ
ち
急
激
な
環
境
劣

化
と
破
壊
を
引
き
起
こ
す
温
床
だ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
ら
の
地
球
環
境
問
題
の
根
本
解
決

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
狭
い
視
野
の
分

析
手
法
か
ら
の
脱
却
が
不
可
欠
だ
。

こ
の
よ
う
な
従
来
の
経
済
学
の
致
命
的
欠

陥
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
す
三
コ
ロ
ジ

カ
ル
経
済
学
」
と
い
う
学
派
が
世
界
的
に
静

技
術
革
新
、
産
業
の
近
代
化
に
よ
る
経
済
成
長

ｌ
な
ど
は
、
宇
宙
論
的
・
地
球
史
的
あ
る
い
は

週

Ｌ
さ

生
態
学
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
「
先
祖
帰
り
」
、

「
退
化
」
の
過
程
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。

か
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
（
和
田
二
○
○

一
年
）
。
ま
た
こ
の
流
れ
は
日
本
で
は
あ
ま

り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
が
‐
、
世
界
的
に
見

れ
ば
政
策
決
定
に
も
少
し
ず
つ
影
響
を
与
え

始
め
て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
は
、

人
間
の
経
済
活
動
を
生
態
系
全
体
の
物
質
循

環
の
一
部
と
し
て
有
機
的
に
捉
え
る
。
そ
の

上
で
、
経
済
活
動
を
「
環
境
収
容
能
力
」
の

範
囲
内
に
収
め
る
こ
と
に
よ
り
地
球
生
態
系

の
永
続
性
を
保
ち
つ
つ
、
人
々
の
生
活
の
質

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
す
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
齢
施
嚥

経
済
学
は
、
地
球
史
的
な
掌
鰄
一
一
詮

済
る
は
れ

ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
錘
巍
澪
壗

か
ら
人
間
社
会
の
真
の
進
歩
叱
嚇
嶢
鐸

卜
と
力
容

と
は
何
か
を
問
い
直
す
学
問
ン
ど
ジ
内

エ
な
ロ
じ

で
あ
る
。
以
下
、
エ
コ
ロ
ジ
、
学
．
同

は
済
エ
ぽ

カ
ル
経
済
学
の
基
本
的
な
考
燕
》
泓
坐

え
方
や
手
法
の
一
端
を
検
討
旧
系
る
れ

し
て
み
た
い
。

注し

匹
守
一
伊
叶
・
訴
目
・
汁
』
２
Ｔ
ｌ
仙
野
・
肚
酢
６
．
牙
囚
壯
に
ｆ
Ｎ
ｆ
ｈ
仏
』
い
ば
ザ
ル
』
膵
際
貯
乙
留
府
は
圀
曝

〆
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〔注２〕より専門的には、「生命維持システムと

は､土壌､水域および生命圏全体の生産

力､適応力、更新力を維持する生物物理

学的プロセス」のこと（WackernBgd
andRees､1995［６１）

△
。
‐
０
ｈ
田
１
１
ｒ
げ
む
Ｚ
尹
凸
０
影
Ｊ
１
い
い
号
ｆ
斗
邸
出
群
ｒ
＃
止
竃
Ｆ
：
Ⅱ
Ⅱ
Ｌ
け
り
！
Ｉ
Ｆ
Ｆ
５
．
６
昨
Ｌ
ｉ
Ｉ
リ
シ
ト
ー
ー
詐
作
い
い
－
８
卜
Ｆ
ト
ト
い
い
０
‐
，
０
小
酵
ひ
げ
と
４
５
形
叺
昨
１
い
け
Ｊ
３
臨
四
い
い
３
３
Ｉ
Ｊ
Ｂ
Ｆ
２
ｉ
１
３
ｌ
Ｉ
ｉ
８
７
Ｌ
Ｉ
１
；
Ⅱ
！
；
０
１
・
Ｆ
ｉ
Ｂ
Ｈ
ｉ
ｌ
Ｎ
』
１
〆
０
，
・
口
０
０
，
１
口
■
Ⅱ
、
・
・
Ｄ
ｉ
ｋ
Ｉ
山
区
凧
時
ｒ
色
ト
レ
ぽ
Ｉ
腓
は
Ｉ
Ⅱ
０
１
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
６
０
０
Ｎ
巴
抄
ｉ
１
Ⅱ
ｌ
馨
曰
Ⅱ
ｙ
Ｐ
ｒ
ｂ
６
尹
‐
し
２
８
０
２
下
‐
・

湿
地
帯
や
土
壌
に
よ
る
水
質
浄
化
機
能
、
光
合
成
に
よ
っ
て
炭
素
な
ど
の
栄
養
物
を
体

森
林
の
保
水
機
能
や
二
酸
化
炭
素
の
同
化
吸
内
に
固
定
・
蓄
積
し
、
動
物
や
人
間
に
と
つ

収
機
能
、
オ
ゾ
ン
層
に
よ
る
紫
外
線
の
遮
蔽
て
の
食
糧
を
産
み
出
し
た
り
、
森
林
生
態
系
が

機
能
な
ど
、
生
命
の
営
み
が
円
滑
に
行
な
わ
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
提
供
し
た
り
す

れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
し
く
み
を
、
「
生
命
る
こ
と
に
よ
り
、
大
気
中
の
成
分
濃
度
や
気
温

維
持
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ぶ
２
。
そ
し
て
、
そ
の
恒
常
性
を
維
持
す
る
な
ど
と
い
っ
た
働
き
で

の
シ
ス
テ
ム
が
供
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
「
生
あ
る
。
ま
た
、
土
壌
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
が
動
物

命
維
持
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
糞
尿
を
分
解
し
植
物
に
と
っ
て
吸
収
し
や
す

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
源
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
よ
い
形
に
つ
く
り
か
え
る
と
い
う
働
き
も
含
ま
れ

う
な
非
生
物
圏
と
森
林
生
態
系
な
ど
の
生
物
る
（
水
谷
一
九
九
九
年
）
。
こ
こ
で
生
命
維
持

圏
で
あ
る
が
、
両
者
は
お
互
い
連
携
し
あ
っ
シ
ス
テ
ム
の
能
力
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

て
生
命
維
持
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
い
る
。
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
の
能
力
は
、
一
定
時

生
物
圏
が
主
体
と
な
っ
て
提
供
す
る
生
命
維
間
内
に
ど
れ
だ
け
の
光
合
成
を
行
な
う
事
が

持
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
的
な
も
の
は
、
植
物
が
出
来
る
か
、
ど
れ
だ
け
の
二
酸
化
炭
を
吸
収

蝋
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提
丑
八
度
の
眠
壺

で
き
る
か
と

い
っ
た
よ
う

な
、
い
わ
ば

単
位
時
間
当

た
り
の
能

力
、
す
な
わ

ち
「
速
度
」

と
し
て
捉
え

ら
れ
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
貯
蓄

の
元
本
が
存
在
す
れ
ば
、
決
め
ら
れ
た
利
子

率
に
も
と
づ
き
一
定
の
利
子
が
時
々
刻
々
う

み
だ
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
職
え
ら
れ
る
。
経

済
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
引
き
出
し
速
度

が
、
自
然
界
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
速
度

（
別
の
表
現
で
、
「
環
境
収
容
能
力
」
と
も

言
う
）
を
超
え
た
場
合
、
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
か
。
あ
た
か
も
引
き
出
し
額
が
利
子
分

を
超
え
る
場
合
の
元
本
の
目
減
り
に
似
て
い

る
。
し
ば
ら
く
の
間
は
、
元
本
を
崩
す
形
で

引
き
出
し
が
行
な
わ
れ
る
の
で
引
き
出
し
量

は
減
ら
ず
に
済
む
し
、
無
理
す
れ
ば
増
加
さ

せ
る
こ
と
す
ら
可
能
だ
。
し
か
し
、
そ
の
裏

で
は
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
自
体
が
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
劣
化
ま
た
は
破
壊
さ
れ
て
い

く
。
や
が
て
は
あ
る
日
突
然
サ
ー
ビ
ス
供
給

が
急
減
し
、
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
逆
説
的
な
現
象
は
と
て
も
危
険
で
あ
る
。

元
本
取
り
崩
し
の
間
は
引
き
出
し
が
継
続
さ

れ
た
り
増
加
で
き
た
り
す
る
の
で
、
元
本
の

減
少
が
自
覚
さ
れ
に
く
い
が
、
突
如
と
し
て
カ

タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
破
局
）
が
襲
う
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
一
見
問
題
な
さ
そ
う
に
見
え

2７



る
が
実
は
危
険
な
状
態
（
環
境
収
容
能
力
を
超

え
る
量
の
資
源
・
サ
ー
ビ
ス
消
費
が
継
続
、
ま

た
は
そ
の
消
費
量
が
増
大
し
て
い
く
状
態
Ⅱ
元

本
を
取
り
崩
し
つ
つ
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
出
し
て

<図１＞オーバーシュートの概念図現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
マ
ク
ロ
経
済
学
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
引
き
出

は
、
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
自
然
界
の
再
生
し
速
度
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
し
て
い
っ
て

速
度
の
限
界
（
環
境
収
容
能
力
）
や
「
オ
ー
も
、
問
題
な
い
と
い
う
前
提
な
の
だ
。
つ
ま

バ
ー
シ
ュ
ー
ト
」
発
生
の
危
険
性
を
充
分
に
り
、
人
間
の
営
み
に
比
べ
る
と
地
球
生
態
系

考
慮
し
て
い
な
い
。
人
間
経
済
活
動
を
支
え
の
環
境
収
容
能
力
は
途
方
も
な
く
大
き
く
、

慰
鰯
霞
鰯
圃

屋
共
速
窒
。
｜
環
境
灰
蓉

鼬
・
；
■
圦
声
■
監
邑
・
）
・
耳
』
，
一
二
一
・
二
＋
令
：
『
一
・
｜
と
中
一
・
二
一
十
・
Ｓ
３
Ｉ
Ｇ
二
』
Ｉ
ｒ
ト
ｒ
５
ｒ
Ｉ
ｌ
・
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
Ⅱ
‐
↓
駅
Ｐ
ｉ
Ｉ
Ｌ
‐
ｉ
Ｉ
ｆ
璽
酢
４
０
酢
呵
Ｊ
Ｐ
０
Ｌ
ｌ
Ｔ
ト
レ
Ｌ
１
３
１
１
才
Ｉ
ｏ
ｆ
．
‐
‐
，
ｌ
ｆ
ｏ
ｏ
Ⅱ
Ｆ
卜
８
．
－
■
ド
ト
ア
ト
①
ト
レ
ー
ロ
ロ
一
Ｆ
‐
、
二
一
．
０
８
日
ｒ
心
Ⅱ
■
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｉ
Ｂ
■
ザ
Ｆ
ｒ
Ｆ
Ｂ
ｂ
Ｆ
ｉ
■
■
：
▲
‐
、

い
る
異
常
事
態
）
を
「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
」

と
呼
ん
で
い
る
（
図
ｌ
参
照
）
。
そ
し
て
、
カ

タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
襲
来
す
る
時
点
を
予
測
す

る
こ
と
は
一
般
的
に
き
わ
め
て
難
し
い
。

索
］
鼠
匡
飼
蕊
か
響
震

時間↑この時点でオーバーシュート

が始まる。資源消費量は環境

収容能力を超えるが、破局は

すぐには起こらない。

オーバーシュートとは、「環境収容能力」を超える

量の資源・サービスの消費が継続、又は増大してゆ

く状態を指す。

（出典：WackernageandReesl995［６]，ｐ54．

Figure28.）

無
限
で
あ
る
と
い
う
十
九
世
紀
ま
で
は
通
用
話

し
た
で
あ
ろ
う
前
提
条
件
を
採
用
し
て
い

る
。
万
一
、
あ
る
資
源
が
枯
渇
し
そ
う
に

な
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
だ
。
そ
う
し
た
場

合
、
そ
の
資
源
の
市
場
価
格
が
上
昇
し
節
約

が
進
む
。
ま
た
、
市
場
価
格
の
上
昇
が
代
替

資
源
の
開
発
の
た
め
の
技
術
革
新
を
刺
激
す

る
の
で
い
ず
れ
代
替
物
が
供
給
可
能
に
な

る
。
よ
っ
て
問
題
は
発
生
し
な
い
と
い
う
前

提
だ
。
こ
う
し
た
大
前
提
（
無
限
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
市
場
・
技
術
信
仰
）
に
基
づ
き
導
か
れ

た
結
論
は
実
際
の
経
済
運
営
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
主
流
の
マ

ク
ロ
経
済
学
で
は
、
生
態
系
の
再
生
・
処
理

、
、
、
、
、
、
、

能
力
に
見
合
っ
た
適
正
な
経
済
規
模
と
い
う

概
念
が
存
在
し
な
い
。
実
際
、
日
本
、
北
米

の
大
学
・
大
学
院
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
マ
ク
ロ
経
済
学
の
教
科
書
を
眺
め
て
み

よ
う
。
何
冊
か
の
教
科
書
を
点
検
し
て
み
れ

ば
お
わ
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
適
正
な

経
済
資
源
配
分
（
ア
ロ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
）
３
に

つ
い
て
の
記
述
に
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
適
正
な
経
済
規
模

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
と
り
わ
け
生
態
系
と
の
関
連
で
）
と
い
う

項
目
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス



地球の環境収容能力と経済の最適規模

〔注４〕カナダのブリティッシュ・コロンビア大学大
学院コミュニティー地域計画学科では、「都市地域
計画に関する生態学的文脈（EcologicalContextof
Planning)」というコースの中で、生態系の環境収
容能力とバランスが取れた経済活動の籟正規模につい

て講義されている。因みに、同大学では将来的に経済
の適正規模などの概念を含んだ「永続可能性（sus

tainability)」に関するコースを理科系・文科系を問
わず新入生全員に義務付けることを検討中である。

〔注３〕資源「配分」は、資源をどのような使途に用

いるかという意味であり、経済活動の成果（所得や

富）を人々の間でどう分かち合うか（いわゆる「分

配｣）とは異なることに注意していただきたい。因み
に、英語で資源の「配分」は②allocation獄、所得や

富の「分配」は、“distribution・である。資源の最
適な配分（allccation）は、経済効率を最大化するた

めの条件だが、所得の分かち合い（distribution）の

公平性を確保するための条件とは別なものである。

卜
を
使
っ
た
大
学
（
院
）
教
育
を
受

け
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
に
聞
い
て
も
誰
も
経
済
活
動
に
よ

る
資
源
消
費
速
度
が
適
切
か
に
つ
い

て
答
え
ら
れ
な
い
の
も
不
思
議
で
は

な
い
４
．

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
よ
く
口
に
す
る

言
葉
の
中
に
「
経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ

ン
タ
ル
ズ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
生
命
維

持
シ
ス
テ
ム
の
健
全
さ
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
は
入
っ
て
い
な
い
。
一
九
九

七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
少
し
後

の
こ
と
で
あ
る
が
、
宮
沢
喜
一
氏

（
現
財
相
）
の
ブ
レ
ー
ン
の
重
責
を

担
う
某
有
名
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
、
ア

ジ
ア
経
済
危
機
に
つ
い
て
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

講
演
し
た
。
そ
の
機
会
に
以
下
の
質

問
を
直
接
投
げ
か
け
て
み
た
。
ア
ジ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
で
の
記
録
的
な
経
済
発

展
の
影
で
環
境
の
劣
化
が
急
速
に
進

ん
で
い
る
。
経
済
成
長
の
速
度
は
も

は
や
自
然
環
境
が
収
容
（
ア
コ
モ
デ

イ
ト
）
で
き
る
範
囲
を
超
え
て
い
る

と
い
う
漠
然
と
し
た
認
識
が
、
市
場
に
不
安

感
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
環
境
悪

化
が
ア
ジ
ア
経
済
危
機
の
要
因
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
。
し
か
し
、
こ
の
著
名
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
は
、
自
然
環
境
の
劣
化
と
経
済
危
機
と

の
関
連
に
つ
い
て
は
考
え
た
こ
と
が
無
い
と

い
う
顔
を
し
な
が
ら
、
「
確
か
に
バ
ン
コ
ク

な
ど
ア
ジ
ア
の
大
都
市
で
の
交
通
渋
滞
や
大

気
汚
染
の
問
題
は
深
刻
だ
が
、
そ
れ
が
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
…
…
」
と
述
べ

て
、
言
葉
を
濁
し
て
し
ま
っ
た
。
生
命
維
持

シ
ス
テ
ム
の
健
全
さ
や
限
界
性
に
関
す
る
無

神
経
な
感
覚
が
日
本
や
ア
ジ
ア
の
経
済
運
営

を
支
配
し
て
い
る
の
だ
。

世
界
銀
行
の
環
境
部
の
元
シ
ニ
ア
・
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
で
あ
り
、
現
在
、
米
国
メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学
の
公
共
政
策
学
科
で
教
鞭
を
と
る

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
で
あ
る
デ
イ
リ
ー
ら

は
、
次
の
よ
う
な
比
楡
を
あ
げ
て
い
る
。

水
位
が
船
側
の
満
載
喫
水
線
ま
で
達
し
た

と
き
は
、
そ
の
船
舶
の
荷
物
積
載
収
容
能
力

の
限
界
に
達
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
荷

物
の
配
置
が
不
均
衡
で
積
載
の
バ
ラ
ン
ス
が

悪
い
場
合
は
、
よ
り
早
い
段
階
で
満
載
喫
水

線
ま
で
に
達
し
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
た
と
え
荷
物
の
配
置
が
最
適

に
調
整
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
荷
物
の
重

さ
が
限
界
に
達
す
れ
ば
、
水
位
は
満
載
喫
水

線
ま
で
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
、
荷

の
配
置
が
最
適
で
あ
っ
て
も
、
重
量
が
安
全

限
界
を
超
過
す
れ
ば
そ
の
船
舶
は
沈
没
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
荷
物
の
配
置
・
配
分
が
最
適

で
あ
れ
ば
「
最
適
」
な
沈
み
方
と
な
る
の
だ

ろ
う
が
、
沈
む
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
の
だ

（
□
山
々
の
←
巴
．
ご
忠
）
。

主
流
の
マ
ク
ロ
経
済
学
が
、
資
源
の
最
適

配
分
に
は
細
や
か
な
神
経
を
使
う
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
生
態
系
の
限
界
に
見
合
う
経
済

の
最
適
規
模
を
全
く
考
慮
し
な
い
不
合
理
さ

を
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2９



経
済
の
最
適
規
模
を
知
る
た
め
の
手
法

は
、
世
界
各
国
で
い
く
つ
か
考
案
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、
カ
ナ
ダ
で
開
発
さ
れ
た

三
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
指

標
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
分
析
手
法
は
、
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
地
域
計
画
学
科
お
よ
び
同
大

学
に
設
置
さ
れ
た
「
健
全
で
永
続
可
能
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
」
の
協
力
を
得
て
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
リ
ー

ス
教
授
と
マ
テ
ィ
ー
ス
・
ワ
ヶ
ナ
ゲ
ル
を
中
心

と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、

改
良
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
三
四
烏
の
日
四
ｍ
の
」

：
」
因
・
田
Ｓ
①
⑰
田
］
、
和
田
一
九
九
八

年
）
。
筆
者
自
身
、
同
大
学
に
て
こ
の
手
法
の

開
発
・
応
用
研
究
に
か
か
わ
る
機
会
を
得
た
。

Ⅲ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
分

析
と
は
何
か
？

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
分
析

は
、
経
済
活
動
に
よ
る
環
境
収
容
能
力
に
対

す
る
需
要
量
す
な
わ
ち
環
境
へ
の
負
荷
量

を
、
土
地
面
積
と
い
う
視
覚
で
と
ら
え
や
す

鐘

鈩
卜
鵬
昨
山
脹
肌
ト
ー
鵬
ｌ
Ｔ
ｌ
賑
瞳
癖
陰
腓
脚
隈
昨
い
し
Ｌ
ｆ
昨
ｒ
峨
咋
酢
隆
』
鮭
肝
膳
５
匹
作
詐
払
は
ｌ
計
計
離
一
卜
雅
肺
ｌ
ｉ
Ｍ
汁
Ⅱ
Ⅸ
Ⅱ
比
・
Ｉ
》
・
…
ｒ
ｒ
印
貯
凶
Ⅲ
ｉ
獣
ｈ
小
は
ひ
げ
小
吐
岱
厭
Ｉ
Ｉ
い
い
聖
・
・
ｒ
千
・
・
Ｌ
悪
Ｆ
１
ｒ
０
Ｉ
中
椴
Ⅲ
Ⅲ
卜
肝
貯
砂
Ｉ
ｈ
停
止
腓
偽
ｒ
Ｌ
ｆ
Ｉ
』
１
１
砂
卜
研
ト
ル
龍
吸
い
す
け
１
１
ｔ
、

蕊
瑚
議
讓
蕊
馴
繍
蕊
懲
議
罫
二
毒
灘
葱
弐
蕊
口
男
畷
惹
蕊

い
二
次
元
の
尺
度
に
還
元
し
て
表
現
す
る
分

析
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
特
定

の
地
域
の
経
済
活
動
ま
た
は
、
そ
こ
に
住
む

、
、
、
、

人
々
の
生
活
を
無
理
な
く
永
続
的
に
支
え
て

ゆ
く
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
生
産
可
能
な
土

地
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
測
定
し
、
ヘ
ク

タ
ー
ル
な
ど
の
面
積
単
位
で
表
現
す
る
。
例

え
ば
、
穀
物
や
野
菜
な
ど
の
食
糧
、
綿
や

ウ
ー
ル
な
ど
の
繊
維
製
品
を
作
る
た
め
に
は

農
地
や
牧
草
地
が
必
要
で
あ
る
。
紙
や
建
材

M<；
－V｡－－，．．．－－－－ ●－－－■

ノ

篝('
二F７１審届h小ALE

二Ｗ

を
得
る
た
め
に
は
森
林
地
が
必
要
と
な
り
、

ま
た
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
た
め
の
森
林

地
も
必
要
で
あ
る
。
魚
や
海
藻
を
提
供
し
て

く
れ
る
海
洋
、
淡
水
河
川
湖
沼
等
も
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
面
積
を
合
計
し
て
国
や
地

域
全
体
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
を
人
口
で
割
れ
ば
、

そ
の
国
ま
た
は
地
域
の
一
人
当
た
り
の
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
算
出
さ
れ
る
。

リ
ー
ス
の
定
義
に
従
う
と
、
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
、
「
あ
る
特
定
の

地
域
の
経
済
活
動
、
ま
た
は
あ
る
特
定
の
物

質
水
準
の
生
活
を
営
む
人
々
の
梢

、
、
、
、

鋼樒詮咽燗州鋤雌捌柵刑眺敵耽朏峨捌
慨
す
な
―

の
訳
と
メ
地
お
よ
び
水
域
面
積
の
合
計
（
あ

卜
直
ｊ
イ

レ
感
蔬
寄
る
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
資
源
を

プ
ト
け
テ
永
続
的
に
生
み
出
し
、
且
つ
そ
こ

ト
ン
つ
．

、
、

のい》乱脈州舳岫川醸柵纈Ⅷ州峨州鮒
酎栫歸關肚洲Ⅲ舳幟慨加州舳加燗繩抑
．
”
姓
す
る
か
外
に
存
在
す
る
か
は
無
関

エ
コ
済

２
ェ
膣
係
］
）
」
と
な
ろ
う
。

図
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ

3０



地球の環境収容能力と経済の最適規模

ン
ト
は
、
経
済
活
動
に
よ
る
生
態
系
へ
の

様
々
な
負
荷
を
「
面
積
」
と
い
う
単
位
で
表

す
指
標
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
析
な
ど
他

の
総
合
環
境
指
標
と
比
較
し
、
よ
り
視
覚
化

し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま

た
、
我
々
の
生
活
が
直
接
的
・
間
接
的
に
如

何
に
大
き
く
「
水
土
」
に
依
存
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
働
き
も
備
え
て

い
る
。エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
と
い

う
英
語
は
〈
直
訳
的
に
は
、
「
生
態
学
的
な

意
味
で
の
足
跡
」
と
な
る
が
、
意
を
く
め

ば
、
「
経
済
の
生
態
系
に
対
す
る
踏
み
つ
け

面
積
」
の
よ
う
な
訳
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
り

限
定
さ
れ
た
、
「
経
済
の
環
境
収
容
能
力
要

求
量
「
「
経
済
の
環
境
面
積
要
求
量
」
と
い

う
訳
も
可
能
で
あ
る
。
日
本
語
で
定
着
し
つ

つ
あ
る
の
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
三
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
言
い
方
で

あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
方
が
シ
ン
プ
ル
で
覚
え

や
す
く
、
現
代
の
風
潮
に
も
合
う
か
ら
で
あ

ろ
う
。
本
稿
で
も
、
こ
れ
に
従
っ
て
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

②
生
産
可
能
な
土
地
水
域
面
積
と
の
比
較

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
分
析

１
３
．
１
Ｆ
Ｉ
Ｉ
肝
ｉ
ｉ
ｒ
脱
０
５
Ｉ
ひ
Ｌ
砕
匹
Ｉ
ｉ
ｌ
圷
炉
Ｌ
罷
儒
肛
彫
肚
炉
ｉ
１
０
Ｉ
Ｊ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
い
◆
’
ナ
群
・
証
塾
Ｔ
計
鮖
舵
肌
ｉ
Ｊ
ｌ
廊
糺
ｉ
Ｌ
Ⅸ
＄
鈩
俳
ｌ
擁
！
ｉ
・
・
・
・
ｉ
１
・
ｒ
ｉ
，
…
は
Ｌ
３
Ｌ
ｒ
ト
抄
腫
僻
０
：
Ｉ
Ｂ
ｉ
○
８
７
１
川
隠
ト
出
干
已
咋
器
矼
・
千
Ｊ
⑧
隆
叶
恥
叫
●
リ
ヂ
ー
Ｉ
浄
化
ド
ー
』
Ｐ
Ｉ
５
Ｆ
扉
回
■
』
向
ｌ
胖
馴
談
０
Ｆ
ｒ
汁
ｌ
ｉ
ｉ
鴎
，
Ⅲ
ｒ
；
←
Ｐ
午
・

次
に
、
日
本
人
の
消
費
に
関
す
る
エ
コ
ロ
．
ま
ず
、
陸
地
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
計
測
結
果
に
リ
ン
ト
合
計
は
、
三
億
四
千
六
百
万
鯵
で

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
日
本
の
全
人
口
の
梢
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
土
面
積
（
三
千
八
百

贄
活
動
を
支
え
る
た
め
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
．
万
鯵
）
の
約
九
・
二
倍
に
あ
た
る
。
海
洋
淡

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
計
算
結
果
は
表
ｌ
の
通
り
水
域
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は

一
一
億
三
千
五
百
万
鯵
で
、
合
計
す
る
．
と
五
億
釦

で
あ
る
。

の
第
二
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
求
め
ら
れ
た
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
面
積
（
す

な
わ
ち
「
経
済
の
環
境
収
容
能
力
要
求
量
皀

を
、
地
球
上
に
存
在
す
る
生
産
可
能
な
土
地

水
域
面
積
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
面
積
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
活
動
が
、
水
土
の
再
生
供
給
能
力
と
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
も
の
で
あ
る
か
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
面
積
が
、
実
際
に
存
在

す
る
土
地
水
域
面
積
よ
り
大
き
け
れ
ば
、
そ

の
経
済
活
動
は
、
生
態
系
の
収
容
能
力
と
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
は
国
・
地
域
の
水
士

面
積
全
体
と
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
し
、

一
人
当
り
の
面
積
と
し
て
比
較
す
る
こ
と
も

患
低
木
Ｔ
八
ケ

で
き
る
。
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
、
目
的
に
よ

る
。地
球
全
体
の
生
産
可
能
な
水
土
面
積
を
地

球
上
の
人
間
全
員
に
平
等
に
分
配
す
る
と
、

一
人
当
た
り
の
公
平
割
当
面
積
は
、
陸
地
が

一
・
五
一
秒
、
水
域
が
○
・
五
一
鯵
と
な
る

（
合
計
で
二
・
○
二
鯵
）
。
そ
れ
ぞ
れ
「
陸
地

公
平
割
当
面
積
（
可
巴
吋
固
閏
岳
震
肖
の
）
」
、

「
水
域
公
平
割
当
面
積
（
甸
巴
【
シ
目
：
。

シ
円
の
色
の
冨
局
の
）
」
と
呼
ん
で
い
る
（
三
四
鼻
‐

の
目
凋
の
］
四
目
向
の
②
ｍ
］
＄
⑨
［
③
］
、
和
田
一

九
九
八
年
、
二
回
目
ご
＄
）
。
こ
れ
ら
の
数

字
が
一
人
当
た
り
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判

断
基
準
（
メ
ル
ク
・
マ
ー
ル
）
と
な
る
。

画
胆
干



表１日本人全体の消費のエコロジカル・フットプリント（ＥＦ）
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房
出典 (Wadal999）

八
千
万
紗
と
な
り
、
日
本
の
国
士
面
積
の
約

一
五
・
四
倍
で
あ
る
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
総
合

計
の
内
、
最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
の
は
二

酸
化
炭
素
吸
収
地
で
、
全
体
の
四
六
軒
で
あ

る
。
日
本
人
の
消
費
活
動
に
伴
う
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
固
定
す
る
た
め
に
は
何
と
、
国

士
面
積
の
七
・
二
倍
の
森
林
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。
次
に
大
き
い
も
の
は
、
海
産

物
を
得
る
た
め
の
海
洋
淡
水
域
で
四
○
軒
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
土
面
積
の
六
・

二
倍
に
あ
た
る
。

土
地
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
「
対
国
内
現
存
面

積
比
一
を
見
て
み
よ
う
。
日
本
人
が
必
要
と

し
て
い
る
農
地
は
、
国
内
の
農
地
面
積
の
約

六
・
四
倍
で
あ
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
農
地
の
”
自
給
率
“
は
、
ほ
ん
の
一
五

・
六
野
に
す
ぎ
な
い
（
こ
れ
に
は
食
糧
の
み

な
ら
ず
、
綿
、
タ
バ
コ
な
ど
の
非
食
糧
品
も

含
む
）
。
飼
料
で
あ
る
牧
草
を
供
給
し
羊
毛

や
酪
農
製
品
を
う
み
だ
す
元
と
な
る
牧
草
地

の
”
自
給
率
〃
は
、
僅
か
三
・
七
瀞
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
森
林
地
の
要
求
面
積
は
、

現
存
の
森
林
面
積
の
○
・
九
倍
で
あ
る
の

で
、
森
林
か
ら
木
材
や
紙
を
得
る
こ
と
の
み

を
考
え
た
場
合
は
、
国
内
の
森
林
だ
け
で
十

分
自
給
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
地
と
し
て
の
森
林
機
能
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
日
本
人
の
消
費
を
支
え
る
た

め
に
は
現
存
森
林
面
積
の
十
一
倍
以
上
の
森

林
面
積
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
日
本
人
一
人
当
た
り
の
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
見
て
み
よ
う
。

計
算
結
果
は
以
下
の
表
２
の
通
り
。
参
考
の

た
め
に
カ
ナ
ダ
人
の
計
算
結
果
も
加
え
た
。

平
均
的
な
日
本
人
一
人
の
資
源
消
費
を
支

え
る
た
め
に
は
、
四
・
七
鯵
の
土
地
水
域
面

積
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
計
算
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
東
京
ド
ー
ム
一
個
分
に
あ
た

る
広
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
球
上
に
一
人

当
た
り
の
公
平
割
り
当
て
面
積
は
二
・
○
鯵

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
地
球

上
の
人
々
が
日
本
人
の
よ
う
な
生
活
を
享
受

し
た
と
す
る
と
、
地
球
が
二
・
三
個
ほ
ど
必

要
と
な
る
計
算
で
あ
る
。
日
本
人
の
消
費

は
、
全
体
と
し
て
見
て
も
一
人
当
た
り
と
し

て
見
て
も
、
水
士
の
再
生
・
供
給
能
力
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
次
の
こ
と
が
言
え

よ
う
。
も
し
、
地
球
の
環
境
収
容
能
力
の
分

3２

(主に1990／91年値）
エコロジカル

フットプリント

対総ＥＦ

比

対国土

面積比

国内

現存面積

対国内

現存面積比

土地分類 百万hａ ％ ％ 百万hａ 倍

農地（耕作地） 28.1 ５ 0.7 4.4 6-4

牧草地 21.5 ４４ 0.6 0.8 26.9

森林地 22.2 ４ 0.6 25.3 0.9

二酸化炭素吸収地（国内排出分） 199.3 3４ 5.3 25.3 7.9

二酸化炭素吸収地（海外排出分） 70.4 1２ 1．９ 25.3 2.8

牛産能力阻害地 4.3 １ ０．１ 4.3 ＬＯ

陸地エコロジカル・フットプリント合計 345.8 6０ 9.2

海洋淡水域エコロジカル・フットプリント合計 234.5 4０ 6.2

総計 580.3 100 15.4 37.8



表２日本人とカナダ人の－人当たりエコロジカル・フットプリントと－人当たり世界公平割当面積

出典：（Wadal999）

＊ａ陸地エコロジカル・フットプリントについてはWackernagelandReesl995［６］・pp82-83・より。
＊ｂこの数字は二酸化炭素吸収地（国内排出分）と二酸化炭素吸収地（海外排出分）の合計である。これは、

Ｗａｄａ（1999）が森林の二酸化炭素吸収率についてはIPCC発表の最新のデータを使用し再計算した。
＊ｃこれらの計算は、和田およびLathamによる。

慰
餌
口
司
惣
埴
副
与
凹
瞳
臘
臓
尉
噛
翻
川

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
○
年
版
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

は
、
世
界
中
で
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
卜
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
計

政
策
担
当
者
や
環
境
問
題
に
関
心
の
あ
算
結
果
を
紹
介
し
て
い
る
。
東
京
都
民
全
員

る
市
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
注
目
さ
れ
っ
が
日
本
人
の
平
均
的
資
源
消
費
レ
ベ
ル
で
生

つ
あ
り
、
実
際
に
利
用
さ
れ
始
め
て
い
活
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
東
京
都
の

ろ
。
日
本
で
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
面
積
の
二
百
二
十
五
倍
も
の
面
積
が
必
要
で

認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
東
あ
る
と
い
う
。
Ｈ
Ｎ
Ｋ
が
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ

京
都
が
『
東
京
都
環
境
白
書
』
二
○
○
チ
研
究
所
と
Ｃ
Ｎ
Ｎ
と
の
間
で
国
際
共
同
制
詔

配
の
公
平
性
を
達
成
し
な
が
ら
、
且
つ

生
態
学
的
に
永
続
可
能
な
地
球
環
境
を

維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
人

の
資
源
消
費
量
を
平
均
的
に
少
な
く
と

も
現
在
の
二
分
の
一
に
下
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
途
上
国
の
経
済

発
展
を
希
求
し
、
且
つ
地
球
生
態
系
の

永
続
性
を
保
と
う
と
す
る
な
ら
ば
、
日

本
を
含
め
た
先
進
諸
国
の
過
剰
な
資
源

消
費
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
減
ら
す
必
要
が

あ
る
と
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
分
析
は
指
摘
し
て
い
る
。

日
本
人
一
人
当
た
り
の
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
特
徴
は
、
力

ナ
ダ
人
の
そ
れ
と
比
べ
て
陸
地
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
比
較
的
小
さ
い
反

面
、
海
洋
淡
水
域
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
が
格
段
に
大
き
い
こ
と
で
あ
る

（
〒
九
○
鯵
）
。
そ
れ
は
、
世
界
の
水
域
公

平
割
当
面
積
（
○
・
五
一
紗
）
の
約
四
倍
に

も
達
し
て
い
る
。
一
・
九
○
鯵
の
内
、
遠
洋

物
の
高
級
魚
マ
グ
ロ
・
カ
シ
オ
類
が
、
全
体

の
六
五
評
を
占
め
る
。
エ
ビ
が
そ
れ
に
続
き

九
瀞
で
あ
る
。
世
界
的
に
漁
業
資
源
の
枯
渇

問
題
が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
グ
ル

メ
志
向
の
食
生
活
が
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

日本人一人当たり
エコロジカル・プット

プリント
(ヘクタール）
(主に1991年値）

カナダ人一人当たり
エコロジカル・プット

プリント蓮‘

(ヘクタール）
（1991年値）

世界平均一人当たり
公平

割当面積
(ヘクタール）

(面積は1989年～1991年
平均、人口は1995年）

農地（耕作地） ０．２３ 0．６８

牧草地 0．１７ 0．４６

森林地 0．１８ 0．５９

二酸化炭素吸収地
(国内排出分）

1．６１ 3.01
＊６

二酸化炭素吸収地
(海外排出分）

0．５７

生産能力阻害地 0.03 0．２０

陸地エコロジカル．
フットプリント合計

２８０ 4．９４ 1．５１

海洋淡水域エコロジカル.
フットプリント合計

1．９０ 0．６４
＊Ｅ

0．５１
＊Ｃ

総計 4．７０ 5．５８ 2.02



図３エコロジカル・フットプＵン卜世界統計の推移（1961年～1997年）

1６

錯
曰
包
倉
ロ
コ
甸
閏
『
〕
漣
旧
垣
劃
麺
ヨ

1２

超
積
あ

％
面
で

加
地
理

Ｊ
計
ｊ
分
ｊ

過
総
る
た
分８ 上記より、自然保護区10％差し引い

(人間以外の生物種の生存のための留保

４

０

1９６０１９６５１９７０１９７５１９８０１９８５１９９０１９９５２０００

人類全体のエコロジカル・フヅトプリント（環境面積要求量、環境収容能力要求量）の大きさは、1970年代中心

頃より、地球の生産可能な土地・水域面積を上回り始め、1997年時点で、その超過幅は、約30％に達している。

＊面積単位（AreaUnits，略してＡＵ）について。

１面積単位［ＡＵ］は，世界平均の土地生産性を持つ土地水域面積１ヘクタール［ha］に相当する面積である。

(出典：ＷＷＦ；International，ＵＮＥＰ他。 (2000年刊)，LivingP1anetReport2000． p，１，Figura2）

作
し
た
『
地
球
白
書
』
（
二
○
○

○
年
放
映
）
で
も
、
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
研
究
成

果
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
プ
ロ

ロ
ー
グ
と
第
一
回
）
。
そ
れ
に
よ

る
と
「
ア
メ
リ
カ
人
と
同
様
の
生

活
を
地
球
の
人
間
全
員
が
行
な
え

ば
、
人
口
が
九
十
億
人
に
達
す
る

今
世
紀
中
ご
ろ
に
は
地
球
が
五
個

以
上
必
要
と
な
る
」
と
い
う
予
測

が
な
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
｜
年

一
月
に
は
、
兵
庫
県
の
関
西
学
院

干
刈
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
た

環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
に
関
す
る
日
本
初
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
自
身
、
こ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
実
際
の
政
策
評
価
に
使
え

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
模
索
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
『
環
境
白
書

（
総
説
）
』
一
九
九
六
年
版
と
一

九
九
九
年
版
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
二
○
○
○
年
九
月

か
ら
環
境
省
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
貿

易
の
自
由
化
と
環
境
影
響
評
価
手
法
検
討

会
」
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

の
専
門
家
が
招
聰
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
と
投

資
の
自
由
化
が
環
境
に
与
え
る
負
荷
や
影
響

を
こ
の
指
標
で
測
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

そ
の
検
討
会
で
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。
農
水
省
の
農
業
総
合
研
究
所
も
二
○
○

○
年
三
月
に
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

る
。
日
本
政
府
が
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト
の
政
策
へ
の
応
用
可
能
性
を
理
解

し
て
い
る
証
拠
で
あ
ろ
う
。

世
界
的
に
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
研
究
は
、
二
○

○
○
年
一
○
月
に
公
刊
さ
れ
た
口
雪
目
、

四
四
口
の
（
因
：
Ｃ
１
ｇ
ｇ
・
で
あ
ろ
う
。
こ
の

報
告
書
は
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
、
罰
の
：
陣
巳
ロ
、
■
８
日
の
、
、
（
「
進
歩

を
再
定
義
す
る
」
と
い
う
名
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
）
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
野
生
保
護
基
金
）
等
に

よ
る
国
際
共
同
研
究
報
告
で
あ
る
（
図
３
、

お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
”
ヨ
ョ
ミ
・
で
：
』
Ｐ

Ｃ
愚
へ
］
旨
漏
己
］
目
の
←
へ
ご
］
弓
ｇ
へ
参
照
）
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
人
間
経
済
活
動
全
体
の
エ
コ
ロ

3‘



地球の環境収容能力と経済の最適規模

こ
の
ま
ま
で
は
地
球
の
生
態
系
の
元
本
部

分
は
減
少
し
続
け
、
地
球
の
生
命
維
持
シ
ス

テ
ム
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
経
済
発
展
し
よ
う
に
も
、
そ
も
そ
も

第
一
番
目
に
重
要
な
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
は
話
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
研
究
結
果
か
ら
導
か
れ
る
政
策
含

意
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

の
超
過
分
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
。
す
な

わ
ち
、
地
球
生
態
系
に
負
わ
せ
す
ぎ
て
い
る

環
境
負
荷
を
ど
う
減
ら
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
、
国
家
や
地
域
の
最
重
要
課
題
と
な

る
べ
き
と
い
う
こ
と
だ
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
が
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
必
ず
し
も
生
活
の
質
が

下
が
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
下
げ
つ
つ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
、
既
に
地
球

上
の
生
産
可
能
な
陸
地
・
水
域
総
面
積
の
一

・
三
○
倍
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
人
類
全
体
と
し
て
の
資
源
消
費
量
は
地

球
生
態
系
の
再
生
・
処
理
能
力
と
の
バ
ラ
ン

蝋
１
１

‐
宮

色
目も
、
生
活
の
質
や
豊
か
さ
を
維
持
し
て
ゆ
く

こ
と
も
可
能
だ
。
い
い
例
が
北
欧
や
ド
イ
ツ

で
広
が
り
つ
つ
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
だ
。
例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ベ
ク

シ
ョ
ー
市
で
は
、
’
九
九
六
年
に
「
化
石
燃

料
ゼ
ロ
宣
言
」
を
発
表
し
、
二
○
一
○
年
ま

で
に
一
人
当
た
り
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
半

分
に
す
る
計
画
を
実
行
し
て
い
る
。
高
い
生

活
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
地
域
暖
房

等
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
環
境
負
荷

を
大
幅
に
減
ら
し
始
め
て
い
る
（
飯
田
二
○

○
○
年
）
。
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
に

よ
れ
ば
、
一
般
に
化
石
燃
料
・
原
子
力
な
ど

の
環
境
負
荷
が
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
よ
り

も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
よ
る
雇
用
創

出
力
が
高
い
。
従
っ
て
、
社
会
全
体
の
エ
ネ

ス
を
欠
い
て
お
り
、
超
過
幅
は
少
な
く
と
も

三
○
軒
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
経
済
に
よ
る
環
境
負
荷
の
大
き
さ
が
適

正
規
模
よ
り
三
割
ほ
ど
過
大
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

」ｒ＆Ｉｙ６Ｎ少▽岼畿？抄レーート僻，Ｈ凸声船股や』］・＃」塵ｕｆ』ロ・－句ｆ｜『・朏旦千１ｓｆ号・叫塗計〉むく恥

ル
ギ
ー
構
造
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
が
増
え
る
と
同
時

に
環
境
負
荷
が
下
が
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の

効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
（
ブ
ラ
ウ
ン

二
○
○
○
年
）
。
化
石
燃
料
な
ど
の
炭
素
系

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
水
素
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
も
重
要
で
あ
る
。
燃
料
電
池
技
術
の
一

日
も
早
い
普
及
が
望
ま
れ
る
。

原
子
力
発
電
は
、
発
電
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
は
僅
か
か
も
知
れ
な
い
が
、
核
燃
料

製
造
や
輸
送
、
核
廃
棄
物
処
理
と
保
管
の
た

め
に
化
石
燃
料
を
大
量
に
消
費
し
て
い
る

（
室
田
一
九
七
九
年
）
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

核
技
術
は
放
射
性
物
質
を
地
下
か
ら
掘
り
起

こ
し
危
険
な
核
廃
棄
物
を
地
表
周
辺
に
拡
散

さ
せ
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
（
高
木
二

○
○
○
年
）
。
そ
の
意
味
で
原
始
地
球
へ
の

回
帰
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
す
る

政
策
を
堅
持
し
て
い
る
の
は
先
進
国
で
は
日

本
だ
け
で
あ
り
世
界
の
笑
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
で
の
下
請
け

労
働
者
の
被
爆
の
実
態
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す

る
電
力
会
社
の
反
社
会
的
犯
罪
、
お
よ
び
そ

れ
を
黙
認
し
て
い
る
日
本
政
府
の
罪
は
白
日
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の
も
の
と
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
（
藤
田
一
九

九
六
年
、
広
瀬
他
二
○
○
○
年
）
。
原
発
推

進
を
理
論
的
に
後
押
し
す
る
研
究
者
た
ち
の

視
点
の
狭
さ
、
分
析
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
寡
少

さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
放
射
能
汚
染
な
ど
原

発
の
環
境
影
響
は
多
岐
に
わ
た
る
の
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
デ
ー
タ
だ
け
を
提
示
し
、

原
発
は
環
境
に
優
し
い
な
ど
と
結
論
づ
け
る

論
法
だ
（
高
木
二
○
○
○
年
）
。
な
ん
た
る

論
理
の
稚
拙
さ
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

彼
ら
は
白
血
病
で
亡
く
な
っ
て
い
く
原
発
労

働
者
の
こ
と
や
、
ウ
ラ
ン
採
掘
時
や
原
発
事

故
に
よ
り
被
爆
す
る
住
民
の
苦
し
み
を
理
解

す
る
共
感
力
に
欠
け
て
い
る
。
自
ら
が
間
接

的
に
荷
担
す
る
放
射
能
に
よ
る
健
康
障
害
と

環
境
悪
化
は
、
い
ず
れ
自
分
や
遺
伝
子
そ
し

て
孫
子
た
ち
に
も
降
り
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
の
だ
と
い
う
こ
と
す
ら
も
想
像
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
と
こ
ろ
人
類
は
強
力
な
武
器
を
手
に

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
類
同
士
の
殺
戦
件
数

を
急
増
さ
せ
て
い
る
。
無
駄
な
殺
し
合
い
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
実
を
見

た
だ
け
で
も
人
類
は
進
化
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
い
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
本

稿
で
見
た
よ
う
に
宇
宙
論
的
・
地
球
史
的
な

観
点
か
ら
見
て
も
、
人
類
は
進
化
と
は
逆
の

方
向
に
歩
ん
で
い
る
よ
う
な
の
だ
。
こ
の
潮

流
を
逆
に
戻
す
た
め
に
は
、
従
来
隅
に
追
い

や
ら
れ
て
い
た
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
や
エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
経
済
学
の
よ
う
な
包
括
的
に
も

の
を
見
る
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
経
済
学
が

政
策
決
定
に
応
用
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
世
界
的
に
み
る
と
日
本
に
お
け
る

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
の
政
策
へ
の
応
用
は

遅
れ
て
い
る
。
環
境
分
野
に
限
ら
ず
日
本
に

は
、
時
々
刻
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
最

新
の
科
学
的
知
見
が
実
際
の
製
作
に
反
映
さ

れ
に
く
い
社
会
・
政
治
構
造
が
は
び
こ
っ
て

い
る
。
そ
の
典
型
が
水
俣
病
事
件
や
薬
害
エ

イ
ズ
事
件
で
あ
る
。
最
新
の
科
学
的
知
見
が

社
会
全
体
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
効
に
利

用
さ
れ
な
い
社
会
構
造
、
そ
し
て
論
理
の
整

合
性
や
道
理
よ
り
も
古
く
か
ら
の
「
し
が
ら

み
」
が
無
理
や
り
通
っ
て
し
ま
う
制
度
的
疲

労
こ
そ
、
本
邦
の
国
際
的
評
価
や
株
価
下
落

の
最
大
要
因
の
一
つ
と
筆
者
は
考
え
る
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経
済
学
が
日
本
で
普
及
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
経

済
学
の
教
育
・
研
究
を
担
う
後
継
者
の
育
成

が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
大
学
・
大
学

院
レ
ベ
ル
で
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
立
ち
上

げ
が
必
要
だ
。
新
し
い
世
界
観
（
パ
ラ
ダ
イ

ム
）
で
経
済
を
観
察
し
分
析
す
る
人
材
の
育

成
は
、
既
存
の
経
済
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
部

分
的
変
更
だ
け
は
難
し
い
。
ま
た
研
究
体
制

で
重
要
な
こ
と
は
、
経
済
学
と
生
態
学
、
農

学
、
林
学
、
水
産
学
、
地
球
物
理
学
、
熱
力

学
、
環
境
工
学
、
人
類
学
、
倫
理
学
な
ど
の

諸
学
問
体
系
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構

築
で
あ
る
。
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Ｉ
二
○
○
一
年
一
月
か
ら
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
新
し
い
事
務
局
長
に
就

任
し
た
ト
ラ
ャ
・
オ
ベ
イ
ド
女
史
が
、
就
任

後
初
め
て
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次

長
と
共
に
日
本
を
公
式
訪
問
し
、
二
月
十
三

日
、
参
議
院
議
口
臭
云
館
議
員
第
一
会
議
室
で
開

か
れ
た
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
）
役
員
会
に
出
席
、
就
任
挨
拶
を
し
た
。

同
懇
談
会
に
は
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事

長
（
農
林
水
産
大
臣
）
、
清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
事
務
総
長
（
前
環
境
庁
長
官
）
、
大
渕

絹
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
ら
が
出
席
し
た
が
、
オ

ベ
イ
ド
女
史
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
が
三
％

カ
ッ
ト
さ
れ
た
な
か
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
へ
の

拠
出
金
が
削
減
さ
れ
ず
、
最
大
の
ド
ナ
ー
国

と
し
て
支
援
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
は
、
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
お
陰
で

あ
り
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
、
と
感
謝

口
舌
窪
議
巨
頁
懇
談
会
役
員
と
の
懇
談
〈

已
呂
『
］
Ⅶ
Ｊ
酢
．
、
■
■

の
言
葉
を
述
べ
た
。
ま
た
議
員
活
動
支
援
の
た

め
新
た
に
設
立
さ
れ
た
信
託
基
金
に
関
し
て
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
で
の
国
会
議
員

活
動
に
有
効
に
活
用
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
と
し
て
今
後
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
「
今
後
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
す

べ
て
の
国
に
お
い
て
活
動
を
展
開
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
と
唯
一
の
人
口
分
野
に
お
け
る
基

金
と
し
て
資
金
援
助
活
動
を
続
け
て
い
く
。
特

に
市
民
社
会
と
政
府
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
。
東
と
西
を
融
合
さ
せ
、
世
界

全
体
の
普
遍
的
価
値
で
あ
る
国
際
人
口
・
開
発

会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
実
行
に

移
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

さ
ら
に
二
九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
た
国

連
人
口
特
別
総
会
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
、
思

春
期
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
、
男
性
の
責
任
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
が
新
た
な
人
口
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
二
○
○
○
年
の
国
連
ミ
レ

ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
に

そ
っ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
妊
産
婦
死
亡
率
の

低
下
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
の
予
防
、
思
春
期
の

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
女
子
の
教

育
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
の
予
算
は
、
七
○
％
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
・
ヘ
ル
ス
に
、
二
○
％
が
人
口
と
開
発
に
、

五
％
が
ア
ド
ポ
カ
シ
ー
活
動
に
、
そ
し
て
残
り

が
高
齢
化
問
題
や
途
上
国
で
の
情
報
収
集
・
分

析
な
ど
新
た
な
分
野
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
百
三
十
八
カ
国
に
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
代
表
を

置
き
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
小
さ
な
機
関
な

の
で
今
後
活
動
の
量
を
拡
大
す
る
の
で
は
な
く

質
を
高
め
、
他
の
国
連
関
係
諸
機
関
と
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

三
十
年
間
活
動
を
続
け
て
き
た
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
は
い
ま
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

過
去
の
経
験
と
業
績
の
上
に
立
っ
て
オ
ベ
ィ

ド
女
史
は
次
の
五
点
に
つ
い
て
内
部
改
革
を

し
た
い
と
指
摘
し
た
。

Ｈ
明
確
な
目
標
を
持
ち
、
成
果
を
出
す
。

□
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
評
価
・
改
善
し
、

新
た
な
枠
組
み
に
反
映
さ
せ
る
。
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JＰＦＰ役員会（オベイドＵＮＦＰＡ事務局長との懇談会）

曰
今
後
一
一
’
三
年
以
内
に
、
約
四
○
％
の

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
職
員
が
定
年
を
迎
え
る
た

め
、
若
い
世
代
へ
の
引
継
ぎ
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
人
的
資
源
活
用
の
た

め
の
戦
略
を
作
る
。

囚
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
持
っ
て
い
る
知
識
を
分

か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
様
、
Ｉ
Ｔ
の
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
る
。

因
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
持
っ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
良
い
形
で
伝
え
て
い
く
。

懇
談
で
は
大
渕
絹
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
が
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
今
後
の
支
援
予
算
の
見
通
し

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
オ
ベ
イ
ド
女
史
は
①

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
が
す
で
に
大
幅
な
拠
出
増

額
を
提
示
し
て
い
る
、
②
単
年
度
予
算
か
ら

四
年
度
に
わ
た
る
多
年
度
予
算
を
コ
ミ
ッ
ト

し
て
も
ら
う
、
③
各
国
政
府
だ
け
で
な
く
、

ビ
ル
ゲ
イ
ッ
、
タ
ー
ナ
ー
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
、

パ
ッ
カ
ー
ド
な
ど
の
財
団
か
ら
の
資
金
援
助

を
受
け
る
、
④
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
国
の
途
上

国
か
ら
小
額
で
も
資
金
援
助
を
し
て
も
ら

う
。
既
に
百
二
カ
国
で
実
現
し
て
い
る
が
、

二
○
○
二
年
に
は
百
十
カ
国
を
目
標
に
す

る
。
⑤
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
新
た
な
資
金
援
助
国

の
開
拓
な
ど
、
拠
出
金
増
額
が
見
込
め
る
エ

リ
ア
を
拡
大
し
て
、
財
政
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
語
っ
た
。

清
水
嘉
与
子
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
事
務
局
長
は
、
二

○
○
四
年
に
迎
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
Ⅲ
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
オ
ベ
イ
ド
女
史
は
、
「
二
○

○
四
年
に
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
持
つ
こ
と

は
決
定
し
て
い
る
が
、
議
論
の
蒸
し
返
し
で

は
な
く
、
各
国
と
の
政
府
間
交
渉
を
行
な

い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
開
く
か
、
協
議
を
急

ぎ
た
い
。
世
界
は
い
ま
高
齢
化
問
題
や
人
口

移
動
な
ど
新
し
い
大
き
な
問
題
が
出
て
お

り
、
大
臣
ク
ラ
ス
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議

の
開
催
も
一
案
で
あ
る
。
四
月
に
開
か
れ
る

“
人
口
・
開
発
委
員
会
”
で
何
ら
か
の
結
果

が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
交
渉
し
た
く
な
い
、
と
い
う
空
気
が
強

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
会
議
開
催
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
る
。
事
業
実
施
に
金
を
使
う

の
か
。
会
議
に
金
を
か
け
る
の
か
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

へ
の
負
担
や
準
備
の
負
担
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

検
討
、
ホ
ス
ト
国
の
多
額
の
費
用
負
担
を
考

え
る
と
地
域
の
テ
ー
マ
ご
と
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
う
。
」
と
語
っ
た
。
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は
約
百
名
の
聴
衆
者
が
集
ま
り
、
日
本
及
び

ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
の
構
築
・

発
展
に
関
す
る
議
論
に
熱
心
に
耳
を
傾
げ
た
。

ま
ず
「
西
欧
諸
国
に
お
け
る
年
金
制
度
改

革
の
動
向
Ｉ
公
的
年
金
と
企
業
年
金
の
新
し

い
試
み
ｌ
」
に
つ
い
て
米
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
レ
イ
ン

教
授
が
講
演
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
を
例
に

挙
げ
、
老
齢
年
金
に
焦
点
を
当
て
た
年
金
改

革
に
つ
い
て
次
の
様
に
説
明
し
た
。

一
月
二
十
一
一
一
日
、
国
立
社
会
保
障
・
人
ロ

問
題
研
究
所
主
催
、
「
第
五
回
厚
生
政
策
セ

ミ
ナ
ー
”
ア
ジ
ア
と
社
会
保
障
」
が
国
連
大

学
・
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に

多
く
の
国
は
、
現
在
高
齢
化
、
労
働
市
場

の
変
化
、
福
祉
国
家
の
役
割
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
に
伴
い
、
年
金
改
革
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
最
近
の
構
造
改
革
の
構
想
は

積
立
式
を
対
策
の
鍵
と
し
て
お
り
、
国
の
勘

定
を
運
用
す
る
機
関
と
し
て
政
府
も
選
択
肢

年
金
改
革
を
迫
ら
れ

る
各
国

に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
管
理
・
運
営
を
企
業
に
任
せ
る
雇

用
型
企
業
年
金
の
導
入
（
公
的
・
私
的
）
も

考
え
得
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
で
は
企
業
に
よ
る
従
業
員
の
た
め

の
企
業
年
金
の
提
供
を
法
令
で
義
務
付
け
た

が
、
義
務
化
以
外
に
も
政
府
が
税
制
優
遇
措

置
を
行
う
こ
と
で
自
主
的
企
業
年
金
の
導
入

を
奨
励
で
き
る
。
た
だ
し
、
税
収
入
を
財
源

と
す
る
一
律
給
付
の
公
的
制
度
の
採
用
は
、

必
ず
し
も
補
完
的
な
公
的
・
私
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
発
展
す
る
と
い
う
従
来
の
見
解
は
支
持

し
難
く
、
公
的
な
雇
用
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
私

的
な
そ
れ
と
の
関
係
パ
タ
ー
ン
は
未
だ
発
展

途
上
に
あ
る
事
を
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

続
い
て
、
高
山
憲
之
・
一
橋
大
学
経
済
研

究
所
教
授
が
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
年
金

制
度
改
革
の
動
向
」
に
つ
い
て
講
演
。
ア
ジ

ア
の
年
金
制
度
を
、
制
度
の
適
用
範
囲
、
給

付
設
計
や
年
金
財
政
方
式
の
選
択
、
効
率
的

か
つ
公
正
な
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
一
一
点
に
注
目

し
て
講
演
し
た
。
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アジアと社会保障/年金問題など／〈第５回厚生政策セミナー＞開く

老
齢
期
の
所
得
を
確
保
す
る
に
は
、
個
人

が
貯
蓄
を
積
上
げ
る
等
の
”
自
助
努
力
タ
イ

プ
〃
や
複
数
の
人
間
が
集
ま
っ
て
リ
ス
ク

プ
ー
ル
の
仕
組
み
（
民
間
の
保
険
シ
ス
テ
ム

や
各
種
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
利
用
す
る

方
法
も
含
む
）
を
活
用
し
て
い
く
方
法
に
大

別
さ
れ
る
。
”
自
助
努
力
“
は
そ
れ
だ
け
で

老
後
の
所
得
が
安
定
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可

能
で
、
何
ら
か
の
助
け
合
い
の
方
法
を
利
用

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
〃
任
意
“
の
も

の
は
メ
ン
バ
ー
の
集
団
へ
の
帰
属
・
仲
間
意

識
の
強
弱
に
左
右
さ
れ
る
等
、
高
い
水
準
を

維
持
す
る
の
は
難
し
く
、
ま
た
適
用
範
囲
の

限
定
や
所
得
の
保
障
水
準
が
不
安
定
に
な
り

が
ち
で
、
地
域
・
国
家
レ
ベ
ル
で
強
制
力
を

伴
う
、
助
け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ

ア
で
は
公
的
年
金
の
適
用
対
象
と
し
て
非
正

規
労
働
者
、
自
営
業
者
を
ど
の
よ
う
に
扱
う

か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

給
付
の
設
計
方
法
で
は
、
ア
ジ
ア
で
は
曰

老
後
の
所
得
、
自
助
努

力
だ
け
で
は
不
可
能

年
金
の
効
率
的
か
つ
公
正
な
管
理
シ
ス
テ

ム
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
政
府
の
樹
立
・
保
持

本
・
韓
国
・
台
湾
な
ど
給
付
建
て
と
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
掛
金
建
て
が
あ

り
、
欧
米
と
違
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

給
付
建
て
の
場
合
は
、
大
抵
賦
課
方
式
に
基

づ
い
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
高
度

経
済
成
長
期
に
は
給
付
水
準
の
改
善
、
早
期

に
高
齢
者
の
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
人
口
が
少
子
・
高
齢
化
す
れ
ば
危
機

に
陥
り
、
給
付
費
の
抑
制
や
財
源
調
達
・
財

源
切
り
か
え
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
ア
ジ
ア
、
欧
米
諸
国
共
通
の
問
題
で
あ

る
。
一
方
、
掛
金
建
て
は
運
用
利
回
り
の
ポ

ラ
ン
テ
ィ
リ
テ
ィ
や
制
度
運
営
に
か
か
わ
る

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
コ
ス
ト
の
問
題
で
、
年
金
財

政
が
危
機
に
陥
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
「
老

後
所
得
の
安
定
」
は
損
な
わ
れ
や
す
い
。

信
頼
さ
れ
る
政
府
樹

立
と
、
金
融
市
場
の

育
成
が
カ
ギ

す
る
こ
と
、
そ
し
て
高
度
に
発
展
し
た
金
融

市
場
を
育
成
す
る
こ
と
が
鍵
と
な
る
。

第
二
部
「
各
国
の
取
り
組
み
報
告
」
で

は
、
中
華
人
民
共
和
国
、
大
韓
民
国
、
台

湾
、
タ
イ
、
日
本
の
社
会
保
障
の
研
究
者

が
、
自
国
の
社
会
保
障
制
度
の
概
要
、
歴

史
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
国
家

の
財
政
的
理
由
、
社
会
や
人
口
構
造
の
変
化

等
に
よ
っ
て
現
存
の
社
会
保
障
制
度
の
見
な

お
し
が
必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、

大
韓
民
国
、
台
湾
か
ら
の
研
究
者
ら
は
、
両

国
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
発
展
と
民
主
化
運

動
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
、
政
治
団
体
が

政
治
的
影
響
力
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
社
会
福
祉
・
社
会
政
策
を
使
用
し
て
き

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

最
後
に
、
金
子
能
宏
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
社
会
保
障
応
用
分
析
研
究
部

第
三
室
長
の
司
会
の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
移
行
期
経
済
に
あ

る
東
欧
と
中
国
の
比
較
や
、
ア
ジ
ア
型
の
社

会
保
障
モ
デ
ル
の
有
無
な
ど
幅
広
い
問
題
に

つ
い
て
討
議
し
た
。

（
星
合
千
春
）
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二
月
二
十
日
午
後
三
時
か
ら
、
新
宿
・
国

際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
総
合
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

れ
、
ジ
ョ
ン
・
ポ
ン
ガ
ー
ッ
・
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
副
代
表
が
「
二
十
一
世

紀
の
人
口
動
向
と
人
口
問
題
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

ポ
ン
ガ
ー
ッ
博
士
は
①
人
口
増
加
、
②
都

市
化
、
③
計
画
・
計
画
外
出
産
、
④
避
妊
の

選
択
、
⑤
妊
産
婦
死
亡
率
、
⑥
エ
イ
ズ
、
⑦

人
口
の
高
齢
化
、
の
七
つ
の
点
に
注
目
。
ス

ラ
イ
ド
を
使
用
し
な
が
ら
二
十
一
世
紀
の
人

口
問
題
に
つ
い
て
大
要
次
の
講
演
を
行
っ
た
。

国
連
の
最
新
の
推
計
に
よ
る
と
、
昨
年
世

界
人
口
は
六
十
億
に
達
し
た
が
二
十
一
世
紀

半
ば
に
は
九
十
億
に
ま
で
増
加
す
る
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
口
増
加
は
貧
し
い
発

展
途
上
国
、
特
に
ア
フ
リ
カ
地
域
で
起
こ

る
。
一
方
、
欧
米
及
び
日
本
の
様
な
先
進
国

の
人
口
は
安
定
又
は
減
少
す
る
。
ア
プ
リ

過
去
五
十
年
の
間
に
、
特
に
途
上
国
で
避

妊
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ジ
ア
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
一
人
あ
た
り
の

出
生
数
が
六
か
ら
三
に
、
ア
フ
リ
カ
で
は
七

か
ら
五
に
減
少
し
た
。
国
連
は
、
こ
の
傾
向

は
今
後
も
継
続
し
二
○
五
○
年
に
は
全
地
域

で
出
生
数
は
約
二
で
安
定
す
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
避
妊
が
う
ま
く
い
か
ず
に
望

ま
な
い
妊
娠
を
し
て
い
る
者
も
多
く
、
途
上

国
で
は
五
人
に
一
人
は
望
ま
な
い
出
産
を
経

験
し
て
い
る
。
望
ま
な
い
妊
娠
の
結
果
、
望

力
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
進
行
す

る
人
口
増
加
は
、
環
境
破
壊
や
経
済
成
長
の
障

害
と
な
り
、
ひ
い
て
は
教
育
・
保
健
な
ど
に
対

す
る
政
府
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

都
市
化
は
国
家
の
発
展
の
段
階
に
お
い
て

■■■■■

年
間
四
、
五
○
○
万
人
が
巾
坐
絶
、

ｕ
一
．
歩

曙
六
十
万
人
の
妊
婦
が
死
亡

ア
フ
リ
カ
で
は
十
六
人
に
一
人

ま
な
い
出
産
や
人
工
中
絶
が
行
わ
れ
て
お

り
、
中
絶
手
術
の
数
は
、
現
在
世
界
で
年
間

四
五
○
○
万
件
（
途
上
国
三
千
五
百
万
件
、

先
進
国
一
千
万
件
）
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
望
ま
な
い
妊
娠
は
、
女
性
に

避
妊
や
生
殖
に
関
す
る
決
定
権
を
与
え
る
こ

と
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
婚
女
性

が
実
行
し
て
い
る
避
妊
方
法
と
し
て
、
先
進

国
で
は
近
代
的
な
ピ
ル
、
コ
ン
ド
ー
ム
等
の

方
法
や
、
禁
欲
や
性
交
中
断
法
な
ど
の
伝
統

的
な
方
法
が
普
及
し
て
い
る
が
、
途
上
国
で

見
ら
れ
る
現
象
だ
が
、
今
日
発
展
途
上
国
に

お
け
る
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
非

常
に
大
き
く
、
二
○
二
五
年
ま
で
に
は
都
市

人
口
の
方
が
農
村
人
口
を
上
回
る
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
十
一
世
紀
に
見
ら

れ
る
三
十
億
も
の
人
口
増
加
は
主
に
途
上
国

の
都
市
で
起
こ
る
。
し
か
し
、
途
上
国
の
都

市
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
今
後

増
加
し
て
い
く
人
口
を
吸
収
で
き
ず
に
ス
ラ

ム
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■■■■■
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「
別
冊
絶
の
人
口
動
回
と
人
口
間
遇
う
‐
Ｃ
全
遷

ジ
ョ
ン
・
ボ
ン
ガ
ー
ッ
博
士
が
講
演

’
’
’
’
’
８
－ 罰Ｉ
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ジョン・ポンガーツ博士が講演

し
た
理
由
で
死
亡
し
て
い
る
。
妊
産
婦
死
亡

率
は
先
進
国
よ
り
途
上
国
に
多
く
見
ら
れ
、

特
に
ア
フ
リ
カ
で
は
妊
婦
十
六
人
あ
た
り
一

人
が
死
亡
し
て
い
る
。
こ
れ
は
避
妊
サ
ー
ビ

ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
で
望
ま

な
い
妊
娠
を
減
ら
し
、
出
産
前
の
ケ
ア
や
安

全
な
中
絶
手
術
を
提
供
し
、
（
帝
王
切
開
な

ど
）
速
や
か
な
産
科
処
置
を
施
す
こ
と
で
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
女
性
の
不
妊
手
術
や
Ｉ
Ｕ
Ｄ
、
ピ
ル
な
ど

が
広
く
行
わ
れ
伝
統
的
な
方
法
は
あ
ま
り
行

わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
で
は
不

妊
手
術
（
七
五
％
）
が
、
韓
国
で
は
Ｉ
Ｕ
Ｄ

（
約
八
○
％
）
、
日
本
で
は
コ
ン
ド
ー
ム

（
約
八
○
％
）
と
、
国
に
よ
っ
て
は
一
つ
の

避
妊
法
が
普
及
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
国
家
が
家
族
計
画
事
業
で
も
っ

ぱ
ら
特
定
し
た
避
妊
法
の
み
強
調
し
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
セ
ク
タ
ー
で
は
提
供
者
が
そ
の
他

の
避
妊
具
を
人
手
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら

で
あ
る
。
カ
ッ
プ
ル
に
選
択
権
を
与
え
、

様
々
な
避
妊
法
を
併
用
し
て
い
く
方
が
望
ま

し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

毎
年
六
十
万
人
も
の
女
性
が
妊
娠
に
関
連

し
た
理
由
で
死
亡
し
て
い
る
。
妊
産
婦
死
亡

世
界
人
口
は
高
齢
化
の
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
先
進
国
で
多
く
見
ら
れ
、
二
○
五
○
年

ま
で
に
は
六
十
五
歳
以
上
人
口
は
倍
増
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
現
在
途
上
国
で
は
高

齢
化
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
が
、
今
後

一
九
八
○
年
代
以
降
エ
イ
ズ
は
世
界
中
で

蔓
延
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

に
よ
る
と
一
九
九
九
年
現
在
、
世
界
で
約
三

千
四
百
万
人
が
既
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
お

り
、
新
た
に
五
百
四
十
万
人
が
感
染
し
て
い

る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
で
の
エ
イ
ズ
問
題
は
深

刻
で
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
一
五

％
以
上
の
成
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
お

り
、
続
い
て
東
ア
フ
リ
カ
二
○
－
一
五

％
）
、
中
部
ア
フ
リ
カ
（
五
’
一
○
％
）
、
北

ア
フ
リ
カ
（
五
％
以
下
）
の
順
で
広
が
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
様
な
地
域
差
は
、
感
染
が

始
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
普

■■■■■ ■■■■■

高
齢
化
に
備
え
、
医
療
、
年
金
、

雇
用
な
ど
の
政
策
的
対
応
を

エ
イ
ズ
感
染
者
は
三
、
四
○
○
万
人
（
一
九
九
九
年
）

深
刻
な
ア
フ
リ
カ
、
政
府
の
介
入
が
急
務

徐
々
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
人
口

の
高
齢
化
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
経
済
、
社

会
及
び
医
療
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
問
題
を
含
ん

厩
脳
鑪
挫
岬
講
蕊
川
鮒
”

及
度
、
性
行
動
の
違
い
、
性
感
染
症
の
蔓

延
、
割
礼
（
男
性
）
の
慣
習
等
が
影
響
し
て

い
る
。
特
に
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は

エ
イ
ズ
を
理
由
と
す
る
死
亡
は
増
加
し
、
南

部
ア
フ
リ
カ
の
平
均
余
命
は
一
九
八
○
年
以

降
下
が
り
続
け
、
二
○
○
○
年
に
は
ア
フ
リ

カ
全
体
の
そ
れ
よ
り
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。

事
態
を
重
く
見
た
ウ
ガ
ン
ダ
及
び
タ
イ
政
府

は
ハ
イ
リ
ス
ク
行
動
を
減
ら
す
よ
う
に
呼
び

か
け
、
エ
イ
ズ
蔓
延
を
食
い
止
め
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
政
府
の
介
入

は
他
の
国
で
も
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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間
の
二
虻
に
鞘

国
連
経
済
社
会
局
人
口
部
は
一
九
五
○
年

か
ら
世
界
人
口
推
計
を
発
表
し
て
い
る
が
、

こ
の
度
十
六
回
目
と
な
る
二
○
○
○
年
度
版

の
世
界
人
口
推
計
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
三
月
十
九
日
、
国
際
協

力
事
業
団
国
際
協
力
総
合
研
修
所
主
催
で
、

「
二
十
一
世
紀
の
世
界
人
口
動
向
ｌ
最
新
の

将
来
人
口
推
計
を
踏
ま
え
て
ｌ
」
に
つ
い

て
、
講
師
に
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ャ
ミ
ー
国
連
経

済
社
会
局
人
口
部
長
を
招
き
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

シ
ャ
ミ
ー
博
士
は
一
九
七
七
年
か
ら
、
国

人
、
年
金
シ
ス
テ
ム
、
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
シ

ス
テ
ム
、
雇
用
の
提
供
、
同
居
し
て
い
る
家

族
に
対
す
る
補
助
な
ど
が
考
え
う
る
。

発
展
途
上
国
の
人
口
が
増
加
し
続
け
る
に

は
、
出
生
率
が
依
然
人
口
置
き
換
え
水
準
以

上
で
あ
り
、
死
亡
率
の
低
下
、
人
口
構
造
が

若
い
こ
と
に
よ
る
「
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
」
が

’

連
人
口
部
に
勤
務
し
、
’
九
九
四
年
の
国
際

人
口
開
発
会
議
で
は
事
務
次
長
を
務
め
る
な

ど
、
国
際
的
舞
台
で
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

博
士
は
、
「
世
界
人
口
推
計
を
計
算
す
る
上

で
、
必
要
な
材
料
は
、
出
生
率
、
死
亡
率
、

人
口
移
動
の
三
つ
だ
け
で
あ
り
、
世
界
人
口

を
予
測
す
る
こ
と
は
、
明
日
の
天
気
を
予
想

す
る
よ
り
正
確
で
あ
る
」
と
述
べ
、
二
○
○

○
年
度
版
世
界
人
口
推
計
に
つ
い
て
小
道
具

を
使
い
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
た
つ
ぶ
り
に
説
明

し
た
。

二
十
世
紀
は
人
類
始
ま
っ
て
以
来
か
っ
て

原
因
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
家
族
計
画
や

リ
プ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
強
化
、
人
的
資
源
へ
の
投
資
や
女
性
の
地

位
を
向
上
す
る
こ
と
で
出
産
す
る
子
供
の
数

を
減
ら
し
、
思
春
期
の
青
年
達
の
ニ
ー
ズ
に

対
処
し
出
産
時
期
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。

巨
驫

…
…
…

人
口
問
題
は
多
様
だ
が
解
決
方
法
は
各
々

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
軽
減
す
る
に
は
各

国
政
府
や
国
際
社
会
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
介
入
を

実
行
す
る
に
は
財
源
や
政
治
的
意
志
が
欠
如

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
星
合
千
春
）

な
い
ほ
ど
の
人
口
増
加
を
経
験
し
、
二
十
世

紀
初
頭
十
六
億
人
ほ
ど
だ
っ
た
世
界
人
口

は
、
二
十
世
紀
の
終
わ
り
に
六
十
一
億
人
に

達
し
た
。
現
在
、
年
間
一
・
二
％
の
割
合
で

増
加
し
、
年
間
七
、
七
○
○
万
人
が
世
界
人

口
に
加
算
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の
人
口
増
加

の
約
半
分
は
、
人
口
大
国
の
六
カ
国
（
イ
ン

ド
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア
）

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
二
○
五
○
年
ま
で

に
世
界
人
口
は
、
中
位
推
計
で
九
十
三
億

人
、
下
位
推
計
で
七
十
九
億
人
、
上
位
推
計

で
百
九
億
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。前
回
の
一
九
九
八
年
度
版
の
人
口
推
計
と

比
べ
て
、
今
回
の
推
計
で
は
二
○
五
○
年
の

4４
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世
界
人
口
が
四
億
人
ほ
ど
多
く
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
高
出
生
率
を
維
持
す
る
十

六
カ
国
の
出
生
率
水
準
に
依
然
と
し
て
低
下

の
兆
候
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど

比
較
的
人
口
の
大
き
な
国
の
出
生
率
が
上
方

修
正
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
、
説
明
し
た
。

こ
の
推
計
に
よ
る
と
、
特
に
イ
ン
ド
の
人

口
増
加
は
め
ざ
ま
し
く
、
世
界
人
口
増
加
の

約
二
十
一
％
を
も
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
中

国
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
人
口

増
加
と
ほ
ぼ
等
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の
人
口
は
ほ
ぼ
発
展

途
上
国
で
増
加
し
て
い
る
が
、
一
方
で
日
本

を
始
め
と
す
る
先
進
国
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

出
生
率
が
置
換
水
準
以
下
で
推
移
す
る
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
人
口
の
規
模

は
、
今
後
五
十
年
間
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
○
五
○
年
の
日
本
の

人
口
は
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
現
在
よ
り

も
十
四
％
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

世
界
に
は
人
口
が
急
激
に
増
加
す
る
国
も
あ

れ
ば
、
緩
や
か
に
増
加
す
る
国
が
あ
る
が
、

こ
の
違
い
の
原
因
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
が
老
後
の

面
倒
を
み
て
く
れ
る
国
で
は
、
子
ど
も
を
増

や
し
、
子
ど
も
に
投
資
を
す
る
よ
り
も
、
自

分
自
身
の
生
活
改
善
の
た
め
投
資
を
す
る
人

が
増
え
、
出
生
率
が
低
下
す
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
と
、
と
シ
ャ
ミ
ー
博
士
は
説
明
し

た
。少
子
化
が
深
刻
化
す
る
上
、
日
本
な
ど
先

進
国
で
は
人
口
の
高
齢
化
も
進
み
、
平
均
寿

命
も
伸
び
つ
づ
け
て
い
る
。
一
九
九
五
年
’

二
○
○
○
年
の
平
均
寿
命
は
先
進
地
域
で
は

七
十
五
才
で
あ
っ
た
が
、
二
○
五
○
年
ま
で

に
は
八
十
二
才
に
伸
び
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。世
界
の
一
員
齢
者
人
口
は
、
一
一
○
五
○
年
ま

で
に
三
倍
以
上
と
な
り
、
一
一
十
億
人
近
く
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
八
十

才
以
上
の
人
口
増
加
が
め
ざ
ま
し
く
今
後
五

十
年
間
で
五
倍
以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
化
が
一
層
深
刻
化
す
る
た
め
、

年
金
制
度
を
あ
ら
た
め
、
将
来
の
た
め
に
貯

蓄
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
警
告
し
た
。

国
連
の
高
齢
者
人
口
は
六
十
才
以
上
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
改
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
会
場
か
ら
意
見
が
出
た
の
に
対
し
、

シ
ャ
ミ
ー
博
士
は
「
個
人
的
に
は
八
十
才
以

上
に
あ
ら
た
め
直
す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。

ま
た
、
シ
ャ
ミ
ー
博
士
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
の
人
口
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
エ
イ
ズ
の
影
響
は
深
刻
さ
を
増
し
、
ボ

ツ
ワ
ナ
で
は
三
六
％
の
人
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染

し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
し
か

し
、
深
刻
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
影
響
に
も

関
わ
ら
ず
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
エ
イ
ズ
が
深
刻

化
し
て
い
る
国
で
は
、
高
い
出
生
率
の
た

め
、
今
後
も
人
口
増
加
が
続
く
見
込
み
で
あ

る
。
長
期
的
に
は
回
復
に
向
か
う
と
予
想
さ

れ
て
い
る
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
問
題
も
、

ま
だ
短
期
的
に
は
今
後
も
問
題
が
悪
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
警
告
し
た
。

今
後
、
世
界
の
人
口
は
二
十
世
紀
に
体
験

し
た
人
口
が
倍
増
す
る
こ
と
は
な
く
、
世
界

人
口
は
最
高
で
も
百
’
百
十
億
人
ぐ
ら
い
だ

ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀

は
、
二
十
世
紀
と
は
違
っ
た
人
口
構
造
の
変

化
が
起
こ
る
た
め
、
二
十
世
紀
と
は
違
っ
た

政
策
が
必
要
で
あ
る
。
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
ち
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

欲
し
い
と
、
最
後
に
シ
ャ
ミ
ー
博
士
は
訴
え

た
。

（
加
藤
祐
子
）
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人
口
が
減
少
し
て
も
経
済
は
成
長
で

き
る
の
か
。
経
済
企
画
庁
の
「
人
口
減

少
下
の
経
済
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、

古
今
東
西
の
事
例
を
集
め
て
こ
の
疑
問

に
こ
た
え
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
内
容

を
紹
介
す
る
と
－
ｂ

【
ペ
ス
ト
の
大
流
行
】
欧
州
の
人
口

は
十
四
世
紀
に
か
け
て
増
加
し
、
一
三

四
○
年
に
は
推
計
で
七
千
万
－
八
千
五

百
万
人
程
度
に
っ
た
。
そ
の
結
果
、
｜

人
当
た
り
の
耕
地
面
積
は
減
少
、
「
土

地
不
足
・
人
余
り
社
会
」
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
三
四
八
年
か
ら
猛
威
を

ふ
る
っ
た
ペ
ス
ト
で
人
口
は
一
四
○
○

囮
人
口
減
少
問
題
、
歴
史
に
学
べ

四
世
紀
の
日
本
：
土
業
か
ら
情
報
社
会
へ

に
幼
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

年
に
三
千
七
百
万
’
五
千
二
百
万
人
ま

で
減
す
る
。
｜
人
当
た
り
の
耕
地
面
積

は
広
が
り
一
転
し
て
「
土
地
余
り
・
人

手
不
足
社
会
」
に
な
っ
た
。
需
要
の
減

少
で
農
産
物
の
価
格
下
落
す
る
一
方
、

労
働
力
確
保
の
た
め
に
賃
金
は
上
昇
。

生
活
水
準
は
む
し
ろ
改
善
し
た
。

【
江
戸
時
代
の
一
一
一
大
飢
謹
（
き
き

ん
）
】
享
保
・
天
明
・
天
保
の
江
戸
時

代
三
大
飢
饅
が
発
生
し
た
一
七
三
○
’

一
八
○
○
年
に
日
本
の
人
口
は
約
三
千

二
百
万
人
か
ら
一
時
三
千
万
人
を
切
る

ま
で
に
減
っ
た
。
東
北
地
方
は
冷
害
で

打
撃
を
受
け
、
江
戸
・
大
坂
は
人
口
集

中
で
衛
生
状
態
が
悪
化
、
疫
病
が
流
行

し
た
。
だ
が
農
業
生
産
高
は
増
加
し

た
。
千
歯
こ
き
な
ど
の
農
具
や
肥
料
の

発
達
、
品
種
改
良
と
い
っ
た
農
業
技
術

の
革
新
が
あ
っ
た
た
め
だ
。
技
術
進
歩
が

人
口
減
少
を
克
服
す
る
原
動
力
に
な
り
、

生
産
性
の
向
上
は
幕
末
ま
で
続
い
た
。

【
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢

謹
】
’
八
四
六
年
か
ら
一
九
一
○
年
ご

ろ
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
人
口
が
年

率
○
・
九
％
ず
つ
減
っ
た
。
理
由
は
一

八
四
五
’
四
九
年
の
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
飢

饅
」
。
食
べ
る
糧
を
得
よ
う
と
海
外
移

民
が
続
出
、
六
十
年
に
わ
た
っ
て
人
口

減
少
は
続
い
た
が
、
こ
の
間
の
経
済
成

長
率
は
プ
ラ
ス
だ
っ
た
。
五
百
年
前
の

ペ
ス
ト
流
行
時
と
同
様
、
「
土
地
余
り

・
人
手
不
足
」
と
な
っ
て
、
実
質
賃
金

が
上
昇
。
人
手
の
か
か
ら
な
い
畜
産
へ

の
産
業
構
造
転
換
も
進
ん
だ
。

三
九
八
○
年
以
降
の
ハ
ン
ガ

リ
ー
】
八
○
年
以
降
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
は

出
生
率
の
大
幅
な
低
下
と
死
亡
率
の
上

昇
で
人
口
の
自
然
減
が
生
じ
た
。
戦
乱

や
飢
饅
、
疫
病
の
流
行
な
ど
の
外
的
な

シ
ョ
ッ
ク
を
直
接
の
原
因
と
し
な
い

「
初
め
て
の
ケ
ー
ス
」
（
企
画
庁
）
だ

が
、
実
質
成
長
率
は
お
お
む
ね
プ
ラ
ス

を
維
持
し
て
い
る
。
八
○
年
代
半
ば
ま

●
人
口
減
少
問
題
、
歴
史
に
学
べ
６

…
…
…
…
．
．
…
．
４

●
今
年
の
新
成
人
、
耐
万
人
：
…
灯

・
少
子
化
、
国
の
土
台
を
崩
す
…
帆

。
『
貧
困
』
『
飢
餓
』
…
…
や
．
…
柵

●
二
○
三
○
年
の
七
五
歳
以
上

一
九
二
○
万
人
…
…
…
…
…
…
印

。
『
農
業
の
多
面
的
機
能
」
で

一
致
。
…
…
…
・
・
…
…
５

・
睾
串
』
紀
後
、
日
本
人
の
寿
命

鯛
歳
．
…
…
…
…
…
：
５

●
人
口
急
減
、
焦
る
ロ
シ
ア
・
・
…
・
駆

○
外
国
人
労
働
者
に
厳
し
い

風
当
た
り
…
…
…
・
…
…
：
厩
：
…
２ ５

●
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
：
…
…
曲

●
人
ロ
減
少
に
強
い
危
機
感
…
…
開

●
Ｅ
Ｕ
、
少
子
化
で
労
働
力
不
足
４

深
』
刻
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
５

７
１
５

・
少
子
化
で
日
本
人
は
絶
滅
？
・
・
・
５

●
減
少
社
会
の
プ
ラ
ス
面
に
…
…
開

。
「
幻
世
紀
の
日
本
」
巡
り
意
見

１
１
１
７

交
換
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
：
５

●
米
、
ｒ
総
人
口
加
年
で
”
万
人
増

…
…
…
…
…
…
閉

・
二
○
五
○
年
に
は
最
大
伽
億
人

…
…
…
…
…
・
・
・
閉

・
九
年
後
の
毒
エ
界
区
部
単
《
身
タ
ウ

ン
化
進
む
…
…
：
…
・
…
…
…
…
閲

・
イ
ン
ド
大
幅
旧
億
ｍ
万
に
。
中

国
小
幅
に
億
繩
万
に
…
・
…
…
：
閲

杖じ

４６
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成
人
の
日
の
き
ょ
う
八
日
、
全
国
で

百
五
十
七
万
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を

す
る
。
お
酒
も
た
ば
こ
も
自
由
だ
が
、

責
任
も
君
た
ち
の
も
の
に
な
る
。

過去の人口減少事例と経済成長
で
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
増
大
、
九
○
年
代

半
ば
以
降
は
市
場
経
済
化
に
よ
る
技
術

進
歩
が
雇
用
減
を
カ
バ
ー
し
た
。

【
日
本
へ
の
教
訓
】
古
今
東
西
の
人

口
減
少
社
会
の
教
訓
は
何
か
。
一
つ
は

四国

今
年
の
新
成
人
、
伽
万
人

男
性
が
上
回
る

、

労
働
力
が
希
少
に
な
る
こ
と
で
実
質
賃

金
が
上
昇
し
、
生
活
水
準
が
向
上
し
た

り

こ
と
だ
。
ま
た
労
働
力
の
減
少
は
技
術

〈
革
新
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
上
昇
で

補
っ
た
。
た
だ
し
、
産
業
構
造
の
転
換

ら

を
伴
わ
な
い
技
術
革
新
で
は
成
長

は
済

▲
経

に
限
界
が
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本

、
の

算
下

の
江
戸
後
期
は
農
業
の
技
術
革
新

》》》駅蠅鮒赫諏鵬矼葬赫か淋帖鄙
韓
叺
告
に
な
っ
て
工
業
化
を
進
め
て
か
ら

長
庁
醗
だ
。
一
一
十
一
世
紀
の
日
本
は
工
業

識》》鮒舩鮴搾州螂雌挙いゎ罎鐸州
悴
丸
銅
歴
史
は
示
唆
し
て
い
る
。

酸
行
蠅
（
日
本
経
済
新
聞

人
マ
に

二
○
○
｜
・
〒
｜
）

、
ノ

注ｒ
、

総
務
省
統
計
局
の
推
計
に
よ
る
と
、

新
成
人
は
団
塊
の
世
代
が
大
人
に
な
っ

た
一
九
七
○
年
の
二
百
四
十
六
万
人
を

ピ
ー
ク
に
、
少
子
化
を
反
映
し
て
減
り

と
、
ゼ
ロ
歳
児

は
男
一
○
五
対

女
一
○
○
．
か
つ
て
は
、
育
ち
に
く
い

男
児
が
途
中
で
脱
落
、
成
人
年
齢
で
は

男
女
同
数
近
く
に
な
っ
て
い
た
が
、
医

学
の
進
歩
で
男
児
が
早
死
に
な
く
な
っ

た
。
四
十
七
－
五
十
歳
で
男
女
同
数
に

な
り
、
そ
の
後
は
年
齢
と
共
に
女
性
の

数
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
九
十
歳
以
上

で
は
、
男
一
○
○
対
女
三
○
四
と
な

続
け
て
い
る
。

団
塊
世
代
二
世

が
成
人
し
た
九

三
’
九
五
年
に

二
百
万
人
台
の

低
い
ピ
ー
ク
を

描
い
た
後
は
、

一
本
調
子
で
減

少
し
、
二
○
一

○
年
に
は
百
二

十
五
万
人
に
な

る
と
予
想
さ
れ

ゑ

新
成
人
は
、

男
性
の
数
が
女

性
を
絶
え
ず
上

回
っ
て
い
る
。

九
九
年
の
年
齢

別
統
計
に
よ
る

凱
へ
一
勺
し
）
、

２０歳人ロの推移
剴塊世代二十LＭ

『
コ

リ
ー
‐
」

女性

ろ
。
五
十
歳
前
後
で
男
女
の
数
が
逆
転

す
る
の
は
、
た
ば
こ
、
自
動
車
事
故
、

自
殺
な
ど
男
性
の
方
が
危
険
の
多
い
生

活
を
送
っ
て
い
る
た
め
だ
と
さ
れ
る
。

男
性
は
自
重
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（
み
）（
読
売
新
聞
二
○
○
一
・
｜
・
八
）

1１ ！

蝋
鼻

「
』 〕垣（
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人口
変化

－人当た
りの実質
ＧＤＰ

実質
ＧＤＰ

黒死病下の英国
(1348-1500年ごろ） ▲2.0 0.4 ▲0.3

天明飢鐘前後の日本
（1730-1800） ▲0,1 0.3 0.2

ジャガイモ飢鐘後のァ
イルランド

(1846-1910年ごろ）
▲ｑ９ 1．６ 0.7

出生率低下によるハン
ガリー（1980年一現在） ▲0.3 0.9 0.6



人
ロ
減
少
時
代

い
ま
の
出
生
率
が
続
け
ば
、
日
本
の

人
口
は
今
世
紀
末
に
四
千
万
人
余
り
と

三
分
の
一
に
減
り
、
千
年
後
は
八
十
三

人
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
ま
で
は
と

も
か
く
、
二
十
一
世
紀
は
人
口
減
少
の

時
代
で
あ
る
。
少
子
化
対
策
を
強
化

し
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
と
経

済
財
政
構
造
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

昨
年
の
出
生
数
は
や
や
増
え
た
が
、

出
生
率
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
、
七

年
後
か
ら
人
口
が
減
少
す
る
と
推
計
し

て
い
る
が
、
実
際
は
二
年
程
度
早
ま
り

そ
う
だ
。
生
産
年
齢
人
口
（
十
五
’
六

十
四
歳
）
は
、
す
で
に
五
年
前
か
ら
減

少
し
て
お
り
、
今
年
は
三
十
八
万
人
減

る
見
通
し
だ
。

国
連
経
済
社
会
局
は
昨
年
、
日
本
の

労
働
力
人
口
が
今
後
五
十
年
間
に
三
千

万
人
減
り
、
毎
年
六
十
万
人
ず
つ
外
国

人
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
労
働
力
を
維

四回
少
子
化
、
国
の
土
台
を
崩
す

社
ｌ
保
障
の
ス
リ
ム
化
が
急
務

持
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、

移
民
を
増
や
せ
ば
摩
擦
が
大
き
く
な

り
、
今
世
紀
末
に
は
外
国
人
が
日
本
人

よ
り
多
く
な
り
か
ね
な
い
。

人
口
が
減
少
す
る
と
大
都
市
の
過
密
が

解
消
し
て
住
み
や
す
く
な
る
と
い
う
希

望
的
観
測
も
あ
る
が
、
急
激
な
人
口
減

少
は
国
内
需
要
の
減
退
、
経
済
の
失

速
、
財
政
破
た
ん
、
国
民
の
負
担
増
、

国
際
的
地
位
の
低
下
な
ど
、
国
力
の
衰

退
と
社
会
の
混
乱
を
招
く
。

問
題
は
人
口
減
少
社
会
に
ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
（
軟
着
陸
）
で
き
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
よ
う

に
、
安
定
し
た
テ
レ
マ
ー
ク
姿
勢
で
着

地
で
き
る
か
、
空
中
で
失
速
す
る
か
の

違
い
と
い
え
よ
う
。

対
応
策
は
、
ま
ず
出
生
率
低
下
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
今
世
紀

末
の
人
口
は
、
女
性
の
平
均
出
産
数
が

一
・
八
五
人
と
多
く
な
れ
ば
約
九
千
万

人
だ
か
ら
、
平
成
十
一
年
の
一
・
三
四

未
来
を
託
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
が
続
く
場
合
の
四
千
三
百
万
人
に
比

べ
二
倍
以
上
だ
。

本
来
な
ら
、
核
家
族
化
や
女
性
の
社

会
進
出
に
応
じ
て
育
児
支
援
策
を
充
実

す
る
の
が
社
会
保
障
政
策
の
役
割
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
政
府
も
国
民
も
周
辺
諸

国
の
顔
色
を
う
か
が
っ
た
り
、
男
女
平

等
を
は
き
ち
が
え
た
り
、
長
期
的
な
見

通
し
を
欠
い
た
り
し
て
、
結
果
的
に
国

の
土
台
を
崩
し
て
き
た
。

少
子
化
対
策
の
目
的
は
、
子
育
て
の

障
害
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の

社
会
保
障
制
度
は
、
長
年
に
わ
た
り
与

党
の
選
挙
対
策
を
優
先
し
て
き
た
結

果
、
給
付
費
の
大
半
が
高
齢
者
に
向
け

ら
れ
、
年
金
、
医
療
、
介
護
と
も
国
際

的
に
み
て
高
水
準
だ
。

先
進
国
に
共
通
の
現
象
だ
が
、
社
会

保
障
が
充
実
す
る
と
少
子
化
が
進
む
。

子
育
て
に
苦
労
す
る
よ
り
人
生
を
楽
し

み
な
が
ら
貯
蓄
し
、
老
後
は
他
人
の
子

が
支
え
る
社
会
保
障
も
あ
る
と
い
う
安

易
な
考
え
が
強
ま
る
か
ら
だ
。
い
つ
ま

で
も
親
に
寄
生
す
る
”
パ
ラ
サ
ィ
ト
シ

ン
グ
ル
〃
も
そ
の
一
種
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
子
供
を
育
て
る
喜
び
や
楽
し

み
は
大
き
い
。
し
か
し
、
身
体
的
経
済

的
な
負
担
、
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し

に
く
い
職
場
環
境
な
ど
が
少
子
化
を
加

速
し
て
い
る
。

介
護
に
続
き
育
児
の
社
会
化
が
必
要

だ
。
次
世
代
の
た
め
の
費
用
だ
か
ら
、

つ
け
を
残
す
と
い
う
批
判
は
的
外
れ

で
、
日
本
の
未
来
に
希
望
を
託
す
明
る

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
る
。
そ
の
意
味

で
も
、
今
月
か
ら
育
児
休
業
給
付
が
給

料
の
二
五
％
か
ら
四
○
％
へ
引
き
上
げ

ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
発
足
で
役
所

の
縄
張
り
が
な
く
な
り
、
育
児
支
援
政

策
が
一
体
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
所
の

時
間
外
や
小
学
校
の
放
課
後
に
子
供
を

預
か
っ
た
り
、
保
育
所
へ
送
迎
す
る
相

互
援
助
組
織
で
、
援
助
を
受
け
た
い
人

と
援
助
し
た
い
人
が
登
録
し
、
報
酬
は

一
時
間
六
百
’
七
百
円
程
度
で
あ
る
。

官
民
一
体
で
総
合
対
策
を

現
在
は
支
援
対
象
を
雇
用
労
働
者
に

制
限
し
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
自
営

業
や
専
業
主
婦
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
保
育
所
に
支
部
を
置
き
、
育

児
相
談
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
て

き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
で
き
る
。

人
口
減
少
時
代
に
備
え
る
も
う
一
つ

の
対
応
策
は
、
年
金
や
高
齢
者
医
療
な
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こゅ－すふぉ－らむ

ど
社
会
保
障
制
度
の
ス
リ
ム
化
で
あ

る
。
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
「
社
会
保

障
構
造
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
有

識
者
会
議
」
は
昨
年
、
①
高
齢
者
と
女

性
の
就
労
を
促
進
し
、
支
え
手
を
増
や

す
②
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
③
高
齢
者
も
応
分
の
負
担
を

分
か
ち
合
う
④
年
金
、
医
療
な
ど
の
給

付
見
直
し
と
効
率
化
で
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
ｌ
と
提
言
し

た
。社
会
保
障
給
付
費
は
今
年
度
の
七
十

八
兆
円
か
ら
平
成
三
十
七
年
度
の
二
百

七
兆
円
へ
約
三
倍
に
増
え
て
い
く
。
こ

の
間
に
生
産
年
齢
人
口
は
千
四
百
万
人

減
る
の
だ
か
ら
、
負
担
増
と
給
付
抑
制

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
や
生
命
科

学
が
進
展
し
、
先
進
国
が
空
前
の
繁
栄

を
輻
歌
す
る
一
方
で
、
発
展
途
上
国
に

は
今
も
雨
露
を
し
の
ぐ
家
す
ら
持
て

ず
、
満
足
に
食
べ
る
こ
と
さ
え
で
き
な

い
人
々
が
大
勢
い
る
。
地
球
の
す
べ
て

の
住
民
が
等
し
く
衣
食
住
を
得
て
、
人

座函

『
貧
困
』
『
飢
餓
』

裏
に
紛
争
、
独
裁

間
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

曰
は
、
い
つ
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
貧
困

と
飢
餓
の
現
状
を
改
め
て
検
証
し
た
。

（
国
際
部
新
居
益
）

見
え
な
い
出
口

は
避
け
て
通
れ
な
い
。
新
た
な
高
齢
者

医
療
保
険
の
創
設
を
柱
と
す
る
医
療
制

度
の
抜
本
改
革
は
今
年
末
が
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
で
、
政
府
与
党
の
責
任
が
問
わ

れ
て
い
る
。
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
を

三
分
の
一
か
ら
一
一
分
の
一
へ
引
き
上
げ

る
に
も
安
定
し
た
財
源
が
必
要
だ
。

経
済
も
財
政
も
人
口
構
造
の
変
化
に

合
わ
せ
て
ス
リ
ム
化
し
な
け
れ
ば
破
た

ん
す
る
。
首
相
が
主
宰
す
る
「
経
済
財

政
諮
問
会
議
」
は
現
実
を
見
据
え
て
日

本
の
将
来
像
と
総
合
的
な
対
策
を
打
ち

出
し
、
官
民
一
体
で
強
力
に
改
革
を
実

行
す
べ
き
だ
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
｜
・
一
・
九
）

世
界
銀
行
が
昨
年
九
月
に
発
表
し
た

Ｆ
Ａ
Ｏ
報
告
を
も
と
に
飢
餓
が
ど
の

よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
地
図
に
落

と
す
と
、
地
域
の
特
徴
が
一
目
り
ょ
う

然
と
な
る
。
目
立
つ
の
は
ア
フ
リ
カ
諸

年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、
一
日
当
た
り

平
均
一
が
（
約
百
二
十
円
）
以
下
の
生

活
費
で
暮
ら
す
「
貧
困
層
」
は
、
世
界

の
総
人
口
約
六
十
億
人
の
二
割
に
相
当

す
る
十
一
億
九
千
八
百
万
人
。
十
年
前

の
調
査
に
比
べ
て
約
千
六
百
万
人
増

え
、
こ
の
十
年
間
で
貧
困
層
が
微
増
し

て
い
る
状
況
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ

Ｏ
）
が
昨
年
十
月
に
発
表
し
た
一
世
界

の
食
糧
不
安
情
勢
２
０
０
０
」
に
よ
る

と
、
発
展
途
上
国
で
軽
い
運
動
を
行
う

の
に
必
要
な
栄
養
を
摂
取
で
き
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
飢
餓
人
口
」
は
七
億
九
千

二
百
万
人
。
一
九
九
○
年
代
以
降
、
毎

年
八
百
万
人
弱
ず
つ
減
少
し
て
お
り
、

二
○
三
○
年
に
は
四
億
人
に
減
少
す
る

と
予
測
し
て
い
る
。

二
つ
の
報
告
を
総
合
す
る
と
、
食
糧

増
産
や
人
口
増
加
の
抑
制
な
ど
が
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
は
い
え
、
貧

困
層
と
飢
餓
人
口
の
撲
滅
は
、
ま
だ
遠

い
道
の
り
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

格
差
く
っ
き
り

国
だ
。
多
く
の
国
で
国
民
の
妬
％
以
上

が
飢
餓
に
陥
っ
て
い
る
。
ソ
マ
リ
ア
で

は
飢
餓
人
口
が
市
％
に
、
エ
リ
ト
リ
ア

で
は
閉
％
に
上
っ
て
い
る
。

飢
餓
に
苦
し
む
人
た
ち
が
、
一
人
当

た
り
一
日
で
何
キ
ロ
．
糟
不
足
し
て
い
る

か
を
示
す
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ソ
マ
リ

ア
（
四
百
九
十
キ
ロ
．
贈
）
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
（
四
百
二
十
キ
ロ
．
糟
）
、
ブ
ル
ン
ジ

（
四
百
十
苛
・
悟
）
な
ど
、
サ
ハ
ラ
以

南
の
計
十
九
か
国
で
三
百
キ
ロ
．
槽
（
ご

飯
二
ぜ
ん
分
）
以
上
が
不
足
し
て
お

り
、
飢
餓
の
深
刻
さ
が
際
立
つ
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
一
九
六
○
年
代
以

降
、
食
糧
増
産
に
成
功
し
た
ア
ジ
ア
は

比
較
的
明
る
い
色
調
だ
。
合
わ
せ
れ
ば

世
界
人
口
の
三
分
の
一
以
上
に
な
る
中

国
と
イ
ン
ド
が
、
共
に
経
済
成
長
を
続

け
て
い
る
こ
と
も
好
影
響
を
与
え
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
に
飢
餓
人
口
一
人
当
た

り
四
百
八
十
キ
ロ
．
棺
が
不
足
し
て
い
る

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
同
三
百
四
’
十
キ
ロ

・
糟
が
不
足
し
て
い
る
北
朝
鮮
が
、
ア

フ
リ
カ
並
み
に
深
刻
な
飢
餓
状
況
に

陥
っ
て
い
る
の
は
特
異
な
印
象
だ
。

旧
東
側
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
の
東
欧
諸
国
一
が
先
進
国
並

み
に
分
類
さ
れ
た
。
一
方
で
、
ア
ル
メ

ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
タ
ジ
キ
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ス
タ
ン
な
ど
の
独
立
国
家
共
同
体
（
Ｃ

Ｉ
Ｓ
）
諸
国
で
栄
養
不
足
が
目
立
つ
。

灘蕊

蕊

（

ァ
を
佃
醇
に
連
凸

て
、
貧
一
二
の
格
奎

の
拡
大
や
社
会
個

障
制
度
の
機
能
一

全
な
ど
、
様
々
（

問
題
の
存
在
を
一
一

円
・
Ｐ
』
〃
Ｐ
，
１
Ｉ
Ｄ

Ａ
（
Ｕ
釦
、
士
口
宅
電

世
界
に
類
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
む

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
二
十
一
世
紀
に

構
造
的
に
変
化
す
る
。
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
の
う
ち
、
後
期
高
齢
者

と
呼
ば
れ
る
七
十
五
歳
以
上
の
人
口
が

「
人
災
」
の
側
面

飢
餓
の
原
因
は
天
候
不
順
や
生
態
系

の
悪
化
な
ど
自
然
環
境
に
よ
る
側
面
が

大
き
い
。
一
方
で
各
国
の
事
情
を
検
証

す
る
と
、
人
為
的
な
側
面
で
の
共
通
点

も
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。

第
一
に
、
飢
餓
に
苦
し
む
国
の
多
く

が
紛
争
を
抱
え
て
い
る
こ
と
だ
。
コ
ン

ゴ
や
ア
フ
ガ
ン
の
内
戦
、
エ
チ
オ
ピ
ア

と
エ
リ
ト
リ
ア
の
国
境
紛
争
、
自
治
州

帰
属
を
巡
る
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
の
紛
争
な
ど
は
、
そ
の
一
例

だ
。
紛
争
は
働
き
手
を
奪
う
だ
け
で
な

く
、
家
屋
を
破
壊
し
、
食
糧
生
産
に
打

撃
を
与
え
る
点
を
多
く
の
専
門
家
が
指

摘
す
る
。

ま
た
、
大
半
の
国
で
民
主
主
義
が
機

囮

二
○
一
一
一
○
年
の
七
五
歳
以
上

一
九
二
○
万
人

平
均
寿
命
の
伸
び
な
ど
に
伴
っ
て
急
増

し
て
い
く
か
ら
だ
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
に
よ
る
と
、
二
○
○
○
年
の
高

齢
者
人
口
は
約
二
千
百
九
十
万
人
（
高

能
せ
ず
、
独
裁
国
が
多
い
こ
と
も
挙
げ

ら
れ
る
。
九
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学

賞
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン

英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
教
授
は
、
著
書

「
貧
困
と
飢
饅
」
の
中
で
「
世
界
に
お

け
る
飢
饅
の
過
酷
な
歴
史
の
中
で
、
検

閲
を
受
け
な
い
報
道
が
許
さ
れ
た
民
主

的
な
独
立
国
家
に
お
い
て
飢
饅
が
起

こ
っ
た
事
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
指

摘
、
民
主
的
な
政
治
の
存
在
が
飢
餓
問

題
の
解
決
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る

と
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

西
川
潤
・
早
大
教
授
（
開
発
経
済
学
）

も
「
飢
餓
撲
滅
の
た
め
に
は
、
紛
争
を

解
決
し
、
独
裁
国
を
国
際
社
会
に
取
り

込
む
政
治
的
な
努
力
を
続
け
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
・
｜
・
二
十
一
一
一
）
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齢
化
率
ｎ
．
２
％
）
。
六
十
五
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
前
期
高
齢
者
が
、
七
十

五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
よ
り
四
百
十

万
人
ほ
ど
多
い
。

そ
れ
が
二
○
二
○
年
に
は
、
高
齢
者

人
口
約
三
千
三
百
三
十
万
人
の
う
ち
前

期
高
齢
者
と
後
期
高
齢
者
は
拮
抗
し
、

二
○
三
○
年
（
高
齢
化
率
泌
・
０
％
）

に
は
完
全
に
逆
転
す
る
。
こ
の
時
点
で

構
造
的
に
変
化
後
期
高
齢
者
は
千
九
百

匡
立
謎
会
保
障
鍬
米
国
問
宅

一宮

〃
｜
》
Ｅ
寺
徐
α
に
型
米
叫
粧
引
訂
卜
人
、

Ｑ
）
〔
ロ
ロ
平
．
』
丘
，
イ
ー
臣

!|ill
６５~74歳

二
十
万
人
と
今
世
紀
前
半
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
前
期
高
齢
者
を
五
百
七
十
万
人

ほ
ど
上
回
る
見
通
し
だ
。

後
期
高
齢
者
に
な
る
と
医
療
や
介
護

の
必
要
度
が
ぐ
ん
と
高
ま
り
、
費
用
も

増
大
す
る
。
医
療
費
な
ど
の
適
正
化
と

同
時
に
、
社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
な
る
。

い
ま
か
ら
改
革
の
道
筋
を
つ
け
て
お

か
な
け
れ
ば
、
高
齢
化
の
あ
ら
し
は
と

蝋
’２０３０２０』

Ｐ
Ｐ
ｂ
Ｌ 0

「1

１」

て
も
乗
り
切

れ
な
い
だ
る

－
つ
。

（
読
売
新
聞

二
○
○
’

二
・
十
五
）

【
チ
ュ
ー
リ
ヒ
（
ス
イ
ス
）
羽
日
Ⅱ

内
田
健
司
】
半
世
紀
後
の
日
本
人
の
寿

命
は
九
十
三
歳
？
ｌ
・
米
国
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
が
独
自
に
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
日
本
政
府
の
公
式
推
計
よ
り
十
歳

以
上
も
長
生
き
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
二
十
三
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

過
去
の
死
亡
率
な
ど
を
基
に
確
率
的

一
に
推
計
す
る
方
法
で
、
日
本
の
二
○

五
○
年
の
平
均
寿
命
は
、
三
分
の
一
一
の

「
確
率
」
で
九
三
・
二
○
歳
に
な
る
。

逆
に
、
九
十
歳
に
達
し
な
い
確
率
は
六

分
の
一
程
度
し
か
な
い
。

谷
津
義
男
農
林
水
産
相
は
咀
日
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

囲愛函
儂業の多面的

機能｣で一致

半
世
紀
後
、
日
本
人
の
寿
命
冊
歳

米
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
推
計

谷津農水相、
ＥＵと会談

調
査
は
、
先
進
各
国
政
府
は
寿
命
の

延
び
を
過
小
評
価
し
て
い
る
と
の
見
方

か
ら
、
米
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
が
昨
年
ま
で
に
、
日
本
や
英

米
仏
な
ど
先
進
七
か
国
を
対
象
に
実

施
。
当
地
で
開
会
中
の
同
研
究
所
主
催

の
国
際
会
議
に
合
わ
せ
て
、
結
果
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
｜
・
一
・
二
十
四
）

執
行
機
関
で
あ
る
欧
州
委
員
会
の
フ
ィ

シ
ュ
ラ
ー
委
員
（
農
業
担
当
）
、
ラ

ミ
ー
委
員
（
通
商
担
当
）
と
相
次
ぎ
会

談
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
農

業
交
渉
で
、
洪
水
防
止
や
土
壌
侵
食
防

止
な
ど
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
含

む
貿
易
外
の
関
心
事
項
に
つ
い
て
も
重

要
性
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
の
認
識
で
一

致
し
た
。
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時
事
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
’
二
・
十
七
）
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ロ
シ
ア
政
界
で
派
手
な
言
動
で
知
ら

れ
る
ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
自
由
民
主
党
党

首
が
最
近
、
ロ
シ
ア
も
一
夫
多
妻
制
を

認
め
る
べ
き
だ
と
提
案
、
議
員
た
ち
を

驚
か
せ
た
。
こ
の
大
胆
な
提
案
は
短
時

間
審
議
さ
れ
た
だ
け
で
廃
案
に
な
っ
た

よ
う
だ
が
、
人
口
急
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
と
い
う
提
案
理
由
に
つ
い
て

は
多
く
の
議
員
が
同
意
す
る
。

ロ
シ
ア
の
人
口
は
一
九
九
二
年
を
頂

点
に
減
少
に
転
じ
、
今
は
一
億
四
千
五

百
万
人
。
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
約
三
百
十

万
人
減
っ
た
。
今
後
も
長
期
的
に
減
少

を
続
け
る
と
の
予
測
が
多
い
。

人
口
減
と
い
え
ば
、
日
本
も
二
○
○
七

年
を
頂
点
に
減
少
に
転
じ
る
見
通
し

で
、
西
欧
諸
国
も
同
じ
道
を
歩
む
。
そ

の
意
味
で
ロ
シ
ア
は
”
先
輩
”
だ
が
、

人
口
減
の
理
由
に
は
大
き
な
違
い
が
あ

る
。日
本
な
ど
で
は
死
亡
率
が
安
定
推
移

す
る
中
で
出
生
率
が
低
下
し
、
人
口
が

減
る
。
だ
が
ロ
シ
ア
で
は
出
生
率
が
急

低
下
す
る
一
方
で
死
亡
率
が
急
上
昇
し

國函
人
口
急
減
、
焦

ｌ
窮
余
の
一

る
ロ
シ
ア

策
、
「
移
民
歓
迎
」
Ｉ

て
い
る
。
出
生
率
と
死
亡
率
の
推
移
を

折
れ
線
グ
ラ
フ
に
表
現
す
る
と
十
字
を

斜
め
に
し
た
形
と
な
る
。
不
気
味
な

一
口
シ
ア
ン
・
ク
ロ
ス
」
と
い
わ
れ
る
。

人
口
減
に
は
ソ
連
崩
壊
に
伴
う
社
会

の
混
乱
が
大
き
く
影
を
落
と
し
て
い

る
。
特
に
死
亡
率
の
急
上
昇
が
国
民
の

不
健
康
化
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と

が
問
題
だ
。
不
健
康
化
を
加
速
し
て
い

る
要
因
に
飲
酒
が
あ
る
。

社
会
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
男

た
ち
の
飲
酒
量
が
大
幅
に
増
え
て
い
る

の
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
四
○
’
六
○

度
の
ウ
オ
ッ
カ
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
ぐ

い
つ
と
あ
お
る
の
が
一
般
的
な
ロ
シ
ア

式
飲
み
方
。
そ
の
た
め
自
制
心
を
な
く

し
、
攻
撃
的
に
な
り
や
す
く
、
そ
れ
が

事
故
、
暴
力
事
件
に
よ
る
死
亡
を
増
や

し
て
い
る
と
の
研
究
が
あ
る
。

不
健
康
化
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題

の
は
ず
だ
。
だ
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

ら
が
人
口
減
を
止
め
る
方
法
と
し
て
最

近
提
唱
し
始
め
た
の
は
移
民
の
受
け
入

れ
。
ソ
連
崩
壊
時
、
ロ
シ
ア
以
外
の
旧

ソ
連
諸
国
に
約
二
千
五
百
万
人
の
ロ
シ

ア
人
が
い
た
。
一
部
は
既
に
ロ
シ
ア
に

移
住
し
た
が
、
ま
だ
多
数
の
在
外
ロ
シ

ア
人
が
い
る
。
そ
の
人
た
ち
を
見
逃
す

手
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
昨
年
十
一
月
、

シ
ベ
リ
ア
の
ノ
ポ
シ
ビ
ル
ス
ク
を
訪

れ
、
「
旧
ソ
連
諸
国
か
ら
の
移
民
を
通

じ
労
働
資
源
を
（
ロ
シ
ア
に
）
呼
び
寄

せ
た
い
」
と
演
説
し
た
。
ノ
ポ
シ
ビ
ル

ス
ク
で
演
説
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ

る
。
シ
ベ
リ
ア
の
遠
隔
地
や
極
東
地
方

は
生
活
環
境
の
悪
化
で
過
疎
化
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
、
人
口
減
を
象
徴
す

る
。
そ
の
一
方
で
中
国
人
の
不
法
滞
在

者
が
増
え
て
い
る
。

大
統
領
発
言
を
受
け
て
フ
リ
ス
テ
ン

コ
副
首
相
も
最
近
、
移
民
歓
迎
を
宣
言

し
た
。
た
だ
し
「
同
化
の
問
題
の
な
い

同
じ
文
化
環
境
の
中
で
育
っ
た
人
た
ち

「
不
法
就
労
外
国
人
は
、
す
べ
て
強

制
送
還
す
べ
き
だ
」
１
．
内
閣
府
が

３
日
付
で
ま
と
め
た
「
外
国
人
労
働
者

巫悪区

外
国
人
医
労
働
者
に
厳
し
い
風
当
た
り

世
論
調
査
で
「
不
法
就
労
者
は
強
心
制
送
還
」

に
我
々
は
関
心
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。
だ
れ
で
も
い
い
の
で
は
な
く
、
在

外
ロ
シ
ア
人
に
来
て
ほ
し
い
の
だ
。

だ
が
移
民
戦
略
に
は
カ
ネ
が
か
か

る
。
国
民
の
三
分
の
一
以
上
が
貧
困
世

帯
と
い
う
状
況
の
中
で
、
ど
れ
ほ
ど
の

移
民
優
遇
策
が
可
能
か
、
疑
問
は
多

い
。
移
民
へ
の
期
待
は
ロ
シ
ア
指
導
部

の
焦
り
を
示
す
。

愛
国
的
な
小
説
家
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー

ッ
イ
ン
氏
は
昨
年
末
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
が
新
国
歌
の
制
定
に
意
欲
を
示
し
て

い
た
時
、
「
多
く
の
人
が
人
生
を
お
う

歌
す
べ
き
時
に
死
ん
で
い
る
。
ど
ん
な

国
歌
が
流
れ
よ
う
と
関
係
な
い
」
と
冷

や
水
を
か
け
た
。
本
筋
の
人
口
減
対
策

は
、
時
間
は
か
か
る
が
社
会
経
済
の
安

定
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
日
本
経
済
新
聞二
○
○
一
・
｜
・
二
十
五
）

問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
、
調
査

に
答
え
た
２
人
に
１
人
が
こ
ん
な
思
い

を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
滞
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政
府
は
情
報
技
術
（
ｌ
Ｔ
）
分
野
の

人
材
輩
出
国
と
し
て
知
ら
れ
る
イ
ン
ド

の
ｌ
Ｔ
技
術
者
に
対
す
る
入
国
規
制
を

緩
和
す
る
こ
と
を
決
め
、
九
日
に
発
表

す
る
。
外
国
人
技
術
者
の
在
留
資
格
は

理
科
系
の
大
卒
者
や
十
年
以
上
の
実
務

経
験
者
に
限
っ
て
与
え
て
い
る
が
、
イ

ン
ド
の
国
家
試
験
合
格
者
に
も
在
留
を

認
め
る
。
企
業
に
よ
る
優
秀
な
人
材
の

獲
得
を
後
押
し
し
て
、
日
本
の
国
際
競

争
力
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。

曰
外
国
人
の
増
加
で
日
本
人
の
雇
用
が

奪
わ
れ
、
治
安
も
悪
化
す
る
と
考
え
る

人
は
前
回
調
査
の
旧
年
前
よ
り
増
え
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
内
閣

府
は
「
景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
難
や
、

外
国
人
犯
罪
多
発
の
報
道
が
反
映
し
て

い
る
の
で
は
一
と
み
て
い
る
。

調
査
は
昨
年
ｎ
月
、
全
国
の
成
人
男

女
３
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
、
回

収
率
は
船
％
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
観
光
客
と
し
て
入
国
し
た
外
国
人

の
不
法
就
労
に
つ
い
て
「
良
く
な
い
」

函

イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者

曰
本
入
国
を
緩
和

新
た
に
在
留
を
認
め
る
の
は
水
準
に

よ
っ
て
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
イ
ン
ド

の
国
家
試
験
「
ド
ア
ッ
ク
」
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ

Ａ
Ｃ
Ｃ
）
の
う
ち
、
上
位
三
試
験
の
ど

れ
か
に
合
格
し
た
技
術
者
。
法
務
省
は

す
で
に
在
留
資
格
を
認
め
る
通
達
を
各

入
国
管
理
局
に
出
し
て
い
る
。
三
つ
の

試
験
の
合
格
者
は
こ
れ
ま
で
に
約
五
千

人
い
る
と
い
う
。

入
国
規
制
の
緩
和
は
両
国
が
九
日
、

経
済
産
業
省
が
所
管
す
る
情
報
処
理
技

と
回
答
し
た
人
は
蛆
・
２
％
と
、
旧
年

前
よ
り
Ⅳ
。
ｌ
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

「
良
く
な
い
が
、
や
む
を
得
な
い
」
は

ｕ
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
の
如
・
４
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
大
都
市
部
（
東
京
都
区
部
と

政
令
市
）
で
は
閉
・
１
％
の
人
が
「
良

く
な
い
」
と
答
え
た
。

「
良
く
な
い
」
理
由
（
複
数
回
答
）

で
は
「
日
本
の
法
令
に
違
反
」
（
卵
・
１

％
）
▽
「
治
安
・
風
紀
が
悪
化
」
（
理
．

４
％
）
▽
「
日
本
人
の
失
業
者
増
」

（
、
・
７
％
）
な
ど
が
、
皿
年
前
に
比

術
者
試
験
の
「
基
本
情
報
技
術
者
試

験
」
（
旧
第
二
種
試
験
）
と
ド
ア
ッ
ク

の
上
か
ら
三
番
目
の
試
験
を
同
じ
水
準

と
相
互
認
証
す
る
こ
と
に
関
連
し
た
措

置
だ
。
平
沼
越
夫
経
済
産
業
相
は
昨
年

十
月
に
、
ア
ジ
ア
で
試
験
の
相
互
認
証
を

進
め
る
穣
憩
を
表
明
し
て
お
り
、
イ
ン
ド

が
第
一
弾
と
な
る
。
今
後
は
タ
イ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
相
互
認
証
す
る
見
通
し
だ
。

試
験
の
相
互
認
証
は
、
国
境
を
超
え

た
技
術
者
の
採
用
や
企
業
間
の
提
携
を

後
押
し
す
る
の
が
目
的
だ
。
企
業
は
国

内
の
試
験
合
格
者
の
能
力
に
照
ら
し

て
、
採
用
に
応
募
し
た
外
国
人
技
術
者

の
水
準
が
分
か
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
一
○
○
｜
・
二
・
九
）

べ
６
～
９
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。
不
法
就

労
者
へ
の
対
応
を
問
う
と
、
前
回
よ
り

随
ポ
イ
ン
ト
多
い
伯
・
６
％
の
人
が

「
す
べ
て
強
制
送
還
す
べ
き
だ
」
と
答

え
、
男
性
で
は
囲
・
５
％
に
達
し
た
。

不
法
就
労
だ
け
で
な
く
、
「
（
外
国
人

の
）
単
純
労
働
者
の
就
労
を
認
め
な
い

現
在
の
方
針
を
続
け
る
べ
き
だ
」
と
考

え
る
人
も
ｎ
．
２
％
と
、
前
回
比
７
．
１

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
。
【
吉
田
啓
志
】

（
毎
日
新
聞
二
○
○
｜
・
二
・
四
）

【
モ
ス
ク
ワ
旧
日
Ⅱ
高
木
桂
一
】
ロ

シ
ア
の
カ
シ
ャ
ノ
フ
首
相
は
十
五
日
の

閣
議
で
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
同
国

の
直
面
す
る
最
も
切
実
な
問
題
の
ひ
と

つ
だ
と
述
べ
、
関
係
閣
僚
に
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
た
。
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
昨
年
七
月
に
行
っ
た
二
○

○
○
年
の
年
次
教
書
演
説
で
、
人
口
問

題
を
例
示
し
て
「
国
家
存
亡
の
危
機

だ
」
と
強
調
、
ロ
シ
ア
が
一
人
口
危

機
」
問
題
に
苦
慮
し
て
い
る
現
実
を
改

め
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

閣
議
で
カ
シ
ャ
ノ
フ
首
相
は
、
「
ロ
シ

ア
の
人
口
は
急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
前

年
比
七
‐
エ
ハ
万
八
千
人
が
減
っ
た
一
九
九

九
年
は
最
悪
の
年
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ

は
止
め
ら
れ
な
い
」
と
指
適
「
人
口
問

題
が
解
決
さ
れ
な
い
な
ら
、
経
済
は
ま
も

な
く
労
働
力
不
足
に
ぶ
ち
当
る
こ
と
に
な

る
」
と
、
強
い
危
機
感
を
表
明
し
た
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
｜
・
二
・
十
六
）

囚團

人口減少に

強い危機感

ロシア首相
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欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
欧
州
委
員
会

は
こ
の
ほ
ど
、
少
子
化
に
伴
う
労
働
力

不
足
深
刻
化
に
対
処
す
る
た
め
、
域
外

か
ら
の
「
優
秀
」
な
移
民
の
積
極
受
け

入
れ
を
盛
り
込
ん
だ
経
済
改
革
案
を
発

表
し
た
。
移
民
の
大
量
受
け
入
れ
で
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
に
成
功
し
た
米

国
が
モ
デ
ル
。
従
来
の
政
策
を
大
き
く

転
換
さ
せ
る
も
の
で
、
三
月
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
か
れ
る
Ｅ
Ｕ
首
脳
会

議
の
主
要
議
題
と
な
る
。
し
か
し
、
Ｅ

Ｕ
が
不
法
移
民
防
止
策
強
化
へ
と
動

き
、
低
賃
金
・
単
純
労
働
へ
の
移
民
活

用
は
回
避
し
た
ま
ま
、
技
術
、
才
能
を

持
つ
者
だ
け
「
選
別
吸
収
」
し
よ
う
と

す
る
政
策
に
、
問
題
点
を
指
摘
す
る
声

も
あ
る
。

（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
三
井
美
奈
）

経
済
改
革
案
は
、
市
場
統
合
を
実
現

し
た
Ｅ
Ｕ
が
二
十
一
世
紀
、
米
国
に
対

抗
す
る
経
済
圏
と
な
る
た
め
の
戦
略

だ
。Ｉ
Ｔ
化
に
重
点
を
置
き
、
百
七
十
万

■函
Ｅ
Ｕ
、
少
子
・
化
で
労
働
力
不
足
Ｔ
深
刻

優
秀
な
移
民
は
積
極
受
け
入
れ

人
と
予
想
さ
れ
る
労
働
者
不
足
を
、
移

民
や
高
齢
者
の
活
用
で
補
う
よ
う
求
め

た
。
欧
州
委
の
プ
ロ
ー
デ
ィ
委
員
長

は
、
「
米
国
に
な
ら
い
、
我
々
も
才
能

あ
る
移
民
を
呼
ぼ
う
」
と
訴
え
た
。

Ｅ
Ｕ
が
政
策
転
換
し
た
の
は
、
近
年

の
経
済
成
長
で
、
産
業
界
か
ら
移
民
導

入
要
求
が
高
ま
っ
た
た
め
。
昨
年
春
の

国
連
報
告
が
「
経
済
力
維
持
の
た
め
、

Ｅ
Ｕ
は
移
民
受
け
入
れ
を
倍
増
さ
せ
る

ＥＵの移民受け入れ数の推移（国連報告より）

０
０
０
０
０
０
０
０

４
２
０
８
６
４
２

１
１
１

冴苫記

■刃

9４９５９６９７９８1９９０９１９２９３

必
要
が
あ
る
」
と
警
告
し
た
こ
と
も
政

策
見
直
し
の
契
機
と
な
っ
た
。

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
推
計

で
は
、
Ｅ
Ｕ
が
一
九
九
八
年
以
降
、
ｌ

Ｔ
分
野
の
人
材
不
足
で
被
っ
た
損
失
は

約
一
千
億
が
（
約
十
一
兆
五
千
億
円
）

に
上
る
。
焦
り
を
強
め
る
独
、
仏
、
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
は
す
で
に
昨
夏
以
降
、
イ

ン
ド
人
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
獲
得
競
争
を
活

発
化
さ
せ
て
い
る
。

移
民
導
入
は
ｌ
Ｔ
分
野
だ
け
で
は
な

い
。
オ
ラ
ン
ダ
や
英
国
は
、
南
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
民
看
護
婦
導
入

を
本
格
化
。
教
員
不
足
が
深
刻
な
英
国

は
、
自
治
体
が
南
ア
か
ら
の
教
員
誘
致

に
乗
り
出
し
た
。

だ
が
、
各
国
の
姿
勢
に
は
、
移
民
を

国
内
経
済
の
”
庸
兵
〃
と
し
て
扱
う
ご

都
合
主
義
が
見
え
隠
れ
す
る
。

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
独
首
相
は
、
「
大

卒
、
年
収
十
万
マ
ル
ク
（
約
六
百
万

円
）
以
上
」
の
Ｉ
Ｔ
移
民
受
け
入
れ
拡

大
を
約
束
す
る
一
方
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
目

指
す
中
・
東
欧
諸
国
に
は
、
大
量
移
民

流
入
へ
の
懸
念
か
ら
「
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
も

当
面
、
人
の
移
動
自
由
化
は
凍
結
を
」

と
注
文
を
つ
け
た
。
極
右
政
党
が
政
権

参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
、
「
健
康

や
語
学
力
を
考
慮
し
、
特
定
分
野
で
期

間
を
限
定
し
て
移
民
を
受
け
入
れ
る
一

（
シ
ュ
ト
ラ
ッ
サ
ー
内
相
）
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

欧
州
は
戦
後
、
ト
ル
コ
や
南
欧
か
ら

の
移
民
労
働
力
を
バ
ネ
に
経
済
再
建
を

実
現
し
た
。
し
か
し
、
東
西
冷
戦
終
結

後
は
、
東
欧
か
ら
再
び
大
量
の
移
民
が

流
入
し
、
Ｅ
Ｕ
は
平
均
約
ｎ
％
の
高
失

業
率
を
抱
え
職
を
奪
わ
れ
る
と
考
え
ら

れ
た
た
め
、
各
国
で
国
民
の
移
民
嫌
い

が
ま
ん
延
し
た
。
移
民
規
制
は
強
ま

り
、
九
○
年
以
降
の
十
年
間
で
、
Ｅ
Ｕ

の
移
民
受
け
入
れ
数
は
半
減
。
反
移
民

感
情
を
背
景
に
極
右
政
党
が
一
部
の
国

で
伸
長
し
た
こ
と
も
あ
り
、
移
民
に
関

す
る
大
っ
ぴ
ら
な
論
議
は
長
く
タ
ブ
ー

だ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
各
国
の
移
民
支
援
団
体
で
作
る

「
反
人
種
差
別
欧
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（
本
部
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
ベ
ラ
・
エ

ヘ
ン
ベ
ー
ル
ガ
ー
代
表
は
、
「
人
口
減

少
を
補
う
た
め
Ｅ
Ｕ
の
移
民
受
け
入
れ

は
避
け
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
現
在
の
各

国
政
府
は
移
民
を
経
済
政
策
の
道
具
と

し
か
見
て
い
な
い
。
移
民
の
社
会
参
加

を
促
す
支
援
体
制
作
り
が
先
決
だ
」
と

話
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
｜
・
二
・
’
一
十
一
）
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児
童
手
当
の
支
給
対
象
を
広
げ
た

り
、
保
育
所
の
充
実
を
急
い
だ
り
。
こ

こ
数
年
、
政
府
は
少
子
化
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
目
立
っ
た
効

果
は
表
れ
て
い
ま
せ
ん
。

人
口
の
再
生
力
を
表
す
に
は
女
性
一

人
が
一
生
の
問
に
産
む
子
供
の
平
均
数

で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
が
使
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
二
・
○
を
下
回
る
と
人
口

の
現
状
維
持
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
少
子
化
の
進
む
日
本
で
は

九
九
年
、
こ
の
数
字
が
一
・
三
四
で
し

た
。こ
う
な
る
と
、
日
本
人
は
”
絶
滅
“

し
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
心
配
に
も
な

１
１
１
１

四
㎡
蕊
舞
議
譲
問
題

計
算
で
は
「
’
一
一
○
○
年
後
で
す
が
．
：

〈
出
生
率
低
下
が
続
く
と
、

日
本
人
は
あ
と
何
年
で
い
な
く
な
る
？
〉

Ⅱ
札
幌
市
、
無
職
、
飯
田
又
慈
さ
ん
の
疑
問

り
ま
す
。
そ
こ
で
九
九
年
と
同
じ
出
生

率
、
死
亡
率
が
続
い
た
場
合
、
計
算
上

日
本
の
人
口
は
ど
う
変
化
す
る
の
か
を

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

聞
き
ま
し
た
。

そ
の
試
算
に
よ
る
と
、
現
在
の
約
一

億
二
千
七
百
万
人
と
い
う
人
口
は
二
十

一
世
紀
末
に
は
四
千
二
百
八
十
二
万

人
、
次
の
二
十
二
世
紀
末
に
九
百
九
十

三
万
人
と
な
り
、
二
十
三
世
紀
末
に
は

二
百
二
十
万
人
、
二
十
四
世
紀
末
に
は

五
十
五
万
人
に
。
そ
し
て
今
か
ら
八
百

三
十
年
後
に
は
千
人
を
割
り
込
み
、
千

三
百
年
後
の
一
一
一
三
○
○
年
に
は
数
字
の

上
で
一
人
を
割
っ
て
、
限
り
な
く
ゼ
ロ

に
近
づ
く
の
だ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
数
字

の
上
の
こ
と
。
実
際
は
出
生
率
も
死
亡

率
も
毎
年
変
化
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

通
り
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外

国
人
の
帰
化
な
ど
別
の
要
因
も
働
く
は

ず
で
す
。
ま
た
、
日
本
大
学
人
口
研
究

所
名
誉
所
長
の
黒
田
俊
夫
さ
ん
（
皿
）

は
「
何
百
年
、
何
千
年
先
を
心
配
す
る

よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
五
十
年
の
年
齢
構

成
の
劇
的
変
化
に
こ
そ
目
を
向
け
る
べ

き
だ
」
と
い
う
意
見
で
す
。

す
で
に
日
本
の
人
口
は
過
去
五
十
年

旨の人ロヒラミミ

寺、【工

蕊欝
PU

B」 』》

蕊鱒し鶴;鍵Ⅲ：

の
間
に
、
高
齢
者
が
少
な
く
若
者
が
多

い
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
」
か
ら
、
両
方
が

ほ
ぼ
同
じ
「
ビ
ア
だ
る
型
」
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
五
十
年
で
、
高
齢
者
が
若

者
の
倍
以
上
と
い
う
「
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
」
へ
と
変
わ
る
は
ず
。
現
在
三
十
歳

の
人
が
八
十
歳
を
迎
え
る
時
、
突
出
し

て
多
く
な
る
と
い
う
”
人
類
史
上
、
例

の
な
い
事
態
“
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
出

生
率
が
多
少
回
復
し
て
も
、
こ
の
シ
ナ

リ
オ
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
。

当
然
、
「
労
働
力
不
足
一
や
「
社
会

nK】、伽

鷺:｣}鍵1111霧iFFT1i；
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保
障
の
負
担
増
」
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
黒
田
さ
ん
は
「
こ
れ
は
私
た
ち
が

長
寿
と
い
う
幸
せ
を
享
受
し
て
き
た
結

果
。
そ
う
し
た
年
齢
構
成
に
合
わ
せ
た

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
こ
そ
必
要
」
と

言
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
が
元
気
に
働

き
続
け
ら
れ
る
条
件
整
備
、
男
性
も
女

Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

山
口
県
東
和
町
は
瀬
戸
内
海
の
西
、

屋
代
島
の
東
端
に
あ
る
。
人
口
約
五
千

四
百
人
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
が
半
数

を
占
め
、
「
高
齢
化
率
日
本
一
の
町
」

と
し
て
名
高
い
。
こ
の
町
の
七
、
八
十

代
に
は
元
気
な
人
が
多
い
。
ミ
カ
ン
の

日
本
の
総
人
口
は
約
一
億
二
千

万
人
を
ピ
ー
ク
に
ま
も
な
く
減
少

に
転
じ
る
。
「
人
口
減
少
社
会
」

の
到
来
は
、
悲
観
的
に
と
ら
え
ら

れ
が
ち
だ
が
、
積
極
的
な
受
け
止

め
方
も
あ
る
。解
説
部
永
峰
好
美

四回

人
口
減
社
会
の
プ
ラ
ス
面

豊
か
さ
を
問
い
直
す
好
機

－
－
己

性
も
働
き
な
が
ら
子
供
を
産
み
育
て
ら

れ
る
職
場
環
境
の
実
現
な
ど
で
す
。

地
球
全
体
で
は
今
世
紀
末
、
人
口
は

百
十
億
人
に
達
す
る
見
通
し
で
す
。
そ

の
時
、
日
本
人
は
ど
ん
な
社
会
を
築
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
｜
・
｜
｜
・
二
十
二
）

手
入
れ
を
し
た
り
、
漁
に
出
た
り
、
生

涯
働
く
人
が
珍
し
く
な
い
。
高
齢
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
六
十
二
万
八
千
円

で
、
全
国
平
均
よ
り
二
割
以
上
も
低
い
。

役
場
が
特
別
な
策
を
立
て
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
や
や
若
い
高
齢
者
が
さ

ら
に
年
配
の
人
の
面
倒
を
み
る
、
ご
く

自
然
な
助
け
合
い
の
つ
な
が
り
が
で
き

て
い
る
。
末
武
靖
さ
ん
（
両
）
は
、
家

電
メ
ー
カ
ー
勤
務
の
経
験
を
生
か
し
、

家
の
中
の
修
理
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引

き
受
け
て
い
る
。
「
い
く
つ
に
な
っ
て

も
、
人
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は

う
れ
し
い
。
生
き
が
い
に
な
つ
ち
よ
る
」

と
話
す
。
高
齢
で
も
元
気
な
住
民
同
士

が
支
え
合
っ
て

公
的
福
祉
を
補

完
す
る
こ
の
町

の
姿
は
、
未
来

へ
の
一
つ
の
ヒ

ン
ト
に
な
り
そ

う
だ
。わ
が
国
の
一

人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
子
供

の
数
を
示
す
合

計
特
殊
出
生
率

は
、
九
九
年
は

一
・
三
四
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、

現
在
の
人
口
規

模
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な

γ
６
１
４
圓
一
７

水
準
（
一
一
・
○

八
）
を
大
き
く
下
回
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
中
位
推
計
で
は
、
二
○
○
七
年
に
日

本
の
総
人
口
は
一
億
二
千
七
百
七
十
八

万
人
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
減
少

を
始
め
、
二
一
○
○
年
に
は
六
千
七
百

万
人
ま
で
減
る
と
さ
れ
る
ｏ
ま
た
、
政

策
研
究
大
学
院
大
学
の
高
齢
社
会
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座
長
・
藤
正
巌
教

授
）
は
、
今
年
二
○
○
｜
年
、
一
億
二

穆
諏
仏

！

千
六
百
五
十
六
万
人
で
現
人
口
を
割
る

と
予
測
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人

口
が
減
少
に
転
じ
る
の
は
ま
も
な
く

だ
。
少
子
化
は
高
齢
化
を
加
速
さ
せ

る
。
人
口
減
少
が
起
こ
っ
て
も
、
六
十

五
歳
以
上
は
二
○
三
○
年
ご
ろ
ま
で
増

え
続
け
る
と
、
藤
正
教
授
は
み
る
。

確
か
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
社
会
に

与
え
る
影
響
と
し
て
は
、
景
気
の
悪
化

や
労
働
力
不
足
に
よ
る
産
業
の
衰
退
、

鍵

ｒ
０
．
１

B､Ｃ６０0０ＢＣ､4000ＢＣ２０００
ＢＣ５０００ＢＯ３０００Ｂ､０１０００

ＡＤ２０００

ＡＤ１０００
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すふお－らむこゆ

社
会
の
活
力
の
低
下
な
ど
か
危
倶
さ
れ

る
。
だ
が
、
よ
り
長
期
的
な
視
野
で
み

る
と
、
別
の
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
例
え
ば
、
持
続
可
能
な
環
境
を
構

築
す
る
う
え
で
プ
ラ
ス
要
因
で
は
あ
る
。

上
智
大
学
の
鬼
頭
宏
教
授
（
歴
史
人

口
学
）
は
、
「
歴
史
的
に
み
で
、
少
子

化
は
異
常
な
出
来
事
で
は
な
い
。
む
し

ろ
死
亡
率
の
低
下
、
長
寿
化
の
代
償
と

し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」

と
指
摘
す
る
。

鬼
頭
教
授
は
、
縄
文
時
代
か
ら
二
十

一
世
紀
に
至
る
日
本
の
人
口
の
推
移
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
過
去
一

万
年
の
間
、
人
口
は
四
回
の
成
長
と
停

滞
を
繰
り
返
し
な
が
ら
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
一
の
停
滞
は
、

狩
猟
が
基
調
の
縄
文
後
期
、
第
二
は
水

稲
農
耕
が
広
ま
っ
た
平
安
時
代
の
十
世

紀
、
第
三
の
停
滞
は
市
場
経
済
化
が
進

ん
だ
江
戸
後
期
の
十
八
世
紀
に
訪
れ
て

い
る
。
そ
し
て
今
、
十
九
世
紀
の
産
業

化
社
会
に
始
ま
る
人
口
増
加
に
歯
止
め

が
か
か
る
第
四
の
落
ち
込
み
が
訪
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
生
活
は
、
道
具
や
技
術
、

制
度
な
ど
様
々
な
要
素
の
組
み
合
わ
せ

で
成
立
し
て
い
る
。
人
類
学
者
の
梅
棹

忠
夫
氏
は
、
こ
れ
を
「
文
明
シ
ス
テ

衆
院
憲
法
調
査
会
（
中
山
太
郎
会

長
）
は
二
十
二
日
、
理
化
学
研
究
所
ゲ

ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
遺
伝
子

構
造
・
機
能
研
究
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
林
崎
良
英
氏

と
、
日
大
教
授
の
小
川
直
宏
氏
（
人
口

経
済
論
）
を
参
考
人
に
招
き
、
「
二
十

一
世
紀
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

林
崎
氏
は
生
命
科
学
へ
の
法
的
規
制

に
つ
い
て
「
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
で
規

制
す
る
と
人
類
の
福
祉
と
反
対
の
方
向
に

ム
」
と
呼
ん
だ
。
鬼
頭
教
授
は
、
一

「
あ
る
文
明
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
完

成
の
域
に
達
す
る
と
、
資
源
や
環
境
な

ど
の
規
制
要
因
が
働
い
て
成
長
、
に
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
る
。
人
口
の
停
滞
は
成
熟

社
会
の
一
側
面
で
、
全
く
新
し
い
制
度
や

技
術
、
意
識
》
表
叩
な
ど
が
な
い
限
り
、
人

ロ
は
増
加
に
転
じ
な
い
」
と
説
明
す
る
。

と
す
る
と
、
今
後
し
ば
ら
く
は
、
二

十
世
紀
の
成
長
の
時
代
の
成
果
を
土
台

に
、
次
な
る
「
文
明
シ
ス
テ
ム
｜
を
模

園
「
Ⅲ
世
紀
の
日
本
」
巡
り
意
見
交
換

衆
院
憲
法
調
査
会
（
中
山
太
郎
会
長
）
で

行
く
」
と
述
べ
個
人
の
尊
厳
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
ふ
ま
え
慎
重
に
臨
む
よ
う
主
張
。

小
川
氏
は
統
計
資
料
を
も
と
に
「
経
済
の

不
安
定
さ
か
ら
く
る
出
産
抑
制
が
小
字
化

の
大
き
な
要
因
」
三
○
○
七
年
の
総
人

口
ピ
ー
ク
査
則
に
企
業
が
投
資
を
抑
え
る

な
ど
し
て
経
済
へ
の
影
響
が
出
る
」
な
ど

と
し
、
早
急
な
政
策
対
応
を
求
め
た
。

調
査
会
は
同
日
の
幹
事
会
で
、
次
回

の
三
月
八
日
に
参
考
人
と
し
て
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
社
長
の
孫
正
義
氏
を
呼
ぶ
こ
と

に
決
め
た
。

索
す
る
時
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
く

の
人
が
「
長
い
老
後
」
を
享
受
す
る
時

代
、
年
齢
に
縛
ら
れ
ず
、
個
人
の
体
力

や
意
欲
な
ど
に
応
じ
た
多
様
な
社
会
参

加
を
認
め
合
う
に
は
ど
う
ず
れ
ば
よ
い

か
仕
組
み
確
立
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

人
口
減
少
は
、
資
源
浪
費
的
な
生
活

様
式
を
点
検
し
、
豊
か
さ
の
価
値
を
問

い
直
す
議
論
の
好
機
で
も
あ
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
｜
・
二
・
十
五
）

ヒ
ト
の
遺
伝
情
報
全
体
で
あ
り
、
塩

基
か
ら
な
る
ゲ
ノ
ム
、
塩
基
配
列
で
種

類
が
決
ま
る
た
ん
ぱ
く
質
、
そ
の
配
列

の
設
計
図
に
あ
た
る
遺
伝
子
。
こ
の
三

つ
を
大
ま
か
に
解
明
す
る
仕
掛
け
は
終

わ
り
、
残
る
は
相
互
関
係
の
研
究
だ
。

こ
の
遺
伝
子
が
な
ぜ
こ
の
病
気
の
原
因

に
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
の
解
明

に
つ
な
が
る
。

製
薬
、
食
糧
、
情
報
な
ど
の
産
業
に

こ
の
研
究
が
爆
発
的
市
場
を
も
た
ら
す

の
は
明
白
で
、
国
際
競
争
に
臨
む
た
め

に
国
と
し
て
投
資
が
必
要
だ
。
日
本
は

生
命
科
学
に
携
わ
る
人
材
が
足
り
ず
、

税
制
や
規
制
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
不

利
だ
。
人
材
育
成
や
研
究
成
果
へ
の
特

許
行
政
を
考
え
て
も
、
政
策
に
生
命
科

学
へ
の
理
解
が
必
要
だ
。
生
命
科
学
が

個
人
の
尊
厳
を
脅
か
し
て
は
な
ら
な
い

が
、
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
で
法
規
制
す

れ
ば
人
類
の
福
祉
と
反
対
の
方
向
に
行

く
。
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
明
文
化
は
慎
重

に
す
べ
き
だ
。
国
が
国
民
の
ゲ
ノ
ム
情

報
を
管
理
し
政
策
に
生
か
す
こ
と
が
個

人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
か
は
疑
問
だ
。

材
不
足

林
崎
良
英
氏

５７



米
政
府
は
⑫
日
、
昨
年
の
国
勢
調
査

に
基
づ
く
全
米
の
人
口
統
計
を
発
表
、

全
人
口
は
２
億
８
１
４
２
万
１
９
０
６

統
計
に
よ
る
と
、
理
想
の
子
供
数
は

約
二
・
七
人
で
一
定
な
の
に
、
合
計
特

殊
出
生
率
は
下
が
り
続
け
て
い
る
。
バ

ブ
ル
崩
壊
や
リ
ス
ト
ラ
の
影
響
を
受
け

る
低
所
得
者
層
ほ
ど
子
供
を
持
て
な
い

で
い
る
。
適
齢
期
の
女
性
の
数
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
五
年
以
内
に
、
経
済
の
安

定
と
育
児
コ
ス
ト
を
下
げ
る
政
策
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
だ
。

高
齢
者
一
人
を
何
人
で
支
え
る
、
と

少
な
く
と
も
個
人
は
拒
否
す
る
権
利
を

持
つ
べ
き
だ
。

■Ⅳ■嚢■■■
米1,1総人口
１０｣年でLJ
312IO⑥万１人増

】
戸
騨
駈

ロ
大
尉
螢
・
ｌ
－
Ｅ
－
宏
圧

国勢調査

（
朝
日
新
聞

１

人
で
、
Ⅲ
圧

人
で
、
ｎ
年
前
の
前
回
調
査
時
の
２
億

４
８
７
０
万
９
８
７
３
人
を
約
３
２
７

０
万
人
上
回
っ
た
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

（
中
南
米
系
）
住
民
は
約
３
５
３
１
万

人
で
前
回
調
〉
査
時
の
２
２
３
５
万
人
か

ら
５
７
．
９
％
増
と
な
っ
た
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】

（
毎
日
新
聞
一
一
○
○
｜
・
三
・
十
四
）

い
う
数
の
議
論
だ
け
で
な
く
、
国
民
の

意
識
の
変
化
を
重
視
す
べ
き
だ
。
親
の

介
護
を
「
よ
い
習
慣
、
当
然
の
義
務
」

と
考
え
る
割
合
が
一
九
八
六
年
を
境
に

激
減
し
た
。
急
速
な
高
齢
化
と
、
建
物

の
構
造
や
車
社
会
な
ど
ハ
ー
ド
面
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
も
問
題
だ
。

二
○
○
七
年
に
は
日
本
の
総
人
口
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
通
し
だ
。
｜
方
で

世
界
に
例
の
な
い
少
子
高
齢
化
時
代
に

入
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、
日
本
よ
り

約
二
十
年
遅
れ
で
同
様
の
少
子
化
傾
向

を
た
ど
り
、
二
○
一
○
年
ご
ろ
か
ら
高

齢
化
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
少
子
高

齢
化
対
策
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
｜
・
一
一
・
二
十
一
一
一
）

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
町
日
Ⅱ
青
木
伸
行
】

国
連
人
口
局
は
二
十
七
日
、
「
世
界
人

ロ
予
測
」
を
発
表
。
世
界
人
口
は
二
○

○
○
年
半
ば
に
六
十
一
億
人
に
達
し
て

お
り
、
今
後
、
毎
年
七
千
七
百
万
人

（
｜
・
三
％
）
の
割
合
で
増
加
し
て
、

二
○
五
○
年
に
は
少
な
く
と
も
七
十
九

億
人
、
最
大
で
百
九
億
人
に
膨
れ
上
が

る
と
予
測
し
た
。

国
連
人
口
局
が
ま
と
め
た
報
告
書
に

よ
る
と
、
発
展
途
上
国
の
人
口
は
二
○

○
○
年
の
四
十
九
億
人
か
ら
二
○
五
○

年
に
は
八
十
二
億
人
に
な
る
と
い
う
。

こ
れ
は
世
界
人
ロ
の
お
よ
そ
九
割
に
当

た
り
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

で
の
増
加
が
著
し
く
、
イ
ン
ド
は
十
五

億
七
千
万
人
、
中
国
は
十
四
億
六
千
万

人
に
増
加
。
現
在
八
億
人
の
ア
フ
リ
カ

は
十
二
億
人
増
の
二
十
億
人
に
ま
で
膨

ら
む
と
み
て
い
る
。
人
類
に
と
り
、
と

り
わ
け
こ
う
し
た
地
域
で
の
人
口
問
題

へ
の
対
応
が
、
引
き
続
き
急
務
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。

一
方
、
先
進
国
で
は
総
じ
て
出
生
率

■証

二
○
ｉ
○
年
艇
は
壬
最
式
棚
億
人
・

口
途
上
国
で
露
爆
葬
ｌ
国
連
世
界
人
ロ
予
測

東
京
都
は
二
十
七
日
、
二
十
三
区
内

の
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
数
が
二
○

一
○
年
に
は
二
人
以
下
に
な
る
と
の
予

測
を
公
表
し
た
。
｜
人
暮
ら
し
の
お
年

が
低
下
す
る
傾
向
で
、
少
子
高
齢
化
が

著
し
い
日
本
は
現
在
の
一
億
二
千
七
百

九
万
人
か
ら
一
四
％
減
少
し
て
一
億
九

百
二
十
二
万
人
に
。
イ
タ
リ
ア
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
二
五
％
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。米
国
に
つ
い
て
は
、
毎
年
百
万
人
の

移
民
が
流
入
す
る
と
の
見
通
し
か
ら
、

現
在
二
億
八
千
三
百
万
人
の
人
口
が
四

億
人
に
増
え
る
と
予
測
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
一
・
三
・
｜
）

■■罰

９年後の
東Ⅱ京□区部

単身タウン
化進む
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馴馳蝋識糾獺囮インド献酬川鵬剛締鮴万に
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
一
一
十
八
日
Ⅱ
中
島
四
％
増
だ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
泰
】
イ
ン
ド
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
三
月
【
北
京
二
十
八
日
Ⅱ
村
上
太
輝
夫
】

都
内
の
人
口
は
、
一
一
○
○
五
年
の
千
二
一
日
時
点
の
人
口
が
十
億
一
一
千
七
百
一
中
国
国
家
統
計
局
が
一
一
十
八
日
に
発
表

百
十
四
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
万
五
千
一
一
百
四
十
七
人
に
な
っ
た
と
発
し
た
第
五
回
国
勢
調
査
結
果
の
速
報
に

ろ
が
、
世
帯
数
は
そ
の
後
も
増
え
続
表
し
た
．
二
月
末
に
完
了
し
た
国
勢
調
よ
る
と
、
二
○
○
○
竿
一
月
一
日
時

け
、
一
一
○
’
五
年
に
五
百
九
十
万
世
帯
査
の
速
報
値
が
ま
と
ま
っ
た
。
昨
年
五
点
の
中
国
の
総
人
口
（
香
港
、
マ
カ

月
に
推
定
で
十
億
人
を
突
破
し
た
と
発
オ
、
台
湾
を
除
く
）
は
十
一
一
億
六
千
五

こ
の
た
め
、
区
部
の
一
世
帯
当
た
り
表
し
た
が
、
実
際
の
調
査
に
基
づ
い
て
百
八
十
三
万
人
だ
っ
た
。

の
平
均
人
数
は
二
○
一
○
年
に
一
・
九
確
認
し
た
。

本
格
的
な
国
勢
調
査
は
一
九
九
○
年

九
人
（
都
内
全
域
で
は
一
一
・
○
七
人
）
’
九
九
一
年
の
前
回
調
査
か
ら
わ
ず
以
来
で
、
総
人
口
は
一
億
三
千
二
百
十

と
初
め
て
一
一
人
を
割
り
込
み
、
一
一
○
一
か
十
年
で
、
人
口
五
位
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
五
万
人
増
え
、
年
平
均
の
増
加
率
は
一

五
年
に
は
一
・
九
五
人
（
同
一
一
・
○
一
一
人
口
に
匹
敵
す
る
約
一
億
八
千
万
人
が
・
○
七
％
だ
っ
た
。
中
国
で
は
、
人
口

人
）
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
。
同
年
増
え
た
。
積
極
的
な
人
口
抑
制
策
は
進
抑
制
政
策
に
踏
み
出
す
前
の
六
十
年
代

に
は
都
内
全
世
帯
の
四
一
％
が
一
人
蟇
ま
ず
、
一
一
○
四
五
年
ご
ろ
に
は
、
中
国
の
増
加
率
は
年
一
一
％
台
後
半
か
ら
一
一
一
％

ら
し
・
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
は
六
十
を
追
い
越
し
て
世
界
最
大
の
人
口
大
国
に
達
し
て
い
た
。

七
万
世
帯
で
全
世
帯
の
一
割
以
上
を
に
な
る
勢
い
だ
。

そ
の
世
代
が
親
に
な
る
九
十
年
代
を

占
め
る
見
通
し
だ
。
同
時
に
三
世
代
同
人
口
の
か
な
り
の
部
分
を
貧
困
層
が
乗
り
切
っ
た
こ
と
で
、
今
後
も
人
口
は

居
の
家
庭
は
減
り
続
け
、
一
一
○
○
○
年
占
め
て
お
り
、
人
口
増
は
社
会
の
不
安
低
い
伸
び
に
と
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

の
一
一
百
六
万
世
帯
に
対
し
て
一
一
○
一
五
定
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
だ
が
、
イ
（
朝
日
新
聞
一
一
○
○
｜
・
’
一
一
・
二
十
九
）

年
は
百
七
十
一
一
一
万
世
帯
と
な
る
。
ン
ド
各
紙
は
「
我
々
は
公
式
に
人
口
十

予
測
の
背
景
と
し
て
都
は
、
少
子
。
億
」
と
紹
介
し
、
「
識
字
率
向
上
」
「
人

高
齢
化
、
未
婚
・
離
婚
率
の
上
昇
な
ど
ロ
増
加
率
が
減
少
」
と
、
プ
ラ
ス
面
を

（
読
売
新
聞
一
一
○
○
｜
・
一
｜
｜
・
’
’
十
八
）
九
一
年
ま
で
の
十
年
間
は
人
口
が
二
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２．東南アジア諸同等人口●開発ＪＩＬ礎調炎報告ilド

ーインドロー

Report（mtheBasicSurvevofpopulati()、ａｎｄ

DevelopmenlinSoutheastAsianCou､[｢,eｓ

－ＩＩ１ｄｉａ－

施調査報告及ひ鑑

昭和58年度

１．中華人､L共ｷﾞ１１１玉l人口家峡jifmIi｣lL礎調従報告課

BasicSurveyonPopulalionandFamilvPlanning

in［hePeoI〕Ie,ｓＲｅＩ)ublicofChina（英語版）

化fi率itⅡlkiili水平失糸IlIH合作淵盗研究扱告お

（中Ｉ型l錯版）

３．１１雌人氏共fll国人I非家族計iilii第二次｣M;礎謝森報蒜tf

BasicSurvey(Ⅲ）onPopulationandlhmilvPIanning

inthcPeople，sRepublicofChina

生育率和生活水'１z失系第二次中Ｈ合作凋從研究ｲＭ

告も（中111語版）

昭和59年度

１．アジアIiiillilの農村人１１と腱紫開発に側する鋼fIf報告,l｝

－インドｌＫ１－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulaKionand

AgricL'lturalDevelopmenLinAsianCountries

-lndia- （英語版）

４，ネバールーlilI1人口・家族舟１．画）,L礎調盃

BasicSurveyReDortonPopulaUonandFhmlly

PlanningintheKinKdomｏｆＮｅｐａｌ（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英識版）

２．東南アジア`i雛Ｉ等人口・';M発堆礎調炎報告ilト

ータィllil-

Reportol1theBasicSurveyofPopulationandDeve-

loｐｍｅｎｔｉｎＳ(〕utheastAsianCounlries
-′｢hi1ilal1〔1－

６．バンコクの人口flIiilj化と21ﾖ活環境・１Ｍ祉調ご従

一データ綿一

SurveyofUrbanization，LivingEnvir0nmenlan(Ｉ

ＷｅｌｆａｒｅｉｎＢａｎｇｋｏｋ－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．ロイ鳥の人｢I枢換と農村1荊発

Ｉ〕emoRraDhicTransitionlnJapanalldRuralDeve．

』opment（英諦HIX）

７．スライド

日本の都iIJ化と人ｕ（日本語版）

UrbanizationandPoI〕ulationin」apa、（英調肱）

［|本的城市化り人口（'|]国識'1）

UrbanisasiDankcpendudukanDiJepang

（インドネシア識版〉

４．Sul･vｅｖｏ（FCI･IillIyandLMI1gSlflnda｢dglIUCI1inese

RuralAreas-Datａ－ＡｌｌｌｈｅｈＵｕｓｅｈｏｌｄｓｏｆｌｗｏ

ｖｉⅡflResinJilinPr【wincesurvevcdl〕ｙ〔Iuestlormalres

（英譜版）

共子'''１{:|衣村lilり人口Ltff率り生ii1i水』１２的澗従扱告

軒j干吉林省閲十付近１丁全戸Ini縦i1Mjlf的fi1i染一

一範ｉＩ４Ｍ－（'１１[Ｆ１諾版）

昭和61年度

１．アジア詣凶の腱村人口と腱戦開発にllLIするＩ調森轍告【Iト

ーインドネシアlJil-

ReporIolltheSurveyo「Rur&lPopulationand

AgriculturalDcve１０７〕menlinAsianCountries

-I】】donesia-（英鏑版）
５．スライドＵ本,)腱業、農村|#１発と人Ｉ－Ｉ

－そのllUL跡一（1｣本船111）

Ａ恩ricultural＆RuraIDevelopmcntand，Poi〕lIlation

injalxIn（英語版）

「]小衣並衣Ｈ｢M｣友腱ｆ[1人I」(Iり推稗（Il1Ifl誌IilI）

PerkどmbanganPerlanian，MasyarakatDe豊ａＤａｎ

ｌ《eI)endudukanDi上I)a】1９（インドネシア盃１１K）

（以Ｌ４カＭ版スライドは、日本産業敬育スライドコ

ンクールにて優秀質を受賞しました』

２．束1脚アジアi砺図等人口・開発基礎調従報告１１１：

－インドネシアＩ１ｆｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕ｢vevofPopulatjoI1and

l)eveIopmentinSoutheastAsianCountries

lIl〔loI1e31a-（英諦版)

３．ｈｍ留学生の学習と生活条件にl異Ｉする研究

一人的能力'１N莞の繩越に11')して－

昭和60年度

ｌ・アジア論Ililの農村人I」と農業開発に関する鋼iOf報($ｒｉｌＩ：

－タイｌｌＩＩ－

Ｒｃｐｏｌｌ〔)ｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏ１〕ulationand

AgriculIura1DeveloDmentinA3ianCounlTies

-111ilili1IId-（英識版）

`1．日本の労''１１１１カ人口と開発

LaborForceandDeveloI)ｍｅＩ１ｔｉｎＪａｌｘｍ（災iiiIi版）

５．人｢Iと１１M発'1M連統計雌

DemographicandSocio‐Economiclndica(o｢ｓ（m

PopulatIonandDeve1opmenK（英ｉｉｌｉ版）
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２．東南アジア諸ljil等人叶開発雅礎調廠報告蝶
－１１１１:人lAL共WIlIJ-

ReporlontheBasicSurｖｅｙｏｆＰｏＩ)uIatlonand
Develox〕mentinSoulheastAsianCount｢iｅｓ

－ＣＩ１ｉｎａ－（英語版）

６．スライドⅡ本の産業'１１発と人ＩＩ

－そのIHQli1jﾉﾙｾﾞ隆（－（ロイパ譜版）

Industrj&ＩＤevelopmentandPopulationinJaI)ａｎ

－ＴｈｅＩ)rimeMoverElectrlciIy- （英語版）

日本的存止没｣ﾛﾋﾞﾀﾞ人I」

－此原功カーllL'（－（'１】回詰版）

PembanguntInlndustridankependudukandiJepang
-PenggeraklJlarIua-TengaListrjk-

（インドネシア語版）

３・アジア諸国からの労働ﾌﾞﾉ流出にlIUする調在研究報fIrjlド
ータイ同一

４．Ⅱ本の人口と家族

PopulEltionandtheFamilvinjapa、（英識腿）－ 7．ネパール｣ﾐ圧1人1ｺ家Ｉ蟻|画雄二次基礎鋤充

ComplEITlcnta｢yBasicSurvcvReportonPoDulation

andFamiIvPIanI1inginlhekinRdoｍｏｆＫｅｐａ１５．アジアの人11極換と開発一

DemographicTransitionand

CounlIies-Overviewand

（英語版）

総【;ljlS-

DevelopmentinAsian

SlfltisticalT丘bleg-

昭和62年度

ｌ・アジア緒岡の農村人｢lと農業'1}1発に関する洲炎報告i11；
－１'１唯人民｣鯛１１t:ｌ－

ＲｃＩ〕o'.ｔ〔】ｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖ（〕fRuralPopulatioJland

Agrlculturall〕evelopmentinA$ianCounlrjes

-ChiI1a-（英諾腿）

６．スライド

日本の人LIと家族（日本語版）

Ｆａｍｉｌｙ副ndPopulationinJapan-AsianExDer1‐
ｅｎｃｅ－（英詰版）

日本的人口勺家睡（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア講版） ２．束iIiアジアi渚llIl等人｢I・開発JiL礎ijlWf鞭告TIF

-1ljiir人氏jliMTW-

ReportoIIlheBasi〔PSurveyoIPolpulfltionand

DEveiopmenlinSoulI】eastＡ$ianCOLmtris

-Cl1llla- （英語'1Ｍ

７．ペルー共和個人口家族ii111iiiA1礎調從

平成元年度

Ｌアジア諸lrlの農村人Ｕと農業開発に関するiiMlfIf報告Ｉ!｝
‐バングラデシュｍ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰ(〕I)ulalionand

AgriculturalDevelopmenI-BaI1gIadesI1-1英
識版）

３．アジア識l玉1からの労I1lil力流ⅡIに'1Mするi満#IMjf先報告Ｔｌド
ーフィリビン、－

４．Ⅱ本の人[-1と農業|)H発

Popula[i〔)nandAgricllllLlralDevel()pmclItinJapan
（英語脇）

２．東南アジアi諸国等人口’１１M発推礎調盗報告ｉｌド

ーネバール圃一

ReportontheBaslcSurvevofPopulationtlnd
DeveloprnentillSoutheastAsi2nCountr1es

-Kepal-（英語版）

５．ネパールの人口・ＩＨＩ光・環境

Populali(〕､，DevelopnlentandEnvironmenIinNcpa］
（jLilW版）

６．スライド

Ｈ本の人｢I移lli1jと絲済発展（「１本i謡版）

TheM1gratorvMovemcnlandEconomicDeveloD・
ｍｃｎｔｉｎｊａｐａｎ（英譜版ｊ

「iイミ｢1ｹ人I]綿功罪ii斤友展（【１１国iiHWY）

PerplndahaI1Pcn(ludukDflnPerkeml)anganl2konomi
DiJepang（インドネシア語版）

３・アジア緒ＬＬ|からのﾂﾅ動力流lllに|封するiijllflf研究報告i1ド
ーマレーンア卿－

４．［1本の人口Mli造変動と開発一両齢化のアジアliIﾘﾄＩＬ
ＩｌＪ－
･ﾛ■や

StructuralChangeinPopulatl(〕ｎａｎｄｌ)cveloI〕mcI】ｔ
－ｊａＩ)ｆｍ'ｓＥｘＩ)erienceillAging- （災i;RHIjI） ７．トルコ|]!'人1-1家族iillHIML礎鍜ifii

５スライド

廠齢化社会へのＨ本の挑戦

一生きがいｸﾞ)ある遇後をＥ１桁して‐（11イミ譜版）

AginginJapan-Challengcsa【ｌｄＰ｢〔)＆I〕ccts-
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面'|缶挑銭一ｊ、求IPI;命愈又
的遇年４２i１１：－（'１１国語版）

昭和63年度

ｌ・アジア諸|玉1の農村人[Iと農業llH発Iこ側する調査報告斎iIド

ーネパールEil-

RepoI･【ｏｎＩｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏｌ)ukItioI1alBd

A虜rXculturalDevelopmenlilzAsianCountries

-Nepal（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一中筆人民共和国一

TantaI1gaIDMasvarakatLanjutusiaJeI〕an９㎡

（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegiorlalDevelopmel】tandPopulationinL,ｐ２ｎ

－Ｔ｢ｅｎｄｓａｎｄＰｍｓｐｅｃｔｓｉｎｔｈｅｌ９９０ｓ－

（英識版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ回の比較一

StraZeglcMeとlsuresfbrtheAgricultuTalDeveloDmenl

-CoITlparfILiveStrudiesonFiveAsianCoLIntries-

（英語版）

（本作品は、1990年1ｌｂロ本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（Ｈ本語版）

ReginalDevelopmenlandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人ロ（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidjjepang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジアii雛|の農村人[=lと腱業開発にllLＩする調炎報告普

一フィリピンｕｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏｐｕlationand

Agrjcultum］DevelopmenI-Philippjnes-（英語版）６．アジアの労働力秘jlib

LaborMigratioI1inAsia（英語艇）

２．東南アジアi渚催|等人口・開発堆礎調iih報告諜

一パングラテシュー

ReDortonlheBasicSuI-veyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountrles

-Bangladcsh-（英語版）

３．アジア識Hijからの労働力i】ＩＣ出に関する調在研究報告ilド

ーインドネンア腿１－

平成４年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発にllLIする紙在報告』

－マレーシア国一

ReportonlheSurveyofRuralPDpulationand

AgriculturalDevelopment－Malaysia一

（英語lＩｂＤ

２．東南アジア諸国等人｢I・開発基礎調雪lliE報併F1キ

ーベトナム国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰ(〕pulationar】〔l

DevelopmentinSoutheas［AsianCountr1eiゴ

ーＶｉｅｔＮｌａｌｒｎ－（英諦版）

４．Ｈ本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population，DevclopmentandEnvironment1n

japan－AsjaluExDerience-（英語飯）

５．スライド

日イミの環境・人口・liM発（日本語版）

EIwirunmel】t，PopulatjoI1とlndDevelopmentin

Japan（英蒟版）

｛]本的坏境・人口・升友（中同調版）

Ljngkungan,PendLIdukdanPembangunanjepang

（インドネシア謡版〉

（本作品は、1991年01)日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からめ労働力流出に関する綱#i研究報ｉ１Ｔ諜

一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－Ⅱ本の産業転換と人I」－（Ｈ本

譜版〉

Livingfo】「Tomorrow－InduslrialTranslllonand

PopulationinJapan-（英語版）

生iii1i在明天一日本的秤'1k監換勺人口一（''１国語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

PIugDects〔)（［jrbanizationinAsla（英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発にllljする調査報告課

一スリランカlr1-

Repor［ontheSuweyRuralPopulatjonand

AgriculmraII〕evelopment-SriIal1ka-

（英語服）

HidupUntukHa｢ｉＥｓｏｋ－PeralihanStruktur

IndusIriDal】P【〕pulasiDijepaIIlｮ【-

(インドネシア譜版）

２．東南アジア諸陛|等人口・開発法礎調通報吉ilト

ーフィリヒンｌｎ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｃＢａｓｉｃＳｕ｢veyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsial】Countries

-PhilipPines-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸同の農村人口と農業ＩＨＩ発に関するijM森報告ｉｌＩ

－ベトナム[｣1１－
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平成７年度

ルアジアド;川進|の発慨段ljHr別腱紫・腱卜Ⅱ１１１発)UL礎iilll1f肘撒ilr

ilドーバキスタン同一

Reportｏｎ［heBasicSurveyonAgrlculluI･alandRural

Developmentl〕yProR｢essStageinAslanCountrieg

-Pakistan-（災li;僻１１）

RelportonlheSuwevofRuralPopul酌tionand

AgriculturEllDevelopmenｔ－ＶｉｅＩＮａｍ－

(英譜版）

２．束i櫛アジア諸国等人口・開発些礎調在報告諜

一スリランカ幽一

ReporLontheBasicSurveyofPopulationand

DeveloI)mentinSoutheastAsianCountrieｓ

－ＳｒｉＬａＩ１ｋａ－（英語版）２．アジアiili国ｸﾞ)都Tlj化と開発」,!÷礎,ijMflr慨告ｉ１ｉ

－ネパール国一

Rer〕ｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕ｢vcyofUrb召n1zarlonalldDeveloI)menI

inA5ianCountl･iｅｓ－Ｎｅｐａｌ－（拠繍版）

３．アジア諸lnilの人1111資源|}１１発と労働力に関する調査研究

報告i1l：－フィリピン図一

４．アジアからの挑戦一人｢Iと１１M発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustainableDevelopment

（英語版）

３．アジア識睡の人IIMiif鯨１１M発と労lルノjにl乳IするiiMii+f(』ル先

報fInlドーインドlｋｌ－

`1．アジアにおける女IPI;のエンハワーメント

Ｅｒ舌]powermen［０fWonrleY］ｉｎＡｓｉａ＜災iii１ﾄﾞﾙ{）
５．スライド

女たちの挑賊一女性の地位|〔リ［zとＨ本の人口一

（日本語版）

Womenandthc1rChallenges－Improvements

intheStatuso〔WomenthePopulationofJapan-
（英語版）

女性的挑i蝋一女性地位的提高勺日本的人I」－

（『l1HE1語版）

Tan〔anganKaumWarli【a-EmanslpasiWaI1jla

dal1Pol〕ulasi」eparlg-(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ誌lllZ）

５．スライド

アジアを拓け一女lY11たち－（Ⅱ水面州１K）

ABrightofGel】〔ie「EqualiIy-EmI〕Ｏｗｅｒｍｅｎｔｏｉ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語ilR）

jiniiiEl唖之路一今日iⅡi洲女fl；－（'''１１：liiｲi版〉

HaI･panCerahI〕agiPersamfi〔1，－Ｋ(xl1lnWanit(ｌ

ＡｓｉａＭｅｒｔｌｍｂａｈＪａｌａｎ－（イントネンア,;/繩）

平成８年度

Ｌアジア譜同の発展段l喘別農難，農}llｻﾄ１発J1!÷礎綱了調it上ｉ

ｉ１ドーラオス人民民主共ｲⅡ同一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａ鷺icSurveyonAgricullu】TIiand

Rurfl］DevclopmentbyProgressStageinAsian

Cowltries－ＬａｏＩ>e()【)]e,sDemoralicRepublic-
（英語腿）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発蕪礎調査報告

諜一インドlr1-

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

l)ﾋﾞvelopInEn【byProgregsStagcinAsial1Coullt】･iｅｓ

－Ｉｎｄｉａ－（英語版）

２．アジアi猯lElの綿ljTlJ化と|川発調if報f1nIド

ーフィリピン国一

ＲＣＩ〕ｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＵｒｂ釦】lzatl(〕ｎｉｍｄＩ)evelop-

menRinAs1aI1Coun[｢ies-Philippines-（ﾀﾐiii[１版）

２．アジア諸国の都ＴＩＩ化と開発調在報告書一タイＭ－

Ｒｅｐｏｒｔｏｎ[heSurveyofUrbaI1izationandDevelopment

inAsianCountries-Thailand-（英詰飯）

３．アジア諸睡lの人間資源開発と労働力に関するiiMl蚕研究

報告杏一ベトナム国一

３．アジア謝ｌＩｉｉの人'１１１責ili(|川発とﾂﾅ側ﾉﾉに|鶚Iする'渦ｲflllf光

報告Tlドーラォス１１１－ ４．アジアの女'性労IHI力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women，sLaborParticipatlonandEconomicDevelop、

mentinAsia-Strategytoward21CenLurv-

（英語版）

班２１ill組ｸﾞ)人１１・食1M職略一アジアと111ｧ界一

PopulationandFoodStrategyfor21slcenturv

-Asi&ｌｆｌｎｄＷｏｒｌｄ－（英諾ＩＭＵ

５．スライド

２()25年への決断一アジアの人｢Ij1lilj1Iと食料

ChallengeandDecision（ortheYear2025

--Populationlr2creasean〔ｉＦｏ()〔ｌｉｎＡｓｉａ－

〈災iMllII2）

５．スライ「

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfOrtheWomenofAsia（英語版）

正洲力]女的新!〕j程〈中匝1譜版）

WanitaAsiaKini・…..（インドネシア譜版）
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地球からの野告一アジア、水と食料の未米一

ＡWarningｆｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆＡｓｉａ，

ＷａｔｅｒａｎｄＦｂｏｄ－－（英語版）

米自地球的警告一亜洲、水和根食的未来一

（中国語飯）

PeringatandariBumi-Mas量DepanAsia-Airdan

Pangal1-（インドネシア語版）

|(,jﾎﾞ１２()25年的炎Ｎｉ－Ｉ１《洲的人口噌催fll純血一

(llIl1：|譜IML）

TckadlrI1tukTaI1un2025-PenambahanPDDulasi

daｌ１ＰＨｎｇａｎｄｉＡｓｉａ－（インドネシア譜腿）

平成９年度

Ｌアジア,ilil量|の発展段階別農推，1Mt付IIB篭LL礎釧従ﾄﾞｌｉ告

’1－ラオス人hと民主共和Ｅｌ－Ｉｎ

Ｒｅｐ()ｒｌｏｎｌｉ１ｅＢａｓＬｃＳｕｒｖｃｖｏＹＨＡＲｒｌｃulturaland

Rurall)eveloI〕ｍｅｎｔｂｖＰＴ()R｢essSIageエｎＡﾖiim

Counlrles-LaoPeoI〕le,gDerrl()graticRcpubIic-

平成11年度

Ｌアジア禰扉lの発展段Ij勝利腰紫・農村開発AL礎闘從報fli

諜一モンゴル|近'－１１１央県、セレンゲ県を中心として－

ReDor（ontheBas1cSurvevonAgricul[uraIand

RuralDevelopmenｔｂｙＰｒｏｇ｢essStageinAsian

Counmes-Mongoha-FocusonTovandSelenge，

２．アジア識|F1の,i`'１締化と保仙のｿﾞﾐ態綱代鞭i芋ｉｌドーＩｌ１ｌ１ｉｌ－

Ｍｉｉを'''心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕ｢ｖｅｙｏｌＡｇ１ｎｇａｎｄＨｅａｌ[ｈｌｎＡ量ian

Countrles-China-FocusonShanghai-

３．アジア諸刷の臓業安定制度とl依用政筑にＩＨＩするiiMi代研

究報fUf謀一バングラデシュ人氏共和'五1－

2．アンマグノイ|:会|＃1発と人fl1l1ll苑

Ｓ()cifllDevc]l)ITxenLHIldHumanl)eveloI)ｍｅｎｌ

ｉｎＡｓｌａ

３．アジア,粥川の人'１１]茂iMIl淵発と労倒力に'1Mする鋤ilfIjll究

戦;ｉｆｉｌＩ－マレーシアｌＦｌ－

牝水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人1-1をX(:点として－

WaterCrisi目lnthcTWentVFirs（Centulry

-ProspectofAsiaIIP【〕l)ulatjonan(１１)evelopmenl-

５．スライド

水は,ｋきている一人口と水資iＭ１－

ＷａＩｅｒｉｓＡＩｉｖｅ－PopulaIion篭ndWater、

Regources-（災i譜版）

水ﾉ,ﾑｲ１，k命〈19-人,,句水IBiilPi（＿（ｌＩ１ＩｉＸ１ｉｉｉＩｌ版〉

Ａ１「jlx1IIi〔lup-pendukdanSlImderAir-

，インド素シアｉＭ１１ＩＩ(）

平成10年度

1．アジア諸lx1の発展段階別農業・農村開発ｊｆ礎調在慨告

響一カンボジア国一

RepoItollthcBasicSurveyonAg｢iculturaland

RuraIDevelopmentbyProgressStageinAsian

C〔〕untries-qlrnbodia-

２．アジア猪国の高齢化と保健の実態調企報肯替

一大姉氏同一

Repo:．［ｏｎｔｈｅＳｕｗｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａｌｔｈ

ｉｎＡｓ:aIuCountl-1eg-TheReI〕uｂｌｌｃｏｆＫｏｒｅａ－

３．アジア術lIilの職業安定制度と雁用政策に|則する調査研

究慨告ｉｌドーイランＩＲｌ－

４．発腱のﾙﾘ約一「１７ｍ・インドを｢11心に－

ＣＯ､乱ralnsonDevelopmenl-FocusChinaanｄ

ｌｎｄｉａ－

５．スライド・ビデ鯵オ
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1996年５１－１にマレーンアゾ)クアラルンアーしで'１Mか/し

た．人IzIと食ＩM安全保Ｉiiiに１１MするＡＦＰＰＤ〈人ＬＩとＩｌＭ

苑にIHIするアジアi機上iフォーラム）特ｻﾘ迎憐姿ii会で、

ヘトナムロ会社会姿ji会委lilとクニン・ティ・タン鱗

fiとマグサイサイ([(受t9t付てある符％な農堆学滑ボー

トン・ズアンlWl:ｸﾞ)共iji諭丈ｸﾞ)Ⅱイ語|坂の合ネーｌＵ:1AＬ

食料サミ，トに|/１けた浅科として作成当ノしぬ,）

5連出版物■

１．Ｆ国際人ロ開発会麟行動計画要旨41995年（和文）

〈内存：1994年カイロの同際人11開発会識(ICPD)カイ↑

動,ili[lUi”笈旨．iii１文「1$１１M連の出版物としては鐸Ｉｉ初｡）

２．「国際人ロ開発飽員会議ざ、国際人ロ開発融員会鰻鯛事

録、1995年（和文）

（内容：1994年カイロでlI1際人I-II)}1発会議(ICPD)に先

駆けて|淵iil1ざ！［たlrl会議｝{会議である阿際人【I開発議

Ｌｉ合繊の縦』|;鍬〃何会議には117力lLi約3()u名の国会鱗

Ｌｉか参lⅢした：会議7i:甫丈はICPI)総会でも発表ざjした。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

屈会:鏑1-1フォーラムかf1iMiさｵした"）

９．ｆ国際食料安全保障・人ロ・開発融員会識j、国際食料

安全保障・人ロ・開発瓢員会議(IMPFSPD)議事録、
1997年（和文）

（内fi:：食料艇業機|則(ＦＡＯ)主Iliツ)111:界食料サミ…ト

（WFS)にｳ;ｊ'せ､IlllNiflxlljj(ニフ可冨2．ジュ永一ブで|;Ｈ

雌さ１Ｌた[111際食料安全係ｌｌｌｉｉｉ・人１１．開発砿貝企縦

（IMPFSPD)の識２１雛ｋｏｌ司会iijIiの成果'よ、世界食1i:}サシ

トで公式に配ｲijさ北またＷＴＯルゾェーロリイ稀lij1&

にも怯井新・会縦縦腿から乎波された」 ３．国連人ロ基金「世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献＝1995年（和文）

（内fiF：現ｲISの人口分11ifに対する援助のUL状と、溢倫

の術＃Lを分析ニ我がIiK1の人L1分W;へのif(縦も僻01if｡）

10．国連人口基金’未来のための食料Ｊ1997年（和文）

〈内容：lIil巡人l-Ij,1余出版物Ｆｏｏｄ〔o「ｔｈｅFuture釘

Ⅱｲfi識k･人'二llmlⅡ]のlIllllilIと食料砿ＩｉＬをｲ『うために、

ｋｆｌｉの参！j１１力:不[:｢欠であることをさまきな）し体1ｹ１１から

解きほぐしている：)

４．ｒ国際人ロ．社会開発蕊員会議｣、国際人ロ．社会開発

溌風会翻〈IMPPSD)議事録、1996年（和文）

（内容：世界社会開発サミー'}（WSSD)にあわせ、１９９５

年３１１にデンマーク・コペンハーゲンで,)ＩＩＩｉ&ざオした人

１１とⅡ:会開発にＩＩＬIするｌＺ１合繊i,会縦縦)$鍬｡）

11．国連食糧農業機棡(FAO）『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

童言および世界食料サミット行動計画歩1997年（和文）

（|ﾉﾘ容貯世界食料サミー,卜のローマ1.i:『;とi↑鋤ijllIhi幻

４，sfljiIﾘの翻訳であり、多分ｌｌｉか↓.>lIiI丈iI1ﾆｿﾞ)}|イパ翻沢ｸﾞ）

決定版として,１.紗『lllliliを`笠けた」〉

５．黒田俊夫署【リソース・シリーズＩ国連人ロ会識20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘー｣、1996年（和文）

（内容：脚返i;(１Ｍの蛸－１，１人[]会議であるブカレスト

会縦からI〔I94ilニカイロの国際人口開発会議まですべて

グ)lf1迎二ii雌の人I｣会議に参lIlし、人にI分野における世

界的大家であるfDi:者が．その撫移を概観し分り｢した"）

１２．１リソース・シリーズ５ＦｉｖｅＹｅａｒｓｆ｢ｏｍｌＣＰＰＤ･国

際人ロ開発議員会溌から５年一人ロと開発に閲する国

会議員会議宣言文ｊ1998年（和・英）

（内容：カイロの瓜l祭人I1llIl発会鱗から５年[|を迎え、

この機会に人1ｺとllH蕊に１１Mする凶際繊ｕ会縦、地域鍍

ｌｉ公縦の19〔司丈を!&成・今後の史なる発腿のたﾀﾞ)ひ)盗

料とした。）

６．ToshioKuroda，Resou｢ceSeries2wFromBucha‐

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒｏ－２０ＹｅａｒｓｏｆＵｎｉｔｅｄＮａtionsPopula‐

tionConferences-''’’996（英文）

（|ﾉﾘ存：好!;,}iをもって迎えらオしたリソース・シリー

ズｌ」‘)災-文ＩＩＬ:）

１３．．.リソース・シリーズ６PopuIationPolicyinAsia

I998年（英文）

（|』l祥：当財Iillが封iilする「人11とⅡM苑に１１Mするアジ

ア１１:l会淡１１会雛」で呼びかけをおこない、汁[IＨ１の人|】

政蝋を各1腿l政府尚｢H打もしくはｌＷｌ家力:,魁逃した”升

lKlの政策に資{[を持つIIi1会織11がl1U｣jしている点で、

ｆ川ｸﾘをﾘﾑない”）

14.Jリソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一J（和文）

（内容：ワールlﾊﾗｵ'十研究ﾄﾞﾘiから}:|｣行きﾉしたSaI1dra

Poslel打、WorldwatchPaperl32

DIvldin唐KheWalers：FoodSecurily､EcosysleZT，

｝Ie21thandtheNcwPolitlcsofSca｢cityのl:'1F沢１今後

人lJ1祉会に太きご制約をツ.えるのが、淡水在iIliIの不l,Ｌ

である”１V｢iえ続ける人l」を支えるための腱戦生､i；も三

７．『国際女性・人ロ・開発灘員会議鼻、国際女性・人口・

開発瓢貝会鱗(lMPGPD)融車録、1996年（和文）

（｣A1存：diMlulllWiL女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９川に4〔京でl}Ⅲ{'1された|動際女性・人１．．１%1発１１鞭I

公i雛(ＩＭＰＧＰＤ)の雛イト録・’可会儀には第４ＵｌＵ界女性

公`鞠こ吋する各lKl政lrl代尖を'１１心とするlRl会i戦liか参

１JⅡした．）

Ｂ・ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン・

テイ・タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障

と人ロ：資料古、1997年（和文）

（１）l存；｜{t界食料サミットへのiVi術として[上il連食料農

瀧機関(FAO)か|)：l巡人｢IAL余との共1t1研究さ'した、「人

１１｣WilllIとｔ喪劣化一にＩＩＬIする,撒丈ｸﾞ)'二Iイパ[淵lUYおよび,、
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評価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。１行］

会議では、国際人口開発会議（ＩＣＰＤ）から５年を

経て、その進捗を妨げる障害、ＡＩＤＳなどの予想以

｣菫の蔓延など、時代の変化をとり人ｵL、行動計画を実

施する上で必要となる指標や障害を解消するための具

体的行動などを国連加9M国が国連総会の場で協議し確

泓した。

た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑腿といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総騒は地球上の水の0.00

0008％に過ぎない。この水の総fitは、有史以来変わっ

ておらず、人'二】が増力Ⅱする分だけ、一人当たり使用で

きる水の雄はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが十分に認識されていない。人口増加を支えて

いる地球の限界が目の前に迫っていることに警告を発

している｡）（日本語版版権取得）
19.人ロと開発に閲するアジア職員フォーラム第６回大会

世界鹸初の人口と開発に関する議貝フォーラムであ

る「人、と開発に関する議員フォーラム(ＡＦＰＰＤ〕

が３年に一度開Ili1する大会の議事録。

ＡＦＰＰＤは1981年に設立されてから世界‘)指導的

な人1Ｊと開発に関する地域議貝活動として、アジアの

みならず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議

員旙動の指導的な役綱をlliっている。その提咄者であ

り、創識者の佐藤隆・元展水大臣と、桜J|新・現議低

の出身地である新潟県で間{M1されたＡＦＰＰＤ大会の

ｷﾄi皆書（日本語版氾同大会では1000年ｊＵｌ股後の大会

として、2000年』ﾘlに向けたアジア・太平洋地域の人｢1.

1;M発問題に関する匝l会議貝の栖動方針を協議し、その

成果は「新渦宣言」にまとめらﾉした。

20リプロダクテイブ･ライツ･チャート

IPPF(国際家族計画迎jM1)が作成した"IPI｡F／iwflraw,

reproduc[iverights2000mウォールチャートの日本語
版。世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに

関連するＨ１策の現状や進捗ＪｌＭＭを一党にしたもグ〕であ

る二英語版ではアルファベットIlilになっていたものを

地域別・あいうえおl1lliにiiM柴をjj1iえ、ｉ洸希の便を|冤し

ている。また、各腐の国名表記はｸﾄ務宵の炎証にｉＩｉｉ拠

した正規名称を用いている。

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：国連人口基金出版物EYMronmenllorPeople

の日本語版。人ロ問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実哲的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を正視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている扇）

１６．ParliamentariansUActMtiesonPopulationand

Development-HistoryofPar1iamentariangActivitiesand

ItlsFindings．（英文、－部スペイン寵）

1992年２月ハーグの同際フォーラムに合わせて開ＩｌＭさ

ノした「国際人口開発会議評価のための国会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」のために準備された出版物である。こ

の(Ⅱ版物は1994年の国際人口開発会縦以降の人口と開

発に関するアジア議其フォーラム(ＡＦＰＰＤ）を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議貝グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発議貝フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ）、ヨーロッパ地域の国会議員活

動の成果である宣言文と．各議連の活動史を纏めた世

界で初めての出版物である。国会議貝活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

21．女性のエンパワーメントに向けて

ＵＮＦＰＡのWorkingloEmp〔〕ｗｅｒＷｏｍｅＩｕＣＮＦＰＡ・s

Expe｢lenceinImplemcntingtheBeijipgPlatform
ofActionの日本i譜版｡､､女性のエンバワーノント”はＩＴＩ

際人I｣開発会議（ＩＣＰＤ）1丁動計画において人[｣間越の

解決を果たす上でのjli要なカキとなる概念として位ｉｊｔ

付けらｵした。また、’１】国北京で開雌さjＩした輔４plUf界

女性会議では`'１心的な概念となったェ第４回IHF界ｋｆ１:

会議から５年を踏まえ、人口、女性問題に其jmすふ女

性のエンバワーノン卜を中心に､ICPD行iiiliilliIIiならび

に女織会議の行動綱fli(実施とIILI迎するＵＫ「ＰＡのiJi

1iiliをLL体的に紹介している。

17．国際人ロ開発会鯛呼価のための国会鰯風フォーラム

（ＩＦＰ）報告密

1992年２月ハーグの同際フォーラムに合わせて開臘さ

ノした「国際人口ＩＩＢ発会識評価のための|塁|会議貝フォー

ラム（ｌＦｌｊ)」の報告轡である。Iil会議には103カ国

からおよそ２１０名の国会議貝が参加した。同会議では

国際人口開発会議から５年ＩＩｌｊの進捗状況とその進展を

阻む障害について熱心な討議が行われ、人口と持続可

能な開発を-11[した視点で扱うH1子を強く求めた「ITil際

人IlIlIl発会識Ⅲil価のための、会議貝フォーラム・ハー

グ宣言」が採択きれた。この内容は会議n1f務総長を務

めた桜井新Ａ「ＰｌＪＤ識l量の手によって、ハーグの国

際フォーラムならびに３月にニューヨークで開雌され

たiWiIi会議の場でも発素された。

18．第２１回岡連特別総会特別委員会報告蜜｢付録」

国連人ロ開発会蟻行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動

1999年６）130日－７月２日にかけて、ニューヨーク

の国迎本部でｌｌＭＩｌｉｌされた「１重l際人｢JllH発会鱗から５年
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ＡＰＤＡ 曰誌■■■
￣

１－￣￣

１
日
御
旧
日
ガ
ー
ジ
。
フ
ァ
ル
ー
ク
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー
・
テ
ク
ニ
カ
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
局
長
、
ワ
ン
ム
・
ザ
ー
マ
ン
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー

・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
局
長
が
来
所
し
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
。

１
月
旧
曰
第
師
回
Ｇ
ｌ
Ｉ
／
ｌ
Ｄ
－
に
関
す
る
外
務
省
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
に
星
合
千
春

国
際
課
長
が
出
席
。

１
月
鍋
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
主
催
、
第
５
回
厚
生
政
策
セ
ミ
ナ
ー

「
ア
ジ
ア
と
社
会
保
障
」
に
星
合
千
春
国
際
課
長
が
出
席
。

２
月
９
日
イ
ラ
ン
大
使
館
主
催
「
イ
ラ
ン
革
命
勝
利
型
周
年
記
念
式
典
一
に
楠
本
修
主

任
研
究
員
参
加

２
月
旧
日
ト
ラ
ャ
・
オ
ベ
ィ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
を
招
き
、
国
際
人
ロ
問
題
議
員

懇
談
会
役
員
会
を
開
催
。

２
月
Ⅱ
曰
ト
ラ
ャ
・
オ
ベ
ィ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
、
中
山
太
郎
理
事
長
、
谷
津
義

男
・
農
林
水
産
大
臣
／
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
懇
談
、

楠
本
修
主
任
研
究
員
同
席
。

２
月
Ｍ
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
委
託
調
査
「
タ
イ
２
都
市
に
お
け
る
サ

ー
蛎
日
ン
プ
ル
調
査
の
実
施
・
集
計
」
調
査
団
員
を
タ
イ
国
へ
派
遣
（
高
橋
眞
一
）

２
月
旧
曰
和
気
邦
夫
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
次
長
が
来
所
し
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と

懇
談
。

２
月
、
曰
国
際
協
力
総
合
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
「
幻
世
紀
の
人
ロ
動
向
と
人
口
問
題
」

に
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
星
合
千
春
国
際
課
長
が
出
席
。

２
月
盟
日
農
林
水
産
省
法
人
検
査

３
月
１
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
委
託
調
査
「
タ
イ
２
都
市
に
お
け
る
サ

ー
”
日
ン
プ
ル
調
査
の
実
施
・
集
計
一
調
査
団
員
を
タ
イ
国
へ
派
遣
（
中
川
聡
史
）

３
月
５
日
第
Ｆ
回
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
の
事
前
打
合

～
幻
日
せ
の
た
め
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
加
藤
祐
子
渉
外
課
長
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
出
張
。

３
月
旧
日
総
合
研
究
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ⅲ
世
紀
日
本
の

あ
り
方
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
楠
本
修
主
任
研
究
員
参
加
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
的
ニ
ー
ズ
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に

星
合
千
春
国
際
課
長
が
出
席
。

３
月
四
日
日
本
学
術
会
議
講
演
会
「
食
か
ら
見
た
虹
世
紀
の
課
題
ｌ
日
本
食
は
こ
れ
で

い
い
の
か
ｌ
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
と
楠
本
修
主
任
研
究
員
参
加

３
月
酩
日
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
少
子
化
に
関
す
る
国
際
比
較
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
屋
台
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
祐
子
渉
外

課
長
が
参
加
。

３
月
鋤
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
事
業
完
了
監
査

－－－－－－．－－－－．－－－－－－－－１ＷⅢ解あｊＷ域と雌とのとのい
い（'１［決八こり大と二難はて,いい１１ｔ人人ま人

{馴拘ｌＩｉ蝋ii(iiilii繩ｒｌｉｌＡｉ
ギ澱テ臘鵬H:'馴耀鯛鮒'４Ｐ｜
随?\蕊瀞#鱗ii雛ｆＤＩ
ｌｉｊ’たはくど仁謨･しうばりめゆ世は世

触｢パさソ空隙Ｗ+韓湫鍬ＡＩ

イミⅡ』ビム…蝋…ﾊﾞﾝ会□臘ヘ賛｜
郷{鱗,illJ鱗皇助，
鮒WlliliX灘』鰍幽繩蝿ギ入会｜
槽鯏：今L1i1Mi$ミパ鮒&会員｜製鰔鱗鮎＆綴ＡＭ鯉鰍の‘
認rMilliii蝿酬蛎亡繩ぉｉ
ｉｉｒｔｎ鰯雛獺１１糀輪願ｉ
１ｊ息鳥總灘溌繍撚い’

；；鮒雛iｺﾞｾﾞｻｌｌ
ｊ：秘’鍬朏;)ゼＷｌギゼ
ーーー.－－－－－－－－－－－－－－－』
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躯◇
人
口
問
題
に
つ
い
て
最
近
い
ろ
ん
な
分
野
の
学
者
が
興
味
深
い
見
方
を

れ
だ
け
で
は
味
気
な
い
。
哲
学
的
あ
る
い
は
宇
宙
物
理
学
的
、
生
命
倫
理

学
的
、
生
物
学
的
等
々
、
広
範
な
領
域
か
ら
の
視
点
を
見
落
と
し
て
い
た

が
〉
》
生
物
学
的
立
場
か
ら
人
口
問
題
に
目
を
向
け
て
い
る
星
元
紀
・
慶
応
大

学
教
授
（
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
）
は
「
人
口
の
爆
発
的
増
加
が
、
食

問
題
、
環
境
問
題
の
根
幹
に
共
通
し
て
い
る
」
と
み
る
。

お
よ
そ
側
億
年
前
に
地
球
表
面
に
現
れ
た
生
物
（
生
命
）
は
現
在
数
千

万
種
と
も
数
億
種
と
も
言
わ
れ
る
が
、
常
に
変
動
し
絶
滅
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
四
○
日
。
、
煙
已
①
。
⑪
（
ヒ
ト
）
の
よ
う
に
増
え
つ
づ

け
る
の
は
例
外
中
の
例
外
と
い
う
。
し
か
も
ヒ
ト
は
極
め
て
大
き
な
動
物

で
あ
る
上
に
そ
の
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
消
費
量
は
膨
大
だ
。
人
口
増

加
で
消
費
量
は
上
昇
の
一
途
だ
。
こ
れ
で
は
ヒ
ト
は
地
球
を
食
い
荒
ら
す

厄
介
な
シ
ロ
モ
ノ
に
過
ぎ
な
い
。

「
人
口
問
題
の
最
も
悲
惨
な
解
決
法
は
戦
争
で
殺
し
あ
う
か
、
飢
え
死

に
す
る
。
そ
れ
に
近
い
状
況
が
今
世
界
の
一
部
で
起
き
て
い
る
。
ヒ
ト
が

、
ロ
ロ
自
切
（
賢
い
）
の
名
に
値
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
ま
し
な
手
立

て
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
同
教
授
は
指
摘
す
る
。

◇
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
５
月
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
食
料
・

水
と
人
口
問
題
に
つ
い
て
ア
ジ
ア
の
国
会
議
員
代
表
の
間
で
論
議
を
深
め

５
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

美術館があり区民をはじめ多くの人々が
訪れる。春の訪れとともに公園内はコブ
シをはじめ染丼吉野など美しい花のシン

フォニーが乱舞する。

砧公園の辛夷

３月下旬、都立砧公園の辛夷（コブ

シ）が桜に先がけ－足早く満開となっ

た。東京ドームの約八倍もある緑地公園
は、週末になると、お弁当をひろげた

り、写真を撮ったりする家族で賑わう。

公園内には、野球場、サッカー場などが

あり健康的なスポーツに汗を流す親子連

れが目立つ。園内には世田谷区立世田谷
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・印刷所
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聾曰本自動車工業会

これからのために、

これだけのことを。

豊かな環境を次の世代に伝えるために.私たちは環境保全に取り組ﾊﾞﾉでいま説
環境とクルマ社会の調和が､強く求められている今日･

自動Wj[業界でも環境と人とクルマとの共生の視点から､省エネルギー活動、

リサイクル活動など､具体的な取り組みを行なづていますｂ

あしたへ｡ＥＣＯ－ＭＯＴｌＯＮ

旺司

地球温暖化の抑制
－，J｡

］

なン

を。

現在の自動車のリサイクル率は約75％･
リサイクルを考慮した自動車づくりへ。
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日本航空

いい旅をご一緒に。
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〃
ＪＡＬフゾーダイヤル

／国際線予約･案内、

（函･'zo溺冒忌錨ノ
／国内線予約-案内、

（函0瞳o溺冒弱ﾁ1ノ
電話番号をよくお確かめのうえ､おかけください⑪

今を心に刻む旅２０００－２００１
ニッコーコクサイ
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